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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（xiiiページ）
•表記法（xiiiページ）
• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料（xivページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xivページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xvページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わるネットワーク管理者
を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザーが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザーが値を指定する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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説明表記法

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選択す

べき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用し
ないでください。引用符を使用すると、その引用符も含めてstring
と見なされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザーが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザーが値を指定する引数は、イタリック体のスクリーンフォ

ントで示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps13386/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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xiv
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通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップして
ください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、お
よびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressにア
クセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセスして
ください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリストを
管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールです。
BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
xv
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http://www.ciscopress.com
http://www.cisco-warrantyfinder.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tools/bst/bsthelp/index.html
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C H A P T E R 1
New and Changed Information

This chapter provides release-specific information for each new and changed feature in the Cisco Nexus 9000
Series NX-OS QoS Configuration Guide, Release 9.3(x).

• New and Changed Information, on page 1

New and Changed Information
Table 1: New and Changed Features for Cisco NX-OS Release 9.3(x)

Where DocumentedChanged
in
Release

DescriptionFeature

QoS機能のプラットフォー
ムサポート, on page 3

QoS TCAMカービングのガ
イドラインおよび制限事項,
on page 49

出力 QoS（IPv4）の有効化,
on page 58

9.3(9)Added support for applying 64
unique egress QoS Policies to
all Layer 2 physical interfaces
on Cisco Nexus 9300-FX
platform switches

Unique Egress QoS Policies

DSCPワイルドカードマス
クの設定, on page 71

9.3(5)Support for creating an ACL
that matches or filters traffic
based on a DSCP bit mask.

DSCP Wildcard Mask

QoS機能のプラットフォー
ムサポート, on page 3

9.3(5)PFC watchdog interval is now
supported on Cisco Nexus
9300-GX platform switches.

PFC Watchdog Interval

マイクロバーストの監視, on
page 197

9.3(3)Micro-burst monitoring is now
supported on Cisco Nexus
9300-GX platform switches.

Micro-Burst Monitoring
Support

QoS機能のプラットフォー
ムサポート, on page 3

9.3(3)2-Rate, 3-Colorp policers are
now supported on Cisco Nexus
9300-GX platform switches.

2-Rate, 3-Color Policer Support
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Where DocumentedChanged
in
Release

DescriptionFeature

プライオリティフロー制御

のガイドラインと制約事項,
on page 172

9.3(3)Buffer allocation is based on
configuration for Cisco Nexus
9300-GX platform switches.

PFC Buffer Allocation Support

QoS TCAMカービングのガ
イドラインおよび制限事項,
on page 49

9.3(3)ing-ifacl-ipv4/ipv6 commands
are supported only on Nexus
9300-FX platform switches.

ing-ifacl-ipv4/ipv6 Command
Support

ダイナミックバッファ共有

の管理, on page 153
9.3(1)Added support for

N9K-93360YC-FX2 and
N9K-93216TC-FX2 platform
switches.

Dynamic Buffer Sharing

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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第 2 章

QoS機能のプラットフォームサポート

この章では、Ciscoプラットフォームスイート全体でサポートされていない機能のプラットフォー
ムサポートについて定義します。

• QoSプラットフォームのサポート（3ページ）

QoSプラットフォームのサポート
次の表に、各機能でサポートされるプラットフォームと、それらが最初に導入されたリリースを

示します。最初の製品リリースでサポートされるプラットフォームの詳細については、リリース

ノートを参照してください。

分類

QoS分類の詳細については、分類の設定（65ページ）を参照してください。

サポートされるようになった

最初のリリース

サポートされるプラットフォームまたはラ

インカード

機能

Cisco Nexus NX-OSリリース
9.3(5)

Cisco Nexus 9464PXまたは9464TXライン
カード搭載の Cisco Nexus Nexus9500プラッ
トフォームスイッチ。

DSCPワイルドカー
ドマスク

ポリシング

ポリシングの詳細については、ポリシングの設定（99ページ）を参照してください。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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サポートされるよう

になった最初のリ

リース

サポートされるプラットフォームまたはラインカー

ド

機能

Cisco Nexus 93108TC-EX

Cisco Nexus 93180YC-EX

Cisco Nexus 93180LC-EX

Cisco Nexus 97160YC-EX

Cisco Nexus 9732C-EX

Cisco Nexus 9736C-EX

Cisco Nexus 93108TC-FX

Cisco Nexus 9348GC-FXP

Cisco Nexus 9736C-FX

出力ポリシング

Cisco NX-OSリリー
ス 9.3(3)

Cisco Nexus 9364C-GX

Cisco Nexus 9316D-GX

Cisco Nexus 93600CD-GX

2レート 3カラー入
力ポリシング

gbhvisco NX-OSリ
リース 9.2(3)

Cisco Nexus 93180YC-FX

Cisco Nexus 93108TC-FX

Cisco Nexus 9348GC-FXP

Cisco Nexus 9364C

Cisco Nexus 9332C

Cisco Nexus 9336C-FX2

Cisco Nexus 93240YC-FX2

Cisco Nexus 9736C-FX

Cisco Nexus 9788TC-FX

2レート 3カラー入
力ポリシング

Cisco Nexus 9332PQ

Cisco Nexus 9372PX

Cisco Nexus 9372PX-E

Cisco Nexus 9372TX

Cisco Nexus 9372TX-E

Cisco Nexus 9396-PX

Cisco Nexus 9396-TX

Cisco Nexus 93120TX

Cisco Nexus 93128-TX

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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サポートされるよう

になった最初のリ

リース

サポートされるプラットフォームまたはラインカー

ド

機能

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ1レート 2カラー入
力ポリシング

Cisco NX-OS
7.0(3)F3(3)

Cisco Nexus 9508スイッチ共有ポリサー

リンクレベルフロー制御

リンクレベルのフロー制御に関する詳細については、リンクレベルフロー制御の設定（163ペー
ジ）を参照してください。

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラットフォームまたはライン

カード

機能

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300および 9300-EXプラットフォー
ムスイッチ

リンクレベルフロー

制御

プライオリティフロー制御

PFCの詳細については、プライオリティフロー制御の設定（171ページ）を参照してください。

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラットフォームまたはラインカー

ド

機能

Cisco NX-OSリリース
9.3(5)

Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチPFCウォッチドッ
グ間隔

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(5)

9636PQラインカード搭載の Cisco Nexus 9508ス
イッチ

Cisco Nexus 3164Qスイッチ

PFCウォッチドッ
グ間隔

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(4)

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 93108TC-EX、93180YC-EXスイッチ

9732C-EXラインカード搭載 Cisco Nexus 9508ス
イッチ

PFCウォッチドッ
グ間隔

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラットフォームまたはラインカー

ド

機能

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I3(1)

Cisco Nexus 9332PQスイッチ

Cisco Nexus 9372PXスイッチ

Cisco Nexus 9372PX-Eスイッチ

Cisco Nexus C9396PXスイッチ

次のラインカードを備えたCisco Nexus 9500シリー
ズスイッチ

• Cisco Nexus 9432PQ

• Cisco Nexus 9464PX

• Cisco Nexus 9464TX

• Cisco Nexus 9536PQ

• Cisco Nexus 9564PX

• Cisco Nexus 9564TX

• Cisco Nexus 9636PQ

DCBXP（プライオ
リティフロー制

御)

Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラットフォーム
スイッチ

マイクロバーストの監視

マイクロバーストモニタリングの詳細については、マイクロバーストの監視（197ページ）を
参照してください。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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サポートされるようになっ

た最初のリリース

サポートされるプラットフォームまたはラインカード機能

Cisco NX-OSリリース 9.3(7)Cisco Nexus 93360YC-FX2およびCisco Nexus 93216TC-FX2マイク

ロバー

ストの

監視

Cisco NX-OSリリース 10.1(1)N9K-X9700-FXラインカード搭載の Cisco Nexus 9500プ
ラットフォームスイッチ

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)Cisco Nexus 9364C-GX

Cisco Nexus 9316D-GX

Cisco Nexus 93600CD-GX

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ

Cisco Nexus 9332C

Cisco Nexus 9364C

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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第 3 章

概要

•ライセンス要件（9ページ）
• QoS機能について（9ページ）
• QoSの使用（10ページ）
•分類（10ページ）
•マーキング（11ページ）
•ポリシング（11ページ）
•キューイングおよびスケジューリング（11ページ）
• QoSアクションのシーケンス（12ページ）
• QoS機能のハイアベイラビリティの要件（12ページ）
• MQCを使用した QoS機能の設定（13ページ）
• QoS統計情報（13ページ）
•デフォルトの QoS動作（13ページ）
•仮想デバイスコンテキスト（14ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、
『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

QoS機能について
QoS機能は、ネットワークを経由するトラフィックの最も望ましいフローを提供するために使用
します。QoSを使用すると、ネットワークトラフィックの分類、トラフィックフローのポリシン
グと優先順位付けが可能になり、ネットワーク内でトラフィックの輻輳回避が容易になります。

トラフィックの制御は、システムを通過するパケット内のフィールドに基づいて行われます。モ

ジュラ QoS（MQC）コマンドラインインターフェイスは、QoS機能のトラフィッククラスとポ
リシーを作成するために使用します。

QoS機能は、QoSポリシーとキューイングポリシーを次のように使用して適用します。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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• QoSポリシーには、分類機能とマーキング機能が含まれます。

• QoSポリシーにはポリシング機能が含まれます。

• QoSポリシーには、シェーピング、重み付けランダム早期検出（WRED）、および明示的輻
輳通知（ECN）機能が含まれます。

•キューイングポリシーでは、キューイングおよびスケジューリング機能を使用します。

「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）の使用」の項で説明するシステム定
義の QoS機能と値は、デバイス全体にグローバルに適用され、変更できません。

（注）

QoSの使用
トラフィックは分類方法と、作成してトラフィッククラスに適用するポリシーに基づいて処理さ

れます。

QoS機能を設定するには、次の手順を使用します。

1. トラフィッククラスを作成します。これには、Internet Protocol（IP）アドレスや QoSフィー
ルドなどの基準に一致する着信パケットを分類します。

2. ポリシーを作成します。これには、パケットのポリシング、マーキング、ドロップなど、トラ
フィッククラスに対して実行するアクションを指定します。

3. ポリシーをポート、ポートチャネル、またはサブインターフェイスに適用します。

QoS機能のトラフィッククラスとポリシーを作成するには、MQCを使用します。

QoS機能全般のキューイングおよびスケジューリングの処理では、IPv4および IPv6の両方に適用
されます。

（注）

IPトンネルはアクセスコントロールリスト（ACL）または QoSポリシーをサポートしません。（注）

分類
分類は、トラフィックをクラスに区分けするのに使用します。トラフィックは、ポート特性また

はパケットヘッダーフィールドに基づいて分類します。パケットヘッダーフィールドには、IP
precedence、DiffServコードポイント（DSCP）、レイヤ 3からレイヤ 4までのパラメータ、およ
びパケット長が含まれます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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トラフィックの分類に使用する値を、一致基準と呼びます。トラフィッククラスを定義する場

合、一致基準を複数指定することも、特定の基準について照合しないように選択することも、一

部または全部の基準を照合することによってトラフィッククラスを決定することもできます。

どのクラスにも一致しないトラフィックは、class-defaultと呼ばれるデフォルトのトラフィックク
ラスに割り当てられます。

マーキング
マーキングとは、パケットに関連するQoS情報を設定することです。標準のQoSフィールドであ
るCOS、IP precedence、DSCP、および後続のアクションで使用できる内部ラベル（QoSグループ
など）を設定できます。QoSグループマーキングは、トラフィックのキューイング、およびスケ
ジューリングに対応したトラフィックタイプを識別するのに使用します。

ポリシング
ポリシングとは、トラフィックの特定のクラスについて、データレートをモニタリングすること

です。デバイスでも、関連するバーストサイズをモニタできます。

シングルレートポリサーは、トラフィックの指定の認定情報レート（CIR）を監視します。デュ
アルレートポリサーは、CIRと最大情報レート（PIR）の両方を監視します。

キューイングおよびスケジューリング
キューイングおよびスケジューリングのプロセスによって、トラフィッククラスに割り当てられ

る帯域幅を制御することができるので、スループットと遅延の望ましいトレードオフを実現でき

ます。

重み付けランダム早期検出（WRED）をトラフィックのクラスに適用できます。これにより、サー
ビスクラス（QoS）グループに基づいてパケットをドロップできます。WREDのアルゴリズムに
より、キューを予防的に管理してトラフィックの輻輳を防ぐことができます。

トラフィックのクラスに対して最大データレートを強制してトラフィックをシェーピングするこ

とができます。これにより、超過パケットがキューに保持され、出力レートが平滑化（制限）さ

れます。さらに、トラフィッククラスに最小帯域幅保証を提供するために、最小帯域幅のシェー

ピングを設定できます。

スタティックまたはダイナミックな制限を適用することで、トラフィックの特定のクラスについ

てキューのサイズを制限できます。

ECNは、パケットをドロップする代わりに輻輳状態をマーキングするために、特定のトラフィッ
ククラスでWREDとともに使用できます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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QoSアクションのシーケンス
ポリシーには次の 3種類があります。

• network qos：ネットワーク全体の QoSプロパティの特性を定義します。

• qos：マーキングおよびポリシングに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

• queuing：キューイングおよびスケジューリングに使用できるMQCオブジェクトを定義しま
す。

ポリシーのデフォルトタイプは qosです。（注）

ユーザがQoSポリシーを qosタイプのサービスポリシーの下で定義した場合にだけ、システムは
それらの QoSポリシーに対してアクションを実行します。

入力トラフィックアクションのシーケンス

入力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1. 分類

2. マーキング

3. ポリシング

出力トラフィックアクションのシーケンス

出力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1. キューイングおよびスケジューリング

QoS機能のハイアベイラビリティの要件
Cisco NX-OS QoSソフトウェアは、ソフトウェアの再起動後に以前の状態を回復し、状態を失う
ことなく、アクティブスーパーバイザからスタンバイスーパーバイザに切り替えることができま

す。

ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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MQCを使用した QoS機能の設定
QoS機能を設定するにはMQCを使用します。MQCコンフィギュレーションコマンドを次の表に
示します。

表 2 : MQCコンフィギュレーションコマンド

DescriptionMQCコマンド

トラフィックのクラスを表すクラスマップを定

義します。

class-map

クラスマップのセットに適用するポリシーの

セットを表すポリシーマップを定義します。

policy-map

オブジェクトがどのインターフェイスにも関連付けられていない場合、システム定義オブジェク

トを除いて、MQCオブジェクトを変更または削除できます。

QoSポリシーを定義したら、次の表に示すインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを
使用して、ポリシーマップをインターフェイスに付加できます。

表 3 :ポリシーマップをインターフェイスに付加するためのインターフェイスコマンド

Descriptionインターフェイスコマンド

指定されたポリシーマップをインターフェイス

上の入力パケットまたは出力パケットに適用し

ます。

service-policy

QoS統計情報
各ポリシー、クラスアクション、および一致基準について、インターフェイスごとに統計情報が

維持されます。統計情報の収集をイネーブルまたはディセーブルにすることができ、showpolicy-map
インターフェイスコマンドを使用して統計情報を表示でき、clear qos statisticsコマンドを使用し
てインターフェイスまたはポリシーマップに基づく統計情報をクリアできます。統計情報はデ

フォルトでイネーブルになっており、グローバルにディセーブルにすることができます。

デフォルトの QoS動作
QoSのキューイング機能はデフォルトでイネーブルになっています。ポリシング、およびマーキ
ングなどの一部のQoSタイプの機能は、ポリシーがインターフェイスに付加された場合にだけイ
ネーブルになります。一部のポリシーは、そのポリシーがインターフェイスに付加された場合に

だけイネーブルになります。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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デバイスでは、各ポートおよびポートチャネル上で、システムのデフォルトのキューイングポリ

シーまたはシステム定義のキューイングポリシーマップが、デフォルトで常にイネーブルになっ

ています。キューイングポリシーを設定して、指定したインターフェイスに新しいキューイング

ポリシーを適用した場合は、デフォルトのキューイングポリシーが新しいキューイングポリシー

によって置き換えられ、新しいキューイングポリシーのルールが適用されます。

デバイスで他の QoS機能、ポリシング、およびマーキングがイネーブルになるのは、ポリシー
マップをインターフェイスに適用した場合だけです。

仮想デバイスコンテキスト
Cisco NX-OSでは、仮想デバイスをエミュレートする Virtual Device Context（VDCs）に、OSおよ
びハードウェアリソースを分割できます。Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、現在複数の
VDCをサポートしていません。すべてのデバイスリソースはデフォルト VDCで管理されます。

VDC機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていません。（注）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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第 4 章

モジュラQoSコマンドラインインターフェ
イス（CLI）の使用

• MQCについて（15ページ）
•モジュラ QoS CLIの注意事項と制約事項（16ページ）
•システムクラス（16ページ）
•デフォルトのシステムクラス（17ページ）
• MQCオブジェクトの使用（17ページ）
• QoSポリシーアクションの付加および消去（36ページ）
•レイヤ 2インターフェイスのサービスポリシーの設定（38ページ）
•レイヤ 3インターフェイスのサービスポリシーの設定（39ページ）
•システムサービスポリシーの追加（41ページ）
• VLANへの QoSポリシーアクションの付加（42ページ）
• Session Managerによる QoSサポート（43ページ）

MQCについて
Cisco Modular QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）は、QoSポリシーを定義する言語
を提供します。

QoSポリシーは次の 3つの手順を使用して設定します。

1. トラフィッククラスを定義する。

2. 各トラフィッククラスにポリシーおよびアクションをアソシエートします。

3. ポリシーを論理または物理インターフェイスに付加します。

MQCには、トラフィックのクラスとポリシーを定義するためのコマンドタイプが用意されてい
ます。

• policy-map：ポリシーセットを表すポリシーマップを定義します。ポリシーマップはクラス
別にクラスマップに適用されます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
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ポリシーマップは、帯域幅の制限やパケットのドロップなど、アソシエートされたトラフィッ

ククラスで実行するアクションセットを定義します。

クラスマップおよびポリシーマップを作成するときに、次のオブジェクトタイプを定義します。

• network-qos：システムレベル-関連のアクションに使用できるMQCオブジェクトを定義しま
す。

• qos：マーキングおよびポリシングに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

• queuing：キューイングおよびスケジューリングに使用できるMQCオブジェクトを定義しま
す。

デフォルトは qosタイプです。

出力 QoSポリシーは、サブインターフェイスではサポートされません。

（注）

service-policyコマンドを使用して、ポリシーをポート、ポートチャネル、またはサブインター
フェイスに付加できます。

show class-mapコマンドおよび show policy-mapコマンドを使用して、MQCオブジェクトのすべ
てまたは個々の値を表示できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでは、インターフェイスがホストとなっている

ラインカードがアップしているか、ダウンしているかに関係なく、デバイスはQoSおよびアクセ
スコントロールリスト（ACL）コマンドを受け入れることが可能です。ただし、ラインカードが
ダウンしている場合は、デバイスが事前設定情報をどれも受け入れないため、インターフェイス

サブモードにはできません。

注意

モジュラ QoS CLIの注意事項と制約事項
モジュラ QoS CLI設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• Rシリーズラインカードを搭載したデバイスでは、4qモードポリシーを使用してデータ転
送がサポートされません。代わりに、8qモードポリシーを使用してデバイスを設定します。

システムクラス
システム qosは一種のMQCターゲットです。service-policyを使用して、ポリシーマップをシス
テム qosターゲットに関連付けます。特定のインターフェイスでサービスポリシー設定を上書き
しない限り、システム qosポリシーはデバイスのインターフェイス全体に適用されます。システ
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ム qosポリシーは、システムクラス、デバイス全体のトラフィッククラス、およびその属性を定
義するために使用します。

サービスポリシーがインターフェイスレベルで設定されている場合、インターフェイスレベル

のポリシーは常にシステムクラス設定またはデフォルト値よりも優先されます。

QoS機能を設定し、システムからMQCオブジェクトが要求される場合、4qモードのシステム定
義MQCオブジェクトまたは 8qモードのシステム定義オブジェクトを使用できます。

Cisco Nexusスイッチでは、システムクラスは qos-group値によって一意に識別されます。全体で
4つのシステムクラスがサポートされています。デバイスは、デバイスに常に存在する 1つのデ
フォルトクラスをサポートします。最大 3つの追加システムクラスを管理者が作成できます。シ
ステムQoSターゲットでは、出力キューイングと network-qosおよびFEXポリシー向けタイプ qos
のみサポートされます。

デフォルトのシステムクラス
デバイスは、次のシステムクラスを提供します。

•ドロップシステムクラス

デフォルトでは、すべてのユニキャストおよびマルチキャストイーサネットトラフィックは、デ

フォルトのドロップシステムクラスに分類されます。このクラスはqos-group 0で識別されます。

MQCオブジェクトの使用
QoSポリシーとキューイングポリシーを設定するには、MQCの class-mapおよび policy-mapオブ
ジェクトを使用します。クラスマップとポリシーマップを設定したら、各タイプのポリシーマッ

プを 1つ、インターフェイスに付加できます。QoSポリシーは、入力方向だけに適用できます。

ポリシーマップには、QoSポリシーまたはキューイングポリシーのいずれかが含まれます。ポリ
シーマップからは、トラフィッククラスを表すクラスマップの名前を参照します。トラフィッ

クの各クラスについて、デバイスはユーザが選択したインターフェイスまたはVLANにポリシー
を適用します。

パケットとトラフィックのクラスが、1番目のトラフィッククラス定義から順に照合されます。
一致するものが見つかった場合は、そのクラスのポリシーアクションがパケットに適用されま

す。

予約済みのクラスマップ class-defaultは、タイプ qosポリシー内の一致しないすべてのトラフィッ
クを受け取り、デバイスは他のすべてのトラフィッククラスと同様にポリシーアクションを適用

します。
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タイプ qosポリシー
タイプ qosポリシーを使用して、パケットをマーキングおよびポリシングし、システム定義タイ
プ network-qosおよびタイプキューイングクラスマップの一致条件を駆動する qos-groupを設定し
ます。

QoSポリシー構造と、タイプQoSの関連MQCオブジェクトを次の図に示します。MQCオブジェ
クトは太字で示しています。

図 1 :タイプ qosのMQCオブジェクトの使用を示す QoSポリシーの図

タイプキューイングポリシー

タイプキューイングポリシーは、パケットのシェーピングおよびキューイングに使用します。

QoSポリシー構造とタイプキューイングの関連MQCオブジェクトを、次の図に示します。MQC
オブジェクトは太字で示しています。
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図 2 :タイプキューイングのMQCオブジェクトの使用を示す QoSポリシーの図

システム定義のMQCオブジェクト
QoS機能を設定し、システムからMQCオブジェクトが要求される場合、4qモードのシステム定
義オブジェクトまたは 8qモードのシステム定義オブジェクトを使用できます。

8qモードのシステム定義オブジェクトは次のデバイスでサポートされます。

• N9K-C92348GC-X

• Cisco Nexus 9300-EXスイッチ

• Cisco Nexus 9300-FXスイッチ

• Cisco Nexus 9300-FX2スイッチ

• Cisco Nexus 9300-GXスイッチ
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• -EXまたは -FXラインカードを備えた Cisco Nexus 9504、9508および 9516スイッチ。

FEXが接続されている場合は、4qで設定する必要があります。（注）

次のCisco Nexusスイッチおよびラインカードは、8qモードのシステム定義オブジェクトをサポー
トしていません。

• N9K-C9272Q

• N9K-C9332PQ

• N9K-C93120TX

• N9K-X9464PX

• N9K-X9432PQ

（注）

8qモードのシステム定義オブジェクトは、ACI（アプリケーションセントリックインフラストラ
クチャ）対応ラインカードではサポートされません。

（注）

4qモードのシステム定義MQCオブジェクト

QoS機能を設定し、システムからMQCオブジェクトが要求される場合、以下のシステム定義オ
ブジェクトを使用できます。

Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSシステムは、デフォルトでは 4qモードで稼働します。4qモー
ドのシステム定義MQCオブジェクトがデフォルトのMQCオブジェクトです。

（注）

4qモードのシステム定義のMQCオブジェクトは、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）
ではサポートされません。

（注）

•タイプ qosクラスマップ

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
20

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（CLI）の使用

4qモードのシステム定義MQCオブジェクト



表 4 :システム定義のタイプ qosクラスマップ

Descriptionクラスマップ名

タイプ qosポリシーマップで定義したトラフィッククラスの基
準のどれにも一致しないパケットがすべて割り当てられる、タイ

プ qosクラスマップ。

class-default

•タイプキューイングクラスマップ

表 5 : 4qモードのシステム定義のタイプキューイングクラスマップ

Descriptionクラスマップキュー名

出力デフォルトキュー：QoSグループ 0c-out-q-default

出力キュー 1：QoSグループ 1c-out-q1

出力キュー 2：QoSグループ 2c-out-q2

出力キュー 3：QoSグループ 3c-out-q3

• network-qosクラスマップの入力

表 6 : 4qモードのシステム定義のタイプ network-qosクラスマップ

Descriptionクラスマップネットワー

ク QoS名

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 0c-nq-default

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 1c-nq1

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 2c-nq2

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 3c-nq3

•ポリシーマップ
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表 7 :システム定義のキューイングポリシーマップ：4qモード

Descriptionキューイングポリシー

マップ名

キューイングポリシーマップを適用しないすべてのモジュール

ポートに付加される出力キューイングポリシーマップ。デフォ

ルトの設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-out-policy
class type queuing c-out-q3
priority level 1
class type queuing c-out-q2
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-q1
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-q-default
bandwidth remaining percent 100

default-out-policy

キューイングポリシーマップを適用しないすべてのモジュール

ポートに付加されるネットワークQoSキューイングポリシーマッ
プ。デフォルトの設定値は次のとおりです。

policy-map type network-qos default-nq-policy
class type network-qos c-nq3
match qos-group 3
mtu 1500
class type network-qos c-nq2
match qos-group 2
mtu 1500
class type network-qos c-nq1
match qos-group 1
mtu 1500
class type network-qos c-nq-default
match qos-group 0
mtu 1500

default-network-qos-policy

8qモードのシステム定義MQCオブジェクト

QoS機能を設定し、システムからMQCオブジェクトが要求される場合、以下のシステム定義オ
ブジェクトを使用できます。

4qモードのシステム定義MQCオブジェクトがデフォルトのMQCオブジェクトです。8qモード
に変更するには、次のMQCオブジェクトを有効にする必要があります。

（注）

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのデフォルトキューは 8qです。（注）

•タイプ qosクラスマップ
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表 8 :システム定義のタイプ qosクラスマップ

Descriptionクラスマップ名

タイプ qosポリシーマップで定義したトラフィッククラスの基
準のどれにも一致しないパケットがすべて割り当てられる、タイ

プ qosクラスマップ。

class-default

•タイプキューイングクラスマップ

表 9 : 8qモードのシステム定義のタイプキューイングクラスマップ（出力）

Descriptionクラスマップキュー名

出力デフォルトキュー：QoSグループ 0c-out-8q-q-default

出力キュー 1：QoSグループ 1c-out-8q-q1

出力キュー：QoSグループ 2c-out-8q-q2

出力キュー：QoSグループ 3c-out-8q-q3

出力キュー 4：QoSグループ 4c-out-8q-q4

出力キュー 5：QoSグループ 5c-out-8q-q5

出力キュー 6：QoSグループ 6c-out-8q-q6

出力キュー 7：QoSグループ 7c-out-8q-q7

表 10 : 8qモードのシステム定義のタイプキューイングクラスマップ（受信）

Descriptionクラスマップキュー名

受信側デフォルトキュー：QoSグループ 0c-in-q-default

受信側キュー 1：QoSグループ 1c-in-q1

受信側キュー 2：QoSグループ 2c-in-q2

受信側キュー 3：QoSグループ 3c-in-q3

受信側キュー 4：QoSグループ 4c-in-q4

受信側キュー 5：QoSグループ 5c-in-q5

受信側キュー 6：QoSグループ 6c-in-q6

受信側キュー 7：QoSグループ 7c-in-q7

• network-qosクラスマップの入力
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8qモードのシステム定義タイプnetwork-qosクラスマップは、Cisco Nexus
9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていません。

（注）

表 11 : 8qモードのシステム定義のタイプ network-qosクラスマップ

Descriptionクラスマップネットワー

ク QoS名

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 0c-8q-nq-default

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 1c-8q-nq1

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 2c-8q-nq2

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 3c-8q-nq3

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 4c-8q-nq4

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 5c-8q-nq5

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 6c-8q-nq6

ネットワーク QoSクラス：QoSグループ 7c-8q-nq7

•ポリシーマップ
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表 12 :システム定義のキューイングポリシーマップ：8qモード

Descriptionキューイングポリシー

マップ名

キューイングポリシーマップを適用しないすべてのモジュール

ポートに付加される出力キューイングポリシーマップ。デフォ

ルトの設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-8q-out-policy
class type queuing c-out-8q-q7
priority level 1
class type queuing c-out-8q-q6
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q5
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q4
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q3
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q2
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q1
bandwidth remaining percent 0
class type queuing c-out-8q-q-default
bandwidth remaining percent 100

default-8q-out-policy

キューイングポリシーマップを適用しないすべてのモジュール

ポートに付加されるネットワークQoSキューイングポリシーマッ
プ。デフォルトの設定値は次のとおりです。

policy-map type network-qos default-8q-nq-policy
class type network-qos c-8q-nq7
match qos-group 7
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq6
match qos-group 6
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq5
match qos-group 5
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq4
match qos-group 4
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq3
match qos-group 3
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq2
match qos-group 2
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq1
match qos-group 1
mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq-default
match qos-group 0
mtu 1500

default-8q-network-qos-policy
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8qモードへの変更

Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSシステムは、デフォルトでは 4qモードで稼働します。（注）

8qモードに変更するには、次のガイドラインを使用してください。

• network-qosポリシーを 8qモードに変更します。

default-8q-nq-policy（システムにより作成される 8qのデフォルト network-qosポリシー）をア
クティブにするか、またはqos copy policy-map type network-qosコマンドを使用してこのポリ
シーをコピーし、必要に応じて編集してからアクティブにできます。

•キューイングポリシーを 8qモードに変更します。（つまり、システムキューングポリシー
と、任意でインターフェイスキューイングポリシーを変更します。）

qos copy policy-map type queuingコマンドを使用して、default-8q-out-policy（システムにより
作成されるデフォルトの 8qキューイングポリシー）をコピーします。default-8q-out-policyの
コピーを必要に応じて編集し、システムレベルでアクティブにします。また任意でインター

フェイスレベルでもアクティブにできます。

• network-qosポリシーとキューイングポリシーを 8qモードに変更したら、qos-group 4～ 7に
対して set qos-groupアクションを使用して、キュー 4～ 7にトラフィックを誘導できるよう
になります。

8qモードに関する注意

8qモードに関する注意を以下に示します。

• 8qポリシーがアクティブに使用されている場合、8qモードをサポートしないシステムイメー
ジにシステムをダウングレードすることはできません。

非互換性を回避するベストプラクティスとして、ダウングレード前に

8qポリシーを削除します。
（注）

次の例に、8qモードをサポートしないシステムイメージへのダウングレードでの非互換性を
示します。

switch# show incompatibility nxos bootflash:n9000-dk9.6.1.2.I1.2.bin

The following configurations on active are incompatible with the system image

1) Service : ipqosmgr , Capability : CAP_FEATURE_IPQOS_8Q_QUE_POLICY_ACTIVE
Description : QoS Manager - 8Q queuing policy active
Capability requirement : STRICT
Enable/Disable command : Please remove 8q queuing policy

2) Service : ipqosmgr , Capability : CAP_FEATURE_IPQOS_8Q_NQOS_POLICY_ACTIVE
Description : QoS Manager - 8Q network-qos policy active

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
26

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（CLI）の使用

8qモードへの変更



Capability requirement : STRICT
Enable/Disable command : Please remove 8q network-qos policy

• 8qポリシーは、8-queueをサポートしないラインカードが搭載されたシステムではアクティ
ブにできません。すべてのACI（アプリケーションセントリックインフラストラクチャ）対
応ラインカードは、8キューをサポートしていません。

ベストプラクティスとして、8-queue機能を使用する前に、8-queueをサ
ポートしないすべてのラインカードの電源をオフにします。

（注）

次の例に、8-queueをサポートしないラインカードが搭載されたシステムで 8-queue機能を使
用すると発生するエラーの一部を示します。

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output default-8q-out-policy
ERROR: policy-map default-8q-out-policy can be activated only on 8q capable platforms

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-8q-nq-policy
ERROR: policy-map default-8q-nq-policy can be activated only on 8q capable platforms

switch(config)# policy-map p1
switch(config-pmap-qos)# class c1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 7
ERROR: set on qos-group 4-7 is supported only on 8q capable platforms

8qモードへの変更の例

8qモードへの変更例を次に示します。

この例は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）には適用されません。（注）

switch# qos copy policy-map type network-qos default-8q-nq-policy prefix my
switch# show policy-map type network-qos

Type network-qos policy-maps
============================
policy-map type network-qos my8q-nq
class type network-qos c-8q-nq7
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq6
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq5
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq4
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq3
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq2
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq1
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mtu 1500
class type network-qos c-8q-nq-default
mtu 1500

switch# config t
switch(config)# policy-map type network-qos my8q-nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-8q-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-8q-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 2240
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-8q-nq4
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 4
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-8q-nq5
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 2240
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 5
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-8q-nq6
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 6
switch(config-pmap-nqos-c)# show policy-map type network-qos my8q-nq

Type network-qos policy-maps
============================
policy-map type network-qos my8q-nq
class type network-qos c-8q-nq7
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq6
pause pfc-cos 6
mtu 9216

class type network-qos c-8q-nq5
pause pfc-cos 5
mtu 2240

class type network-qos c-8q-nq4
pause pfc-cos 4
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq3
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq2
mtu 2240

class type network-qos c-8q-nq1
mtu 9216

class type network-qos c-8q-nq-default
mtu 1500

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos my8q-nq
switch(config-sys-qos)# 2014 Jun 12 11:13:48 switch %$ VDC-1 %$
%IPQOSMGR-2-QOSMGR_NETWORK_QOS_POLICY_CHANGE: Policy my8q-nq is now active

switch(config-sys-qos)# show policy-map system type network-qos

Type network-qos policy-maps
============================
policy-map type network-qos my8q-nq
class type network-qos c-8q-nq7
match qos-group 7
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq6
match qos-group 6
pause pfc-cos 6
mtu 9216

class type network-qos c-8q-nq5
match qos-group 5
pause pfc-cos 5
mtu 2240
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class type network-qos c-8q-nq4
match qos-group 4
pause pfc-cos 4
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq3
match qos-group 3
mtu 1500

class type network-qos c-8q-nq2
match qos-group 2
mtu 2240

class type network-qos c-8q-nq1
match qos-group 1
mtu 9216

class type network-qos c-8q-nq-default
match qos-group 0
mtu 1500

switch# qos copy policy-map type queuing default-8q-out-policy prefix my
switch# show policy-map type queuing my8q-out

Type queuing policy-maps
========================

policy-map type queuing my8q-out
class type queuing c-out-8q-q7
priority level 1

class type queuing c-out-8q-q6
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q5
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q4
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q3
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q2
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q1
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-8q-q-default
bandwidth remaining percent 100

switch# config t
switch(config)# policy-map type queuing my8q-out
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 30
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 15
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 15
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q3
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q4
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q5
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 10
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-8q-q6
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 10
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type queuing my8q-out

Type queuing policy-maps
========================
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policy-map type queuing my8q-out
class type queuing c-out-8q-q7
priority level 1

class type queuing c-out-8q-q6
bandwidth remaining percent 10

class type queuing c-out-8q-q5
bandwidth remaining percent 10

class type queuing c-out-8q-q4
bandwidth remaining percent 10

class type queuing c-out-8q-q3
bandwidth remaining percent 10

class type queuing c-out-8q-q2
bandwidth remaining percent 15

class type queuing c-out-8q-q1
bandwidth remaining percent 15

class type queuing c-out-8q-q-default
bandwidth remaining percent 30

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output my8q-out
switch(config-sys-qos)# show policy-map system type queuing

Service-policy output: my8q-out
Service-policy (queuing) output: my8q-out
policy statistics status: disabled (current status: disabled)

Class-map (queuing): c-out-8q-q7 (match-any)
priority level 1

Class-map (queuing): c-out-8q-q6 (match-any)
bandwidth remaining percent 10

Class-map (queuing): c-out-8q-q5 (match-any)
bandwidth remaining percent 10

Class-map (queuing): c-out-8q-q4 (match-any)
bandwidth remaining percent 10

Class-map (queuing): c-out-8q-q3 (match-any)
bandwidth remaining percent 10

Class-map (queuing): c-out-8q-q2 (match-any)
bandwidth remaining percent 15

Class-map (queuing): c-out-8q-q1 (match-any)
bandwidth remaining percent 15

Class-map (queuing): c-out-8q-q-default (match-any)
bandwidth remaining percent 30

qos-groupの設定例

qos-groupに値 4～ 7を設定する例を次に示します。

switch(config)# policy-map p1
switch(config-pmap-qos)# class c1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# ex
switch(config-pmap-qos)# class c2
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 4
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switch(config-pmap-c-qos)# ex
switch(config-pmap-qos)# class c3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 7
switch(config-pmap-c-qos)# ex
switch(config-pmap-qos)# ex
switch(config)# show policy-map p1

Type qos policy-maps
====================

policy-map type qos p1
class c1
set qos-group 1

class c2
set qos-group 4

class c3
set qos-group 7

switch(config)# conf t
switch(config)# int ethernet 2/1
switch(config-if)# service-policy type qos input p1
switch(config-if)# show policy-map interface ethernet 2/1

Global statistics status : enabled

Ethernet2/1

Service-policy (qos) input: p1
SNMP Policy Index: 285226505

Class-map (qos): c1 (match-all)
Match: dscp 10
set qos-group 1

Class-map (qos): c2 (match-all)
Match: dscp 20
set qos-group 4

Class-map (qos): c3 (match-all)
Match: dscp 30
set qos-group 7

8qモードから 4qモードへの変更

8qモードから 4qモードへの変更は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポー
トされていません。

（注）

8qモードから 4qモードに変更するには、次のガイドラインを使用してください:

•アクティブな入力 QoSポリシーのいずれにも QoSグループ 4～ 7に対する set qos-groupア
クションが含まれておらず、キュー 4～ 7へのトラフィックフローが行われないことを確認
します。

•すべての 8qインターフェイスポリシーと 8qシステムレベルポリシーが、対応する 4qポリ
シーに置き換えられることを確認します。
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• 8q network-qosポリシーを、対応する 4qポリシーに置き換えます。

MQCオブジェクトの設定
MQCオブジェクトコマンドを指定すると、デバイスは、オブジェクトが存在しない場合にオブ
ジェクトを作成し、それからマップモードを開始します。

class-mapまたは policy-mapオブジェクトを削除するには、オブジェクトの作成に使用したコマン
ドの no形式を使用します。

クラスマップの設定または変更

クラスマップを作成または変更できます。以降は、クラスマップをポリシーマップで参照でき

るようになります。

キューイングクラスマップは作成できません。いずれかのシステム定義のキューイングクラス

マップを使用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map type qos [match-any | match-all] class-name

3. exit
4. class-map type queuing match-any class-name

5. exit
6. show class-map [type qos [ class-name]]
7. show class-map [type queuing [ class-name]]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプqosのクラスマップを作成するか、タイプqos
のクラスマップにアクセスし、クラスマップ qos

class-map type qos [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

モードを開始します。クラスマップ名には、アルファswitch(config)# class-map type qos class1
switch(config-cmap-qos)# ベット、ハイフン、またはアンダースコア文字を含

めることができます。クラスマップ名は大文字と小

文字が区別され、最大 40文字まで設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

クラスマップ qosモードを終了し、グローバルコン
フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 3

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

タイプキューイングのクラスマップを作成するか、

タイプキューイングのクラスマップにアクセスし、

クラスマップキューイングモードを開始します。

class-map type queuing match-any class-name

例：

switch(config)# class-map type queuing match-any
c-out-q2
switch(config-cmap-que)#

Step 4

クラスマップキューイングモードを終了し、グロー

バルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 5

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのクラスマップ、すべて

のタイプ qosのクラスマップ、または選択したタイ
プqosのクラスマップについて、情報を表示します。

show class-map [type qos [ class-name]]

例：

switch(config)# show class-map type qos

Step 6

（任意）設定済みのすべてのクラスマップ、すべて

のタイプキューイングのクラスマップ、または選択

show class-map [type queuing [ class-name]]

例：

Step 7

したタイプキューイングのクラスマップについて、

情報を表示します。
switch(config)# show class-map type queuing

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config

ポリシーマップの設定または変更

ポリシーマップを作成または変更できます。ポリシーマップを使用して、クラスマップに対し

て実行するアクションを定義できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type qos { [match-first] policy-map-name}
3. exit
4. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}

5. exit
6. show policy-map [type qos [ policy-map-name]]
7. show policy-map [type queuing [ policy-map-name | default-out-policy]]
8. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプ qosのポリシーマップを作成するか、タイプ
qosのポリシーマップにアクセスし、ポリシーマッ

policy-map type qos { [match-first] policy-map-name}

例：

Step 2

プモードを開始します。ポリシーマップ名は、最大switch(config)# policy-map type qos policy1
switch(config-pmap-qos)# 40文字の英字、ハイフン、または下線文字を使用で

き、大文字と小文字が区別されます。

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 3

switch(config-pmap)# exit
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}

例：

Step 4

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英switch(config)# policy-map type queuing
policy_queue1
switch(config-pmap-que)#

字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 5

switch(config-pmap)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプ qosのポリシーマップ、または選択した
show policy-map [type qos [ policy-map-name]]

例：

Step 6

タイプ qosのポリシーマップについて、情報を表示
します。

switch(config)# show policy-map type qos

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択し

show policy-map [type queuing [ policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 7

たタイプキューイングのポリシーマップ、またはデ

フォルトの出力キューイングポリシーに関する情報

を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config
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MQCオブジェクトへの説明の適用
descriptionコマンドを使用すると、MQCオブジェクトに説明を追加できます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 説明を設定するMQCオブジェクトを指定します。

• Class-map：

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

•ポリシーマップ：

policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name

3. description string

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明を設定するMQCオブジェクトを指定します。Step 2 • Class-map：

クラスマップを作成するか、クラスマップにア

クセスし、クラスマップモードを開始します。

• Class-map：

class-map [type qos] [match-any | match-all]
class-name クラスマップ名には、アルファベット、ハイフ

ン、またはアンダースコア文字を含めることが•ポリシーマップ：
できます。クラスマップ名は大文字と小文字が

policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name
区別され、最大40文字までの英数字を設定でき
ます。例：

• Class-map： •ポリシーマップ：
switch(config-cmap)# class-map class1
switch(config-cmap)# ポリシーマップを作成するか、ポリシーマップ

にアクセスし、ポリシーマップモードを開始し
•ポリシーマップ： ます。ポリシーマップ名には、アルファベット、

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めるswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap)#

ことができます。ポリシーマップ名は大文字と

小文字が区別され、最大40文字まで設定できま
す。
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目的コマンドまたはアクション

説明文字列をMQCオブジェクトに追加します。説
明には最大 200文字の英数字を使用できます。

description string

例：

Step 3

システム定義のキューイングクラスマッ

プの説明を変更することはできません。

（注）switch(config-cmap)# description my traffic class
switch(config-cmap)#

クラスマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 4

switch(config-cmap)# exit
switch(config)#

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MQCオブジェクトの確認
MQCオブジェクトの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

設定済みのすべてのクラスマップ、すべてのタイプ qosのクラ
スマップ、または選択したタイプ qosのクラスマップについ
て、情報を表示します。

show class-map [type qos [
class-name]]

設定済みのすべてのクラスマップ、すべてのタイプキューイ

ングのクラスマップ、または選択したタイプキューイングの

クラスマップについて、情報を表示します。

show class-map [type queuing [
class-name]]

設定済みのすべてのポリシーマップ、すべてのタイプ qosのポ
リシーマップ、または選択したタイプ qosのポリシーマップ
について、情報を表示します。

show policy-map [type qos [
policy-map-name]]

設定済みのすべてのポリシーマップ、すべてのタイプキュー

イングのポリシーマップ、または選択したタイプキューイン

グのポリシーマップ、またはデフォルトの出力キューイング

ポリシーについて、情報を表示します。

show policy-map [type queuing
[policy-map-name |
default-out-policy]]

QoSポリシーアクションの付加および消去
ソフトウェアのコンフィギュレーションコマンドを使用して QoS機能をイネーブルまたはディ
セーブルにすることはできません。QoS機能をイネーブルまたはディセーブルにするには、ここ

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
36

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（CLI）の使用

MQCオブジェクトの確認



で説明する方法を使用して、インターフェイスまたはVLANに対してQoSポリシーを付加または
消去する必要があります。

別のポリシーマップを具体的に付加しない限り、システム定義のタイプキューイングポリシー

マップが各インターフェイスに付加されます。

デバイスでは、インターフェイスごとに 1つのキューイングポリシーだけを使用できます。（注）

複数のインターフェイスで定義されているポリシーには次の制限があります。

•物理ポートに付加されたQoSポリシーは、ポートがポートチャネルのメンバーとなっていな
い場合に有効になります。

•ポートチャネルに付加された QoSポリシーは、ポリシーがメンバーポートに付加されてい
る場合でも有効になります。

• VLANに付加されたQoSポリシーは、他のポリシーが特に適用されていないそのVLAN内の
すべてのポートに適用されます。

•各レイヤ 3ポートおよびレイヤ 3ポートチャネルインターフェイスについて、1つの入力
QoSポリシーがサポートされています。

• VLANごとに 1つの入力 QoSポリシーがサポートされています。

• VLAN、ポートチャネル、またはその両方が複数のフォワーディングエンジンに接続する
と、レートを強制するすべてのポリシーがフォワーディングエンジンごとに強制されます。

たとえば、特定の VLANのレートを 100 Mbpsに制限するポリサーが VLAN上で設定されて
いて、あるモジュール上の VLAN内にスイッチポートを 1つ設定し、別のモジュール上の
VLANにスイッチポートをもう 1つ設定する場合は、各フォワーディングエンジンで 100
Mbpsのレートが強制されます。この場合、レートを 100 Mbpsに制限するように設定した
VLAN内で、実際には最大 200 Mbpsを使用できる可能性があります。

別のポリシーを設定して適用しない限り、デフォルトのキューイングポリシーはアクティブで

す。

（注）

次の表に、QoSポリシーが適用されるインターフェイスを示します。各行はインターフェイスの
レベルを表しています。項目の説明は次のとおりです。

•適用済み：付加されたポリシーが適用されているインターフェイス

•存在：ポリシーが付加されているものの適用されていないインターフェイス

•非存在：ポリシーが付加されていないインターフェイス

•存在または非存在：ポリシーが付加されているかどうかが不明で、適用されていないインター
フェイス
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表 13 : QoSポリシーインターフェイス

VLANポリシーポートチャネルポリシーポートポリシー

存在または非存在なし適用済み

存在または非存在適用済み存在または非存在

適用済みなしなし

ポリシーマップをインターフェイスまたはVLANに付加するには、service-policyコマンドを使用
します。ポリシーマップで定義したポリシーをインターフェイス上のパケットの入力ストリーム

に適用します。

インターフェイスからポリシーマップを消去するには、コマンドの no形式を使用します。
service-policy

レイヤ 2インターフェイスのサービスポリシーの設定

始める前に

Ternary Content Addressable Memory（TCAM）がポートQoSに対してカービングされることを確認
します。

詳細については、「QoS TCAMカービングの設定」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface slot/port

3. switchport
4. service-policy type {qos input | queuing output} | {qos output | queuing output} policy-map-name

[no-stats]
5. show policy-map interface interface slot/port type {qos | queuing}
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定インターフェイスモードを開始します。interface interface slot/port

例：

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

レイヤ 2インターフェイスを選択します。switchport

例：

Step 3

switch(config-if)# switchport

ポリシーマップをレイヤ 2インターフェイスのサー
ビスポリシーとして使用するように指定します。2

service-policy type {qos input | queuing output} | {qos
output | queuing output} policy-map-name [no-stats]

例：

Step 4

つのポリシーマップコンフィギュレーションモード

があります。switch(config-if)# service-policy input policy1
switch(config-if)#

•または qos input： qos inputはデフォルトの分類
モードです。分類モードを出力に設定するには、

qos出力を使用します。
例：

switch(config-if)# interface intf1
switch(config-if)# service-policy type qos output

• queuing output：キューイングモード。egressqos
switch(config-if)# exit
switch(config)#

outputキーワードは、そのポリシーマップ
がインターフェイスの送信トラフィックに

適用される必要があることを示します。

キューイングポリシーには outputのみ適
用できます。

（注）

（任意）指定したインターフェイスに適用したポリ

シーマップについての情報を表示します。デバイス

show policy-map interface interface slot/port type {qos
| queuing}

例：

Step 5

が表示する内容を、qosまたはキューイングポリシー
に制限できます。switch(config)# show policy-map interface ethernet

1/1 type qos

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

レイヤ 3インターフェイスのサービスポリシーの設定

始める前に

Ternary Content Addressable Memory（TCAM）がレイヤ 3 QoSに対してカービングされることを確
認します。

詳細については、「QoS TCAMカービングの設定」の項を参照してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface slot/port

3. no switchport
4. service-policy type {qos input | queuing output} | {qos output | queuing output} policy-map-name

[no-stats]
5. show policy-map interface interface slot/port type {qos | queuing}
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定インターフェイスモードを開始します。interface interface slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

レイヤ 3インターフェイスを選択します。no switchport

例：

Step 3

switch(config-if)# no switchport

ポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスのサー
ビスポリシーとして使用するように指定します。2

service-policy type {qos input | queuing output} | {qos
output | queuing output} policy-map-name [no-stats]

例：

Step 4

つのポリシーマップコンフィギュレーションモード

があります。switch(config-if)# service-policy input policy1
switch(config-if)#

•または qos input： qos inputはデフォルトの分類
モードです。分類モードを出力に設定するには、

qos出力を使用します。
例：

switch(config-if)# service-policy output policy1
switch(config-if)#

• queuing output：キューイングモード。

outputキーワードは、そのポリシーマップ
がインターフェイスの送信トラフィックに

適用される必要があることを示します。

キューイングポリシーには outputのみ適
用できます。

（注）

（任意）指定したインターフェイスに適用したポリ

シーマップについての情報を表示します。デバイス

show policy-map interface interface slot/port type {qos
| queuing}

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

が表示する内容を、qosまたはキューイングポリシー
に制限できます。

switch(config)# show policy-map interface ethernet
1/1 type qos

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

システムサービスポリシーの追加
service-policyコマンドは、システムのサービスポリシーとしてシステムクラスポリシーマップ
を指定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. system qos
3. service-policy type {network-qos | queuing output} policy-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

システムクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

system qos

例：

Step 2

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)#

ポリシーマップをシステムのサービスポリシー

（default-nq-policy）として使用するよう指定します。
service-policy type {network-qos | queuing output}
policy-map-name

例：

Step 3

2つのポリシーマップコンフィギュレーションモー
ドがあります。switch(config-sys-qos)# service-policy input

default-nq-policy
• network-qos：ネットワーク全体（system qos）
モード

システムをデフォルトのサービスポリシー

に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• queuing：キューイングモード（システム qosお
よびインターフェイスの output）。

デフォルトのポリシーマップコンフィギュ

レーションモードはありません。タイプを

指定する必要があります。outputキーワー
ドは、そのポリシーマップがインターフェ

イスの送信トラフィックに適用される必要

があることを示します。キューイングポリ

シーには outputのみ適用できます。

（注）

VLANへの QoSポリシーアクションの付加

始める前に

Ternary Content Addressable Memory（TCAM）がVLAN QoSに対してカービングされることを確認
します。

詳細については、QoS TCAMカービングに関する章を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. vlan configuration vlan-id-list

3. service-policy [type qos] {input} | {qos output } {policy-map-name} [no-stats]
4. show policy-map [interface interface | vlan vlan-id] [input] [type qos | queuing] [class [type qos |

queuing] class-map-name]
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VLANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

vlan configuration vlan-id-list

例：

Step 2

vlan-id-listは VLANのスペース区切りリス
トです。

（注）switch(config)# vlan configuration 2
switch(config-vlan-config)#
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップをVLANの入力パケットに追加しま
す。

service-policy [type qos] {input} | {qos output }
{policy-map-name} [no-stats]

例：

Step 3

VLANには入力ポリシーを 1つのみ接続できます。
この例では、policy1を VLANに追加します。switch(config-vlan-config)# service-policy type

qos input policy1

ラベル共有は、VLANの QoSポリシーがオプション
で設定されている場合にのみ発生します。no-statsこ

例：

switch(config-if)# service-policy type qos output
egressqos のオプションを使用すると、同じ QoSポリシーが複

数の VLANに適用される時に、QoSラベルが共有さ
れます。no-stats

switch(config-if)# exit
switch(config)#

オプションが設定されている場合、ラベル

が共有されるため、VLANベースの入力
QoSポリシーマップ統計情報は使用できま
せん。no-stats

（注）

（任意）すべてのインターフェイスまたは指定した

インターフェイスに適用したポリシーマップについ

show policy-map [interface interface | vlan vlan-id]
[input] [type qos | queuing] [class [type qos | queuing]
class-map-name]

Step 4

ての情報を表示します。デバイスに表示される内容

例： を、入力ポリシー、qosまたはキューイングポリ
シー、および特定のクラスに制限できます。switch(config)# show policy-map vlan 2

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

Session Managerによる QoSサポート
Session Managerは QoSの設定をサポートしています。この機能によって、QoSの設定を確認し、
設定を実行コンフィギュレーションにコミットする前に、その設定が必要とするリソースが利用

可能かどうかを確認できます。Session Managerの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
System Management Configuration Guide』を参照してください。

コンフィギュレーションセッションを開始すると、コンフィギュレーションセッションが中断さ

れるかコミットされるまで、configure terminalコンフィギュレーションモードを使用してコンフィ
ギュレーションコマンドを開始できません。並行設定（一方でコンフィギュレーションセッショ

ンを使用し、もう一方で configuration terminalコンフィギュレーションモードを使用）を開始す
ると、コンフィギュレーションセッションモードで確認エラーが発生する可能性があります。
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第 5 章

QoS TCAMカービングの設定

• QoS TCAMカービングについて（45ページ）
• QoS TCAMカービングのガイドラインおよび制限事項（49ページ）
• QoS TCAMカービングの設定（52ページ）

QoS TCAMカービングについて
ハードウェアのアクセスコントロールリスト（ACL）Ternary Content Addressable Memory（TCAM）
リージョンのサイズを変更できます。

Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 3164Q、31128PQ、3232C、
および 3264Qスイッチでは、出力 TCAMサイズは 1Kで、4つの 256エントリに分割されます。
Cisco Nexus NFE2対応デバイス（Cisco Nexus 3232Cおよび 3264Qスイッチなど）では、入力TCAM
サイズは 6Kで、12個の 512スライスに分割されます。3つのスライスが 1つのグループに含ま
れます。他の Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチと Cisco Nexus 3164Qおよ
び 31128PQスイッチでは、入力 TCAMサイズは 4Kで、8つの 256スライスと 4つの 512スライ
スに分割されます。スライスは割り当ての単位です。スライスは 1つのリージョンだけに割り当
てることができます。たとえば、サイズが 512のスライスを使用して、サイズがそれぞれ 256の
2つの機能を設定することはできません。同様に、256サイズのスライスを使用して、サイズがそ
れぞれ 128の 2つの機能を設定することはできません。IPv4 TCAMリージョンはシングル幅で
す。IPv6、QoS、MAC、CoPP（コントロールプレーンポリシング）、およびシステムTCAMリー
ジョンはダブル幅で、物理TCAMエントリを2倍消費します。たとえば、256エントリの論理リー
ジョンサイズは、実際には 512の物理 TCAMエントリを消費します。

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、出力 TCAMサイズは 2K、入力 TCAMサイズは 4Kで
す。TCAMスライスおよびシングル幅とダブル幅のリージョンの概念は、これらのスイッチには
適用されません。たとえば、ing-ifaclリージョンは、IPv4、IPv6、またはMACタイプのエントリ
をホストできます。IPv4およびMACタイプは 1つの TCAMエントリを占有しますが、IPv6タイ
プは 2つの TCAMエントリを占有します。

QoS TCAMカービングのデフォルトエントリの数は次のとおりです。

• Cisco Nexus 9504、Cisco Nexus 9508、および Cisco Nexus 9516のデフォルト QoS TCAMカー
ビングは、256エントリのレイヤ3 QoS（IPV4）に対するカービングです。これらのスイッチ
では、QoS TCAMエントリはすべてダブル幅です。
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• ALE（アプリケーションリーフエンジン）対応デバイスのデフォルトの QoS TCAMカービ
ングは、256エントリのレイヤ 2ポート QoS（IPV4）用です。これらのスイッチでは、QoS
TCAMエントリはすべてダブル幅です。

上記の TCAMに加えて、ALE対応デバイスでは、Cisco Nexus C9396PX（アップリンクポート）
および Cisco Nexus C93128TX（アップリンクポート）ASICの個別の TCAMが 40Gアップリンク
ポートに適用されます。デフォルトでは、この個別の TCAMは、それぞれ 256エントリを持つレ
イヤ 3 QoS（IPV4）、レイヤ 2ポート QoS（IPV4）、および VLAN QoS（IPV4）に対してカービ
ングされます。

（注）

表 14 : QoS TCAMリージョン（CIsco NX-OS Release 7.1(3)I6(1)）

リージョン名目的機能

IPV4：e-qos

Cisco Nexus 922シリーズスイッ
チ：egr-l2-qos、egr-l3-vlan-qos

IPV6：e-ipv6-qos

MAC：e-mac-qos

次の表の注を参照してくださ

い。

出力のインターフェイスに適用

される QoSポリシー

direction

出力 QoS

表 15 : QoS TCAMリージョン（Cisco NX-OS Release 7.0(3)I1(1)）

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos*, ns-l3qos*

IPV6: ipv6-l3qos*, ns-ipv6-l3qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ3インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

レイヤ 3 QoS

IPV4: qos*, ns-qos*

IPV6: ipv6-qos*, ns-ipv6-qos*

MAC: mac-qos*, ns-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ2インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

ポート QoS
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リージョン名目的機能

IPV4: vqos, ns-vqos

IPV6: ipv6-vqos*, ns-ipv6-vqos*

MAC: mac-vqos*, ns-mac-vqos*

次の表の注を参照してくださ

い。

VLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4: fex-qos*

IPv6: fex-ipv6-qos*

MAC: fex-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

FEXインターフェイスに適用さ
れる QoSポリシー。

FEX QoS

表 16 : QoS TCAMリージョン（Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I1(2)以降）

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos*, ns-l3qos*, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l3-vlan-qos

IPV6: ipv6-l3qos*, ns-ipv6-l3qos*,
rp-ipv6-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ3インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

レイヤ 3 QoS

IPV4: qos*, ns-qos*, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l2-qos

IPV6: ipv6-qos*, ns-ipv6-qos*,
rp-ipv6-qos**

MAC: mac-qos*, ns-mac-qos*,
rp-mac-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

レイヤ2インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

ポート QoS
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リージョン名目的機能

IPV4: vqos, ns-vqos, rp-qos**

Cisco Nexus 9200シリーズス
イッチ: ing-l3-vlan-qos

IPV6: ipv6-vqos*, ns-ipv6-vqos*,
rp-ipv6-qos**

MAC: mac-vqos*, ns-mac-vqos*,
rp-mac-qos**

次の表の注を参照してくださ

い。

VLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4: fex-qos*

IPv6: fex-ipv6-qos*

MAC: fex-mac-qos*

次の表の注を参照してくださ

い。

FEXインターフェイスに適用さ
れる QoSポリシー。

FEX QoS

*リージョンはALE対応デバイスにのみ適用され、40Gアップリンクポートに適用される分類ポ
リシーに必要です。

（注）

**リージョンは、100G対応デバイス（N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載したCisco Nexus 9300プラッ
トフォームスイッチ、またはCisco Nexus 9408PC-CFP2ラインカードを搭載したCisco Nexus 9500
プラットフォームスイッチなど）にのみ適用可能であり、100Gアップリンクポートに適用され
る分類ポリシーおよび QoSスケジューリングに必要です。

（注）

リージョン設定を有効にするには、設定を保存し、システムをリロードする必要があります。

QoS TCAM Liteリージョンについて
IPV4では、適合/違反ポリサー統計情報をサポートするために、QoS TCAMリージョンをダブル
幅 TCAMにする必要があります。適合/違反の統計情報が不要な場合は、QoS TCAM liteリージョ
ンを使用して、QoS TCAMエントリのサイズをシングル幅TCAMに減らすことができます。ポリ
シングはこれらのリージョンでサポートされますが、違反パケット/バイトの統計情報のみがサ
ポートされます。
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表 17 : QoS TCAMリージョン（リリース 7.1(3)I6(1)）

リージョン名目的機能

IPV4：e-qos-lite

次の表の注を参照してくださ

い。

出力のインターフェイスに適用

される QoSポリシー

direction

出力 QoS

表 18 : QoS TCAM Liteリージョン

リージョン名目的機能

IPV4: l3qos-liteレイヤ3インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

レイヤ 3 QoS

IPV4：qos-liteレイヤ2インターフェイスに適
用されている QoSポリシー。

ポート QoS

IPV4：vqos-liteVLANに適用されている QoS
ポリシー。

VLAN QoS

IPV4：fex-qos-liteFEXインターフェイスに適用さ
れる QoSポリシー。

FEX QoS

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチは、QoS TCAM liteリージョンをサポートしていません。（注）

リージョンはALE対応デバイスにのみ適用され、40Gアップリンクポートに適用される分類ポリ
シーに必要です。

（注）

リージョン設定を有効にするには、設定を保存し、システムをリロードする必要があります。

QOS TCAMの通常バージョンまたはLiteバージョンのいずれかをイネーブルにできます。同時に
両方を有効にすることはできません。たとえば、IPv4ポートQoSまたは IPv4ポートQoS Liteバー
ジョンは、いつでも有効にできます。

（注）

QoS TCAMカービングのガイドラインおよび制限事項
TCAMリージョンサイズには、設定に関する次のガイドラインと制約事項があります。
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•サービスポリシーが添付されている場合、リリース 7.0(3)I7(5)からリリース 9.3(x)またはリ
リース10.1(x)にアップグレードする前に、出力QoS TCAMを設定します。出力QoSのイネー
ブル化の詳細については、出力 QoS（IPv4）の有効化（58ページ）の項を参照してくださ
い。

• hardware access-list tcam label ing-qos optimizeは、ACLとサービスポリシーに個別のラベル
スペースを与えるために使用されます。ing-ifacl ing-qos QoSポリシーには 3つのラベルを使
用できます。VxLANなどの一部の機能は、デフォルトで NVEインターフェイスに QoSポリ
シーを追加します。これにより、使用可能なラベルが減少します。ing-ifacl-ipv4/ipv6-liteコマ
ンドは IPv4/IPv6 ACEをそれぞれ PT TCAMに移動し、次のスイッチでのみサポートされま
す。

• Cisco Nexus 9336C-FX2

• Cisco Nexus 93240YC-FX2

• Cisco Nexus 93240YC-FX2Z

• QoSポリシーがVLAN内で設定されている場合は、TCAMを vQOSリージョンに分割する必
要があります。これにより、次の例の syslogメッセージに示されているトラフィック障害が
回避されます。

switch(config-vlan-config)# vlan configuration 3
switch(config-vlan-config)# service-policy type qos input INPUT_PREC
switch(config-vlan-config)# 2019 Jan 2 17:56:49 switch %$ VDC-1 %$
%ACLQOS-SLOT2-2-ACLQOS_FAILED: ACLQOS failure: VLAN QOS policy not
supported without TCAM carving for VQOS, traffic will fail please carve
TCAM for VQOS and IPV6-VQOS reload the module configure vlan qos policy
after module is up

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal

• TCAMカービング後には、設定を保存してスイッチをリロードする必要があります。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチと Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッ
チは同じタイプであるため、同じ TCAMリージョンを持ちます。

•デフォルトでは、すべての IPv6 TCAMはディセーブルです（TCAMサイズは 0に設定されま
す）。

•設定された TCAMリージョンサイズを表示するには、 show hardware access-list tcam region
コマンドを使用します。

•グローバルCLI hardware qos classify ns-only コマンドは、qosおよび l3-qosリージョンなど、
T2 QoSリージョンを分割せずにNSポートでQoSポリシーを設定可能となるようにするため
に導入されました。このコマンドは、Application Leaf Engine（ALE）ポートの QoS分類に関
連付けられているTCAM制限を削除します。このコマンドは、ALEを備えたCisco Nexus 9000
シリーズスイッチでのみサポートされます。

たとえば、IPv4トラフィックのレイヤ2 ALEポートの場合、QoS分類を機能させるには、qos
および ns-qos TCAMカービングが必要です。hardware qos classify ns-only CLIコマンドでは、
ns-QoS TCAMだけで十分です。

hardware qos classify ns-only CLIコマンドの適用については、次の例を参照してください。
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switch(config)# hardware qos classify ns-only
Warning: This knob removes the restriction of carving qos as well as ns-qos TCAM region
for NS port QoS classification policies.
Warning: Only NS TCAM will be used, as a result policy-map statistics, marking and
policing is not supported on NS ports

hardware qos classify ns-only CLIコマンドの削除については、次の例を参照してください。
switch(config)# no hardware qos classify ns-only
Warning: Special knob removed. Please remove and apply QoS policies on NS ports to get
default behavior

ポリシング、ポリシーマップ統計情報、およびマーキングは、hardware
qos classify ns-only CLIコマンドが使用されている場合、NSポートでは
サポートされません。 show policy-map interface ethernet x/y は QoS統
計情報を返しません。NS TCAMには、ネットワーク転送エンジン
（NFE）TCAMリソースの一部（範囲など）がありません。したがっ
て、ポリシーにはさらに多くの TCAMエントリが必要になる場合があ
ります。

（注）

•デフォルトでは、CoPPの TCAMリージョンは、Nexus 9300/Nexus 9500プラットフォームス
イッチで 95％ 使用されます。CoPPポリシーを変更する場合は、他のTCAMリージョンサイ
ズを変更して、CoPP TCAMリージョンにより多くのスペースを適用できるようにする必要が
あります。

•次の分類基準のいずれかを IPv4および IPv6に使用する場合は、IPv4ベースの QoS TCAM
リージョンをカービングする必要があります。IPv6ベースのQoS TCAMリージョンをカービ
ングする必要はありません。

• DiffServコードポイント（DSCP）ベースの分類

•サービスクラス（CoS）ベースの分類

• IP precedenceベースの分類

• QoSポリシーが複数のインターフェイスまたは複数の VLANに適用されている場合、統計情
報オプションが有効になっているため、ラベルは共有されません。

複数のインターフェイスまたは複数のVLANに適用される同じQoSポリシー用のラベルを共
有するには、 service-policy type qos input my-policy no-stats コマンドを使用して no-statsオプ
ションを持つ QoSポリシーを設定する必要があります。

• Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチでは、Cisco Nexus 9536PQ、9564PX、および
9564TXラインカードを使用して、40Gポートに適用される QoS分類ポリシーが適用されま
す。256エントリ単位でカービングに利用可能な 768の TCAMエントリがあります。これら
のリージョン名には、プレフィックスとして「ns-」が付けられます。

• Cisco Nexus 9536PQ、9564PX、および 9564TXラインカード向けに、IPv6 TCAMリージョン
のみ、ダブル幅のエントリを消費します。TCAMリージョンの他は、シングル幅のエントリ
を消費します。
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• VACLリージョンを設定する場合は、入力および出力方向の両方で同じサイズが設定されま
す。リージョンサイズがいずれかの方向に対応できない場合、設定は拒否されます。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチでは、ing-sup領域の最小サイズは 512エントリ
で、egr-sup領域の最小サイズは 256エントリです。これらのリージョンを小さい値に設定す
ることはできません。任意のリージョンサイズは、256エントリの倍数の値で切り分けるこ
とができます（ただし、spanリージョンは 512エントリの倍数でのみ刻み込むことができま
す）。

• VLAN QoSは、-Rシリーズラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチでのみサポー
トされます。

• QoSにはデフォルトのTCAMサイズがあり、リロード中のラインカードの障害を回避するた
めに、特定のラインカードでこれらの TCAMサイズをゼロ以外にする必要があります。

以下のラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508スイッチが影響を
受けます。

• Cisco Nexus 96136YC-R

• Cisco Nexus 9636C-RX

• Cisco Nexus 9636Q-R

• Cisco Nexus 9636C-R

QoS TCAMカービングの設定
ネットワーク要件に対応するために、デフォルトQoS TCAMカービングを変更できます。以降の
項ではデフォルト QoS TCAMカービングの変更方法の例を示します。

この手順は、すべての Cisco Nexus 9200、9300、および 9500シリーズスイッチと Cisco Nexus向
けに使用できます。

この例は、TCAMリージョンサイズを設定するために TCAMテンプレートを使用する必要があ
る NFE2対応デバイス（X9432C-S 100Gラインカードや C9508-FM-Sファブリックモジュールな
ど）には適用されません。TCAMテンプレートの使用方法の詳細については、「テンプレートを
使用した TCAMリージョンサイズの設定」を参照してください。

TCAMテンプレートを適用すると、hardware access-list tcam regionコマンドは機能しません。コ
マンドを使用するには、テンプレートをコミット解除する必要があります。

（注）
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レイヤ 3 QoS（IPv6）の有効化
デフォルトのTCAMリージョン設定は、レイヤ3 QoS（IPv6）に対応していません。レイヤ3 QoS
（IPv6）をイネーブルにするには、他のリージョンの TCAMサイズを減らしてから、新しいレイ
ヤ 3 QoS（IPv6）リージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要があります。

表 19 : Cisco Nexus 9504、Cisco Nexus 9508、および Cisco Nexus 9516デバイスのデフォルト TCAMリージョン設定（入力）

Total Size幅サイズリージョン名

153611536IPV4 RACL

5122256L3 QoS（IPV4）

5122256COPP

5122256システム

2561256リダイレクト

2561256SPAN

5121512VPC Convergence

4K

表 20 :デフォルトの TCAMリージョン設定（入力）：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 2からレイヤ 3への設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

010入力 NAT

2561256入力ポート ACL

2561256入力 VACL

153611536入力 RACL

2561256入力レイヤ 2 QoS

2561256入力レイヤ 3 VLAN
QoS

5121512入力スーパーバイザ

2561256入力レイヤ 2 ACL
SPAN

2561256入力レイヤ 3 ACL
SPAN

5121512ポートベースの SPAN

4096
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表 21 :デフォルトの TCAMリージョン設定（入力）：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 3の設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

010入力 NAT

010入力ポート ACL

010入力 VACL

179211792入力 RACL

2561256入力レイヤ 2 QoS

5121512入力レイヤ 3 VLAN
QoS

5121512入力スーパーバイザ

2561256入力レイヤ 2 ACL
SPAN

2561256入力レイヤ 3 ACL
SPAN

5121512ポートベースの SPAN

4096

手順

目的コマンドまたはアクション

レイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリージョンのカービン
グを有効にするには、別のリージョンを指定してリ

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 1

ソースを解放します。また、リージョンの縮小TCAM
サイズを指定します。

新しいレイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリー
ジョンを分割するために十分なリソースを

解放するために、必要な数のリージョンに

対してこの手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅のエントリ数）を含む新し
いレイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリージョンを分割し
ます。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 2

例

この例では、入力レイヤ 3 QoS（IPv6）TCAMリージョンサイズを 256に設定します。サ
イズが 256のレイヤ 3 QoS（IPv6）は、IPv6がダブル幅であるため、512エントリを使用
します。
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•スパンを減らし、リージョンを 0にリダイレクトします。これにより、256エントリ
（ダブル幅）のレイヤ 3 QoS（IPv6）のカービングに使用される 512エントリのス
ペースが作成されます。

switch(config)# hardware access-list tcam region redirect 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
Warning: BFD, DHCPv4 and DHCPv6 features will NOT be supported after this configuration
change.
switch(config)# hardware access-list tcam region span 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-l3qos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect

表 22 : IPv4 RACL（入力）を減らした後の更新された TCAMリージョン設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

153611536IPv4 RACL

5122256Layer 3 QoS (IPv6)

5122256Layer 3 QoS (IPv4)

5122256CoPP

5122256システム

010リダイレクト

010SPAN

5121512VPC Convergence

4K

VLAN QoS（IPv4）の有効化
VLAN QoS（IPv4）をイネーブルにするには、他のリージョンの TCAMサイズを減らし、新しい
VLAN QoS（IPv4）リージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要があります。

次の表に、TCAMリージョンを ALE対応デバイスのデフォルトサイズを示します。

表 23 :デフォルト TCAMリージョン設定（入力）

Total Size幅サイズリージョン名

5121512PACL (IPV4)

5122256Port QoS (IPV4)

5121512VACL (IPV4)
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Total Size幅サイズリージョン名

5121512RACL(IPV4)

5122256システム

5122256COPP

5121512リダイレクト

2561256SPAN

2561256VPC Converg

4 K

手順

目的コマンドまたはアクション

VLAN QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービング
を有効にするには、別のリージョンを指定してリソー

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 1

スを解放します。また、リージョンの縮小 TCAMサ
イズを指定します。

新しいVLAN QoS（IPv4）TCAMリージョ
ンを分割するのに十分なリソースを解放す

るために、必要な数のリージョンに対して

この手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅エントリの数）を含む新し
い VLAN QoS（IPv4）TCAMリージョンを分割しま
す。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 2

例

この例では、VLAN QoS（IPv4）TCAMサイズを256に設定します。サイズが256のVLAN
QoS（IPv4）は、QoS TCAMがダブル幅であるため、512エントリを使用します。

•入力ポートQoS（IPv4）を256バイト減らし（QoS機能はダブル幅、2 x 256 = 512）、
256の入力 VLAN QoS（IPv4）を追加します（2 x 256）。

switch(config)# hardware access-list tcam region qos 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region vqos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
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表 24 : IPv4ポート QoS入力を減らした後の更新された TCAMリージョン設定

合計サイズ幅サイズリージョン名

5121512PACL (IPV4)

020Port QoS (IPV4)

5122256VLAN QoS(IPV4)

5121512VACL (IPV4)

5121512RACL(IPV4)

5122256システム

5122256COPP

5121512リダイレクト

2561256SPAN

2561256VPC Converg

4 K

VLAN QoSのイネーブル化に関する注意事項
VLAN QoS機能は、ポートではなくVLANをキーとして使用して、QoSのレイヤ 2ブリッジデー
タベースルックアップを有効にします。

VLAN QoSをイネーブルにするには、他のリージョンのTCAMサイズを減らしてから、VLAN QoS
リージョンの TCAMサイズを増やします。

設定する VLAN QoS TCAMリージョンのサイズを設定します:

• IPv4 vqosを 640エントリに設定します。

• IPv6 ipv6-vqosを 256エントリに設定します。

• IPv4 QoSを 0エントリに減らします。

• IPv6 ipv6-qosを 0エントリに減らします。

switch(config)# hardware access-list tcam region vqos 640
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-vqos 256
switch(config)# hardware access-list tcam region qos 0
switch(config)# hardware access-list tcam region ipv6-qos 0

VLAN QOSの TCAMサイズを設定したら、ラインカードをリロードする必要があります。（注）
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FEX QoS（IPv4）の有効化

FEX QoS機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていません。（注）

FEX QoS（IPv4）をイネーブルにするには、他のリージョンの TCAMサイズを減らし、新しい
FEX QoS（IPv4）リージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

FEX QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービングを
有効にするには、別のリージョンを指定してリソー

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 1

スを解放します。また、リージョンの縮小 TCAMサ
イズを指定します。

新しい FEX QoS（IPv4）TCAMリージョン
を分割するために十分なリソースを解放す

るために、必要な数のリージョンに対して

この手順を繰り返します。

（注）

TCAMサイズ（ダブル幅のエントリ数）を含む新し
いFEXQoS（IPv4）TCAMリージョンを分割します。

hardware access-list tcam region region tcam-sizeStep 2

例

この例では、FEX QoS（IPv4）TCAMサイズを 256に設定します。サイズが 256の FEX
QoS（IPv4）は、QoS TCAMがダブル幅であるため、512エントリを使用します。

• IPv4 FEX IFACLリージョンを 512エントリ減らし、512エントリの FEX QoS（IPv4）
リージョンを追加します。

switch(config)# hardware access-list tcam region fex-ifacl 0
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect
switch(config)# hardware access-list tcam region fex-qos 256
Warning: Please reload the linecard for the configuration to take effect

出力 QoS（IPv4）の有効化
(IPv4)TCAMをイネーブルにするには、もう一方のリージョンのTCAMサイズを減らし、newQoS
（IPv4）TCAMリージョンの TCAMサイズを増やしてイネーブルにします。
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出力 QoS機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（Cisco NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていま
せん。

（注）

出力マーキングおよびポリシングは、すべてのNetwork Forwarding Engine（NFE）プラットフォー
ムでサポートされます。出力パケットスケジューリングの出力分類は、100Gプラットフォームで
のみサポートされます。

（注）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降では、Cisco Nexus 93108TC-EX、93180LC-EX、および
93180YC-EXスイッチ、および 97160YC-EX、9732C-EX、9736C-EXラインカードがレイヤ 2お
よびレイヤ 3出力ポリサーがサポートしています。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I1(2)以降では、送信側 QoS（IPv4）をイネーブルにして、e-raclリー
ジョンのTCAMサイズを減らしてから、送信側QoS（IPv4）リージョンのTCAMサイズを増やす
必要があります。

次に、出力 QoS（IPv4）および TCAMリージョンに関する考慮事項を示します。

•出力QoS TCAMは、パケットタイプに基づいています。e-qos TCAMカービングは、VLAN、
レイヤ 2、およびレイヤ 3ポートタイプの IPv4パケットを照合するために必要です。

•すべての出力QoS（IPv4、IPv6、およびMAC）TCAMリージョンは、シングル幅の e-qos-lite
リージョンを除き、ダブル幅です。

•ダブル幅のTCAMが設定されている場合、ポリシングアクションでは違反および非違反統計
情報がサポートされます。

•シングル幅の TCAM（e-qos-lite）が設定されている場合、ポリシングアクションが存在する
場合、違反していない統計情報のみが報告されます。違反した統計情報は、qos-liteリージョ
ンのNAではなく常にゼロとして報告されます。ポリシングアクション（1R2Cまたは2R3C）
は引き続き適切に適用されます。統計レポートのみが、違反のない統計に制限されます。違

反した統計情報を表示するには、代わりに通常の QoS TCAMを使用する必要があります。

•オプションのキーワードが使用され、ポリシーが共有されている場合（該当する場合）、統
計情報は無効になります。no-stats

• Top-of-Rack（TOR）プラットフォームの ALEアップリンクポートの出力 QoSポリシーはサ
ポートされません。

•出力 QoSポリシーは、マーキング、ポリシング、および分類をサポートします。

出力パケットスケジューリングの出力分類は、100Gプラットフォーム
でのみサポートされます。

（注）

•出力 qosポリシーは、パケット長ベースの照合をサポートしません。
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• set qos-groupコマンドは、出力 QoSポリシーに対してサポート対象外です。

ただし、このコマンドは、100Gインターフェイスに適用された出力 QoSポリシーでサポー
トされます。set qos-group

•ポリシーマップの一致基準に応じて、関連する出力QoS TCAMリージョン（e-qos,e-mac-qos、
e-ipv6-qos、egr-l2-qos、および egr-l3-vlan-qosなど）をデバイス内のエンドツーエンドQoS用
に切り分ける必要があります。

•以前のイメージにダウングレードする前に、出力QoS TCAMリージョンサイズを 0に設定し
ます。以前のイメージにダウングレードする前に、すべての出力 QoSポリシーを削除しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

QoS（IPv4）TCAMリージョンのカービングを有効
にするには、e-raclリージョンを指定してリソースを

hardware access-list tcam region e-racl tcam-sizeStep 1

解放します。また、e-raclリージョンの縮小 TCAM
サイズを指定します。

hardware access-list tcam region [ e-qos | e-qos-lite |
e-ip6-qos | e-mac-qos | egr-l2-qos | egr-l3-vlan-qos]

hardware access-list tcam region [e-qos | e-qos-lite |
e-ipv6-qos | e-mac-qos | egr-l2-qos | egr-l3-vlan-qos ]
tcam-size

Step 2

tcam-sizeコマンドは出力 QoS (IPv4) TCAMリージョ

例： ンおよび TCAMサイズを指定します。egr-l2-qos |
egr-l3-vlan-qosオプションは、出力 QoS TCAMリーswitch(config)# hardware access-list tcam region

egr-l2-vlan-qos 256 ジョンと TCAMサイズを指定します。サイズが 256
Warning: Please reload all linecards for the の出力QoS TCAMは、QoS TCAMがダブル幅である

ため、512エントリを使用します。
configuration to take effect
switch(config)#

すべての出力QoS（IPv4）TCAMリージョ
ンは、シングル幅の e-qos-liteリージョンを
除き、ダブル幅です。

（注）例：

switch(config)# hardware access-list tcam region
egr-l3-vlan-qos 256
Warning: Please reload all linecards for the
configuration to take effect
switch(config)#

テンプレートを使用した TCAMリージョンサイズの設定

テンプレートを使用した TCAMリージョンサイズの設定は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS
7.0(3)F3(3)）ではサポートされません。

（注）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)l3(1)以降では、TCAMリージョンサイズを設定するカスタムテンプ
レートを作成および適用することができます。
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TCAMテンプレートを適用すると、hardware access-list tcam regionコマンドは機能しません。コ
マンドを使用するには、テンプレートをコミット解除する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware profile tcam resource template template-name ref-template {nfe | nfe2 | {l2-l3 | l3}}
3. （任意） region tcam-size

4. exit
5. [no] hardware profile tcam resource service-template template-name

6. （任意） show hardware access-list tcam template {all | nfe | nfe2 | l2-l3 | l3 | template-name}
7. （任意） copy running-config startup-config
8. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

テンプレートをを作成した ACL TCAMリージョン
サイズを設定します。

必須: [no] hardware profile tcam resource template
template-name ref-template {nfe | nfe2 | {l2-l3 | l3}}

例：

Step 2

nfe：Network Forwarding Engine（NFE）対応 Cisco
Nexus 9300および 9500シリーズ、3164Q、および

switch(config)# hardware profile tcam resource 31128PQデバイスのデフォルト TCAMテンプレー
ト。

template SR_MPLS_CARVE ref-template nfe2
switch(config-tcam-temp)#

nfe2：NFE2対応Cisco Nexus 9500シリーズ、3232C、
および 3264Qデバイスのデフォルト TCAMテンプ
レート。

l2-l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 2
およびレイヤ3セキュリティ設定のデフォルトTCAM
テンプレート。

l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 3設
定のデフォルトTCAMテンプレート。レイヤ3TCAM
テンプレートは、Cisco Nexus 9200シリーズスイッ
チのデフォルトテンプレートです。
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目的コマンドまたはアクション

必要な TCAMリージョンとそのサイズをテンプレー
トに追加します。テンプレートに追加するリージョ

ンごとにこのコマンドを入力します。

（任意） region tcam-size

例：

switch(config-tcam-temp)# mpls 256

Step 3

TCAMテンプレートコンフィギュレーションモード
を終了します。

必須: exit

例：

Step 4

switch(config-tcam-temp)# exit
switch(config#)

すべてのラインカードおよびファブリックモジュー

ルにカスタムテンプレートを適用します。

必須: [no] hardware profile tcam resource
service-template template-name

例：

Step 5

switch(config)# hardware profile tcam resource
service-template SR_MPLS_CARVE

すべての TCAMテンプレートまたは特定のテンプ
レートの設定を表示します。

（任意） show hardware access-list tcam template {all
| nfe | nfe2 | l2-l3 | l3 | template-name}

例：

Step 6

switch(config)# show hardware access-list tcam
template SR_MPLS_CARVE

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイスがリロードされます。reload

例：

Step 8

この設定は、copy running-config
startup-config + reloadを入力した後にのみ
有効になります。

（注）

switch(config)# reload

QoS TCAMカービングの確認
TCAMリージョンのサイズを調整した後、show hardware access-list tcam regionコマンドを入力
して、デバイスの次回リロード時に適用可能な TCAMサイズを表示します。

TCAMテンプレートの設定を表示するには、show hardware access-list tcam template {all | nfe | nfe2
| l2-l3 | l3 | template-name}コマンドを使用します。値は次のとおりです。

• all：すべての TCAMテンプレートの設定を表示します。
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• nfe：Network Forwarding Engine（NFE）対応Cisco Nexus 9300および 9500シリーズ、3164Q、
および 31128PQデバイスのデフォルト TCAMテンプレート。

• nfe2：NFE2対応 Cisco Nexus 9500、3232C、および 3264Qデバイスのデフォルト TCAMテン
プレート。

• l2-l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 2からレイヤ 3へのデフォルトの TCAM
テンプレート。

• l3：Cisco Nexus 9200シリーズスイッチのレイヤ 3設定のデフォルト TCAMテンプレート。

すべてのモジュールを同期した状態で維持するには、すべてのラインカードモジュールをリロー

ドするか、または copy running-config startup-configコマンドと reloadコマンドを入力してデバイ
スをリロードします。TCAMリージョン設定が複数であっても、リロードする必要があるのは 1
回だけです。TCAMリージョン設定がすべて完了するのを待ってから、デバイスをリロードでき
ます。

（注）

TCAMリージョンの設定時に、すべての TCAMリージョンの 4K入力制限を超えると、次のメッ
セージが表示されます。

ERROR: Aggregate TCAM region configuration exceeded the available Ingress TCAM space.
Please re-configure.

特定の機能の TCAMが設定されていない状態で TCAMカービングを必要とする機能を適用しよ
うとすると、次のメッセージが表示されます。

ERROR: Module x returned status: TCAM region is not configured. Please configure TCAM
region and retry the command.
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第 6 章

分類の設定

•分類について（65ページ）
•分類の前提条件（66ページ）
•分類のガイドラインと制約事項（66ページ）
•トラフィッククラスの設定（69ページ）
•分類設定の確認（83ページ）
•分類の設定例（83ページ）

分類について
分類とは、パケットをトラフィッククラスに振り分けることです。指定した分類済みトラフィッ

クに対して特定のアクション（ポリシングやマークダウンなど）を実行するようにデバイスを設

定します。

パケットの特性を次の表に示す分類基準と照合することによって、各トラフィッククラスを表す

クラスマップを作成できます。

表 25 :分類基準

Description分類基準

IEEE 802.1Qヘッダー内のサービスクラス
（CoS）フィールド。

CoS

IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）バイ
ト内部の優先順位値。

IP precedence

IPヘッダーの DIffServフィールド内部の DSCP
値。

Diffservコードポイント（DSCP）

IP、IPv6、またはMAC ACL名ACL

レイヤ 3パケット長のサイズ範囲パケット長
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Description分類基準

Real-time Transport Protocol（RTP）を使用して
いるアプリケーションを、UDPポート番号範囲
によって識別します。

IP RTP

複数の一致基準を指定することも、特定の基準について照合しないようにすることも、一部また

は全部の基準を照合することによってトラフィッククラスを決定することもできます。

ただし、ACLについて照合する場合は、パケット長を除く他の一致基準をmatch-allクラス内で指
定することはできません。match-anyクラス内では、ACLおよびその他の一致基準について照合
できます。

（注）

QoSポリシーマップ内でどのクラスにも一致しないトラフィックは、class-defaultと呼ばれるデ
フォルトのトラフィッククラスに割り当てられます。QoSポリシーマップ内で class-defaultを参
照することで、この一致しないトラフィックを選択できます。

同じタイプのトラフィックを処理する別のインターフェイスのQoSポリシーを定義する場合、ク
ラスマップを再利用できます。

分類の前提条件
分類の前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

分類のガイドラインと制約事項
分類の設定時のガイドラインと制約事項は次のとおりです。

• QoSポリシーは、フラグメント化されたパケットには有効ではありません。フラグメント化
されたパケットは、デフォルトキューに転送されます。

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal

• destination interface sup-eth0 CLIコマンドを設定すると、次のシステムログメッセージが表
示されます。SUP に対するスパン宛先を有効にすると、入力 QoS 分類に影響します。

• VXLANの場合、次の Cisco Nexusプラットフォームは、ポートと VLANの両方で出力ポリ
シーとしてホスト方向（カプセル化解除パス）へのトラフィックの QoSポリシーをサポート
します。

• Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチ。
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• Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラットフォームスイッチ Cisco Nexus 93180YC-EXお
よび 93108TC-EXスイッチおよび Cisco Nexus 9732C-EXラインカード。

•上記は、Cisco Nexus 9230QC、9272Q、9232C、9236C、および 92300YCスイッチ、Cisco
Nexus 9160YC-Xスイッチのハードウェアではサポートされていません。

• VXLANの場合、次のCisco Nexusプラットフォームは、アップリンクインターフェイスの入
力ポリシーとして、ネットワークからアクセス方向（カプセル化解除パス）へのトラフィッ

クの QoSポリシーをサポートしません。

• Cisco Nexus 9300および 9500プラットフォームスイッチ。

• Cisco Nexus 9200および9300-EXプラットフォームスイッチおよびCisco Nexus 93180YC-EX
および 93108TC-EXスイッチ、および Cisco Nexus 9732C-EXラインカード。

• Cisco Nexus 9230QC、9272Q、9232C、9236C、および 92300YCスイッチ、および Cisco
Nexus 9160YC-Xスイッチ。

• QoS分類は、VXLANトラフィックを入力する FEXインターフェイスではサポートされませ
ん。この制限は、すべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチに適用されます。

• Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチの DSCP、CoS、または優先順位に基づいて
パケットを照合すると、IPv4（シングル幅は 1つのエントリ）と IPv6（ダブル幅は 2つのエ
ントリ）の両方のTCAMエントリがハードウェアにインストールされます。たとえば、DSCP
4に一致する場合、ハードウェアに 3つのエントリがインストールされます。1つは IPv4、2
つは IPv6です。

•クラスマップ内で指定できる一致基準の数は最大 1,024個です。

• 1つのポリシーマップで使用するために設定できるクラスの数は最大 128個です。

• ACLについて照合する際、それ以外に指定できる一致基準は、match-allクラス内のレイヤ 3
パケット長だけです。

•コマンドの match-allオプションはサポートされていません。class-map type qos match-allこ
のコマンドの一致基準は、コマンドと同じになります。class-map type qos match-anyコマン
ドの結果は、コマンドと同じです。class-map type qos match-allclass-map type qos match-any

•オプションは CoPPクラスマップではサポートされず、常にデフォルトのオプションになり
ます。match-all match-any

•レイヤ 2ポート上のトラフィックは、着信パケットのポートポリシーまたはVLANポリシー
のいずれかに基づいて分類できます（ただし両方に基づいて分類することはできません）。

両方のポリシーが存在する場合、デバイスはポートポリシーに基づいて動作し、VLANポリ
シーを無視します。

• Cisco Nexusファブリックエクステンダ（FEX）が接続され、使用されている場合は、データ
トラフィックを CoS値 7でマークしないでください。CoS 7は、ファブリックエクステンダ
を通過する制御トラフィック用に予約されています。
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•スイッチから FEXへの制御トラフィック（制御フレーム）は、CoS値 7でマークされ、2344
バイトのジャンボMTUフレームサイズに制限されます。

• FEX QoSポリシーは FEXホストインターフェイス（HIF）をサポートします。

• QoS TCAMカービングは、ALE（アプリケーションリーフエンジン）対応スイッチでサ
ポートされます。

•システムレベルのポリシーのみがサポートされます。

• CoSでの照合がサポートされています。

• QoSグループの一致がサポートされます。

• COS 7のスイッチスーパーバイザから FEXホストへのジャンボ ping（2400以上のMTU）
は、FEXの制御キューが 2240に制限されたMTUをサポートするため、失敗します。

• QoS分類ポリシーは、レイヤ 2スイッチポートのシステムQoSではサポートされません。た
だし、CoS/DSCPに基づいて着信トラフィックを分類し、異なるキューにマッピングするよ
うに QoSポリシーを設定できます。QoSポリシーは、分類が必要なすべてのインターフェイ
スに適用する必要があります。

• MACベースのACLがクラスマップで一致するQoSポリシーは、IPv6トラフィックでは機能
しません。QoSの場合、IPv6トラフィックは、MACアドレスではなく IPv6アドレスに基づ
いて照合する必要があります。

•ベストプラクティスとして、アクセス VLANが音声 VLANと同じ音声 VLAN設定を使用し
ないでください。

代替アプローチは次のとおりです。

•音声トラフィックに個別の dot1pタグ（cos）値が必要ない場合は、コマンドを使用しま
す。switchport voice vlan untagged

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# switchport access vlan 20
switch(config-if)# switchport voice vlan untagged

•音声トラフィックに別の cos値が必要な場合は、コマンドを使用します。switchport voice
vlan dot1p

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# switchport access vlan 20
switch(config-if)# switchport voice vlan dot1p

•以下のラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508スイッチは以下の
フラグメントを持つ QoS一致 ACLをサポートしません。

• Cisco Nexus 96136YC-R

• Cisco Nexus 9636C-RX

• Cisco Nexus 9636Q-R
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• Cisco Nexus 9636C-R

•トランジットノード上のラベルが NULLのMPLSパケットは、その NULLラベル EXPに基
づくMPLS分類を受信します。

•入力DROP_ACL_DROPは、輻輳中にASIC上のCisco Nexus 9272Q、9236C、および92160YC-X
スイッチで表示されます。ただし、これらのドロップはスイッチのパフォーマンスには影響

しません。

• ICMPタイプまたはコードの一致を含むACLを参照するQoSポリシーはサポートされていま
せん。

• TCPフラグの一致を含む ACLを参照する QoSポリシーは、次の Cisco Nexus 9000シリーズ
スイッチでのみサポートされます。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 97xx-EXおよび 97xx-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラット
フォームスイッチ

トラフィッククラスの設定

ACL分類の設定
既存のアクセスコントロールリスト（ACL）に基づいたパケットの照合により、トラフィックを
分類できます。ACLで定義された基準によってトラフィックが分類されます。ACLキーワードの
permitおよび denyは、照合時には無視されます。アクセスリストの一致基準に denyアクション
が含まれる場合でも、そのクラスの照合では使用されます。

ACLクラスマップ設定を表示するには、class-map class_aclコマンドを使用します。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match access-group name acl-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_acl
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大40文字まで設定できます。（オプ
ションが選択されておらず、複数の matchステート
メントが入力される場合、デフォルトは match-any
です。）

acl-nameに基づいてパケットを照合することによっ
て、トラフィッククラスを設定します。permitおよ
び deny ACLキーワードは照合では無視されます。

match access-group name acl-name

例：

switch(config-cmap-qos)# match
access-group name my_acl

Step 3

例：ACL分類の設定

パケットが QoSクラスマップによって照合されないようにするには、permitステートメントで照
合するパケットを明示的に指定する必要があります。ACLの末尾にある暗黙のデフォルトdenyス
テートメントは、残りを除外します。QoSクラスマップのアクセスリスト内で設定された明示的
な denyステートメントは、照合では無視され、次の例に示すように明示的な permitステートメン
トとして扱われます。

次の A1、B1、および C1の例では、すべて同じ QoSマッチング結果が生成されます。

• A1

ip access-list extended A1
permit ip 10.1.0.0 0.0.255.255 any
permit ip 172.16.128.0 0.0.1.255 any
permit ip 192.168.17.0 0.0.0.255 any

• B1

ip access-list extended B1
permit ip 10.1.0.0 0.0.255.255 any
deny ip 172.16.128.0 0.0.1.255 any /* deny is interpreted as a permit */
permit ip 192.168.17.0 0.0.0.255 any

• C1

ip access-list extended C1
deny ip 10.1.0.0 0.0.255.255 any /* deny is interpreted as a permit */
deny ip 172.16.128.0 0.0.1.255 any /* deny is interpreted as a permit */

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
70

分類の設定

例：ACL分類の設定



deny ip 192.168.17.0 0.0.0.255 any /* deny is interpreted as a permit */

QoS一致 ACLの最後に明示的な DENY ALLを追加すると、QoS ACLがすべてのトラフィックを
許可します。

次の D1と E1の例では、同じ QoSマッチング結果が生成されます。

• D1

ip access-list extended D1
permit ip 10.1.0.0 0.0.255.255 any
permit ip 172.16.128.0 0.0.1.255 any
permit ip 192.168.17.0 0.0.0.255 any
deny ip 0.0.0.0 255.255.255.255 any /* deny is interpreted as a permit */

この例の最後の行は、事実上PERMIT ALLステートメントになり、QoS
ACLですべてのパケットが許可されます。

（注）

• E1

ip access-list extended E1
permit ip 0.0.0.0 255.255.255.255 any

DSCPワイルドカードマスクの設定
DSCPワイルドカードマスク機能を使用して、ACLと DSCP値によって認識される IPフローの
セットから複数の DSCP値を分類します。IP情報と DSCP値の分類は、複数のパラメータを使用
することで、より詳細な方法で行われます。この精度を使用すると、これらのフローをポリシン

グして残りのトラフィックを拒絶したり、さらに QoS操作のために qos-groupに割り当てたりす
ることで、これらのフローを処理できます。

DSCPワイルドカードマスク機能をサポートしているのは、Cisco Nexus 9464PXまたは 9464TXラ
インカードを搭載した Cisco Nexus 9504スイッチ、Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2/FX3プラット
フォームスイッチだけです。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. ip access-list acl-name

3. [ sequence-number ] { permit | deny } protocol { source-ip-prefix | source-ip-mask } { destination-ip-prefix
| destination-ip-mask } [ dscp dscp-value [ dscp-mask ] ]

4. exit
5. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

6. match access-list acl-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ACLコンフィギュレーションモードに入り、入力し
た名前を持つ ACLを作成します。

ip access-list acl-name

例：

Step 2

switch(config)# ip access-list acl-01
switch(config-acl)

DSCPワイルドカードビットマスクに基づいてトラ
フィックを照合またはフィルタリングするACLエン
トリを作成します。

[ sequence-number ] { permit | deny } protocol {
source-ip-prefix | source-ip-mask } { destination-ip-prefix
| destination-ip-mask } [ dscp dscp-value [ dscp-mask ] ]

例：

Step 3

sequence-number引数には、1～ 4294967295の整数を
指定できます。switch(config-acl)# 10 permit ip 10.1.1.1/24

20.1.1.2/24 dscp 33 30

dscp:特定の DSCP値でパケットにマッチングしま
す。

dscp-mask: DSCP値の任意のビットと一致する DSCP
ワイルドカードマスクを設定して、トラフィックを

フィルタリングします。範囲は 0〜 0x3Fです。

ACLコンフィギュレーションモードを終了し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

exit

例：

switch(config-acl)# exit
switch(config)#

Step 4

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 5

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map type qos match-any
class_dscp_mask
switch(config-cmap-qos)#

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

IPアクセスリストに基づいてパケットを照合するこ
とによって、トラフィッククラスを設定します。

match access-list acl-name

例：

Step 6

switch(config-cmap-qos)# match access-list acl-01
switch(config-cmap-qos)#

例

次の例では、ACLはサブネット 10.1.1.0からサブネット 20.1.1.0に送信されるトラフィッ
クを調べます。また、ACLはDSCP 33のトラフィックと、マスク値 30の後続のDSCP値
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（33〜 63）をチェックします。ACLは、以降の QoS操作のためにこの ACLと一致する
クラスマップに設定されます。

switch# configure terminal
switch(config)# ip access-list acl-01
switch(config-acl)# 10 permit ip 10.1.1.1/24 20.1.1.2/24 dscp 33 dscp-mask 30
switch(config-acl)# exit
switch(config)# class-map type qos match-any class_dscp_mask
switch(config-cmap-qos)# match access-list acl-01

DSCP分類の設定
IPヘッダーの DiffServフィールドの DSCP値に基づいてトラフィックを分類できます。標準の
DSCP値については、次の表を参照してください。

表 26 :標準の DSCP値

DSCP値のリストValue

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12

AF13 dscp（001110）：10進値 14af13

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af32

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5
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DSCP値のリストValue

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] dscp dscp-values

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_dscp
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

dscp-valuesに基づいてパケットを照合することによっ
て、トラフィッククラスを設定します。標準のDSCP
値については、次の表を参照してください。

match [not] dscp dscp-values

例：

switch(config-cmap-qos)# match dscp af21, af32

Step 3

指定した範囲に一致しない値について照合するには、

notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config
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例

次に、DSCPクラスマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show class-map class_dscp

IP Precedence分類の設定
IPヘッダーのToSバイトフィールドの優先順位値に基づいてトラフィックを分類できます。優先
順位値を以下に示します。

表 27 :優先順位値

優先順位値のリストValue

IP precedence値0～ 7

クリティカル優先順位（5）クリティカル

フラッシュ優先順位（3）flash

フラッシュオーバーライド優先順位（4）flash-override

即時優先順位（2）即時

インターネットワークコントロール優先順位

（6）
インターネット

ネットワークコントロール優先順位（7）ネットワーク

プライオリティ優先順位（1）プライオリティ

ルーチン優先順位（0）routine

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] precedence precedence-values

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_ip_precedence
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

precedence-valuesに基づいてパケットを照合すること
によって、トラフィッククラスを設定します。値を

match [not] precedence precedence-values

例：

Step 3

次の表に示します。指定した範囲に一致しない値に

ついて照合するには、notキーワードを使用します。
switch(config-cmap-qos)# match precedence 1-2, 5-7

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、IP precedenceクラスマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show class-map class_ip_precedence

プロトコル分類の設定

レイヤ 3プロトコルのトラフィックでは、ACL分類の照合を使用できます。

表 28 : matchコマンドのプロトコル引数

説明引数

アドレス解決プロトコル（ARP）arp

ブリッジングbridging

Cisco Discovery Protocol（CDP）cdp

Dynamic Host Configuration（DHCP）dhcp

Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）isis
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手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] protocol {arp | bridging | cdp | dhcp | isis}
4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_protocol
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

指定したプロトコルに基づいてパケットを照合する

ことによって、トラフィッククラスを設定します。

match [not] protocol {arp | bridging | cdp | dhcp | isis}

例：

Step 3

指定したプロトコルに一致しないプロトコルについ

て照合するには、notキーワードを使用します。
switch(config-cmap-qos)# match protocol isis

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、protocolクラスマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show class-map class_protocol

レイヤ 3パケット長分類の設定
各種のパケット長に基づいてレイヤ 3トラフィックを分類できます。
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この機能は IPパケットだけが対象です。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] packet length packet-length-list

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_packet_length
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

各種のパケット長（バイト）に基づいてパケットを

照合することによって、トラフィッククラスを設定

match [not] packet length packet-length-list

例：

Step 3

します。値の範囲は 1～ 9198です。指定した範囲にswitch(config-cmap-qos)# match packet length min
2000 一致しない値について照合するには、notキーワード

を使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、packet lengthクラスマップ設定の表示方法例を示します。
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switch# show class-map class_packet_length

CoS分類の設定
IEEE802.1Qヘッダー内のサービスクラス（CoS）に基づいてトラフィックを分類できます。この
3ビットのフィールドは IEEE 802.1pで QoSトラフィッククラスをサポートするために規定され
ています。CoSは VLAN IDタグフィールドの上位 3ビットで符号化され、user_priorityと呼ばれ
ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] cos cos-list

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_cos
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

CoS値のリストに基づいてパケットを照合すること
によって、トラフィッククラスを設定します。指定

match [not] cos cos-list

例：

Step 3

できる範囲は 0～ 7です。指定した範囲に一致しなswitch(config-cmap-qos)# match cos 4,5-6
い値について照合するには、notキーワードを使用し
ます。

Fabric Extender（FEX:ファブリックエクス
テンダ）接続して使用している場合、デー

タトラフィックを CoS値 7でマーク付け
しないでください。CoS 7は、ファブリッ
クエクステンダを通過する制御トラフィッ

ク用に予約されています。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、CoSクラスマップ設定の表示方法の例を示します。
switch# show class-map class_cos

FEX用 CoS分類の設定

FEXの CoS分類機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされてい
ません。

（注）

サービスクラス（CoS）フィールドに基づいてトラフィックを分類できます。

始める前に

FEXを設定する前に、feature-set fexをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] cos cos-list

4. exit
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
80

分類の設定

FEX用 CoS分類の設定



目的コマンドまたはアクション

class-nameという名前のクラスマップを作成するか、
そのクラスマップにアクセスし、クラスマップモー

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッswitch(config)# class-map class_cos
ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含める

ことができ、最大 40文字まで設定できます。

CoS値のリストに基づいてパケットを照合すること
によって、トラフィッククラスを設定します。指定

match [not] cos cos-list

例：

Step 3

できる範囲は 0～ 7です。指定した範囲に一致しなswitch(config-cmap-qos)# match cos 4,5-6
い値について照合するには、notキーワードを使用し
ます。

Fabric Extender（FEX:ファブリックエクス
テンダ）接続して使用している場合、デー

タトラフィックを CoS値 7でマーク付け
しないでください。CoS 7は、ファブリッ
クエクステンダを通過する制御トラフィッ

ク用に予約されています。

（注）

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 4

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、CoSクラスマップ設定の設定方法の例を示します。

switch# conf t
switch(config)# class-map type qos match-all cos6
switch(config-cmap-qos)# match cos 6
switch(config)# class-map type qos match-all cos1
switch(config-cmap-qos)# match cos 1
switch(config)# class-map type qos match-all cos2
switch(config-cmap-qos)# match cos 2
switch(config)# class-map type qos match-all cos3
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config)# class-map type qos match-all cos0
switch(config-cmap-qos)# match cos 0
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IP Real-time Transport Protocol（RTP）分類の設定
IP Real-time Transport Protocol（RTP）は、オーディオやビデオなどのデータを送信するリアルタイ
ムアプリケーション用のトランスポートプロトコルです。RTPでは一般的な TCPポートや UDP
ポートは使用されませんが、通常はポート 16384～ 32767を使用するように RTPを設定します。
偶数番号ポートを UDP通信に使用し、1つ上の奇数番号ポートを RTP Control Protocol（RTCP）
通信に使用します。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、RDMA over Converged Ethernet（RoCE）v1および v2プロ
トコルの転送をサポートします。RoCEは UDPポートを使用します。

上位層のプロトコルおよびポート範囲（UDP/TCP/RTPなど）と一致するように typeqos class-map
でmatchステートメントを定義する場合、システムは、たとえば同じポート範囲のUDPトラフィッ
クとRTPトラフィックを区別できません。システムは両方のトラフィックタイプを同じように分
類します。より良い結果を得るには、環境に存在するトラフィックタイプに一致するようにQoS
設定を設計する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

3. match [not] ip rtp udp-port-value

4. match [not] ip roce udp-port-value

5. exit
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

クラスマップを作成するか、クラスマップにアクセ

スし、クラスマップモードを開始します。クラス

class-map [type qos] [match-any | match-all] class-name

例：

Step 2

マップ名には、アルファベット、ハイフン、またはswitch(config)# class-map class_rtp
アンダースコア文字を含めることができ、最大40文
字まで設定できます。

RTPを使用するアプリケーションを対象とする UDP
ポート番号の下限と上限に基づいてパケットを照合

match [not] ip rtp udp-port-value

例：

Step 3

することによって、トラフィッククラスを設定しまswitch(config-cmap-qos)# match ip rtp 2000-2100,
4000-4100 す。値の範囲は 2000～ 65535です。指定した範囲に

一致しない値について照合するには、notキーワード
を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

RoCEを使用するアプリケーションを対象とするUDP
ポート番号の下限と上限に基づいてパケットを照合

match [not] ip roce udp-port-value

例：

Step 4

することによって、トラフィッククラスを設定しまswitch(config-cmap-qos)# match ip roce 3000-3100,
6000-6100 す。値の範囲は 2000～ 65535です。指定した範囲に

一致しない値について照合するには、notキーワード
を使用します。

ip roceと ip rtpが同じポート番号と一致す
るように設定されている場合、interface-type
コマンドを使用すると、ip rtpだけが表示さ
れます。show policy-map interface type qos
RTPと RoCEの両方にヘルプ文字列を使用
すると、推奨範囲が表示されますが、（要

件に基づいて）推奨範囲外の値を指定する

こともできます。

（注）

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

exit

例：

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

Step 5

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、RTPクラスマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show class-map class_rtp

分類設定の確認
クラスマップ設定を確認するには、show class-mapコマンドを使用します。このコマンドによっ
て、すべてのクラスマップが表示されます。

分類の設定例
次に、2つのクラスのトラフィックについて分類を設定する例を示します。
class-map class_dscp
match dscp af21, af32
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exit
class-map class_cos
match cos 4, 5-6
exit
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第 7 章

マーキングの設定

•マーキングについて（85ページ）
•マーキングの前提条件（87ページ）
•マーキングに関するガイドラインと制約事項（87ページ）
•マーキングの設定（89ページ）
•マーキング設定の確認（98ページ）
•マーキングの設定例（98ページ）

マーキングについて
マーキングは、着信および発信パケットのQuality of Service（QoS）フィールドを変更するために
使用する方式です。マーキングが可能な QoSフィールドは、レイヤ 3では IP precedence、および
DiffServコードポイント（DSCP）です。QoSグループはシステムにとってローカルなラベルで、
中間マーキング値を割り当てることができます。QoSグループのラベルを使用して、出力スケ
ジューリングを決定できます。

マーキングのコマンドは、ポリシーマップ内で参照されるトラフィッククラスで使用できます。

次の表に、設定できるマーキング機能を示します。

表 29 :設定可能なマーキング機能

説明マーキング機能

レイヤ 3 DSCP。DSCP

レイヤ 3の IP precedence。

IP precedenceでは、タイプオブサー
ビス（ToS）フィールドの下位 3ビッ
トだけが使用されます。TOSフィール
ドの最初の3ビットはデバイスによっ
て 0に上書きされます。

（注）

IP precedence
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説明マーキング機能

システム内部で操作および照合できる、ローカ

ルで有効な QoS値。範囲は 0～ 3です。
QoSグループ

マーキングのステータスは着信パケットに適用

されます。

受信側

レイヤ 2 VLAN IDCoS

信頼境界

信頼境界は、ネットワークの境界を形成します。ネットワークはスイッチのマーキングを信頼し

ます（オーバーライドしません）。

受信インターフェイスは信頼境界を以下のように実行します。

•すべてのファイバチャネルおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスは、FCoEシステ
ムクラスに自動的に分類されます。

•デフォルトでは、すべてのイーサネットインターフェイスは信頼できるインターフェイスで
す。802.1pサービスクラス（CoS）値でタグ付けされたパケットは、パケット内の値を使用
して、システムクラスに分類されます。

• 802.1p CoS値でタグ付けされていないパケットは、デフォルトのドロップシステムクラスに
分類されます。タグなしパケットがトランク上で送信される場合、このパケットにはデフォ

ルトのタグなし CoS値 0がタグ付けされます。

•イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルのデフォルトのタグなしCos値は上書
きできます。

システムがタグなしパケットに正しい CoS値を適用すると、QoSは新しく定義されたクラスに
従ってパケットを処理します。

動作のクラス

ルーテッドユニキャストトラフィックの場合、CoS値は使用できず、パケットにはDiffServコー
ドポイント（DSCP）値のみが含まれます。ブリッジドユニキャストトラフィックの場合、CoS
値は、802.1qヘッダーで受信した CoS値からコピーされます。レイヤ 2アクセスリンクでは、ト
ランクヘッダーがないことに注意してください。このため、トラフィックがアクセスポートで受

信されてブリッジされる場合、そのトラフィックは CoS 0でスイッチを入力します。DSCP値は
変更されませんが、パケットは望ましい優先度を取得しないことがあります。CoS値またはDSCP
値を手動で設定する QoSポリシーにより、ポリシーマップで CoS値を手動で設定できます。

ルーテッドマルチキャストトラフィックは、ルーテッドユニキャストトラフィックと同様のCoS
値を取得します。ブリッジドマルチキャストトラフィックの場合、動作はレイヤ3の状態によっ
て決まります。マルチキャストグループにレイヤ 3ステートがない場合、CoSはブリッジドユニ
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キャストトラフィックと同様に取得されます。マルチキャストグループにレイヤ 3ステートがあ
る場合、ルーテッドユニキャストトラフィックと同様に CoSが取得されます。

トラフィックが受信される VLANのスイッチ仮想インターフェイス（SVI）でスパースモードの
Protocol Independent Multicast（PIM）をイネーブルにすると、PIMはマルチキャストトラフィック
の S、Gエントリを作成します。

（注）

表 30 :トラフィックタイプごとの CoS動作

CoSの動作Traffic Type

変更なしルーテッドユニキャスト

変更なしブリッジドユニキャスト

ToSの 3 MSBからコピールーテッドマルチキャスト

ToSの 3 MSBからコピーグループのレイヤ 3ステートのブリッジドマルチキャスト

変更なしグループにレイヤ 3状態がないブリッジドマルチキャスト

トラフィックタイプごとの CoS動作は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサ
ポートされていません。

（注）

マーキングの前提条件
分類の前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

マーキングに関するガイドラインと制約事項
マーキングの設定時のガイドラインと制約事項は次のとおりです。

• showコマンド（internalキーワード付き）はサポートされていません。

•出力 QoSポリシーは、サブインターフェイスではサポートされません。

• set qos-groupコマンドは入力ポリシーでのみ使用できます。
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QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その
QoSポリシーマップ内のマーキング命令を入力パケットに適用できま
す。入力を選択するには、コマンドでキーワードを指定します。
inputservice-policy

（注）

詳細については、QoSポリシーアクションの付加および消去の項を参照してください。

• FEX QoSポリシーは FEXホストインターフェイス（HIF）をサポートします。

FEXホストインターフェイスは、Cisco Nexus 9508スイッチではサポー
トされていません。

（注）

• QoS TCAMカービングは、ALE（アプリケーションリーフエンジン）対応スイッチでサ
ポートされます。

• FEX QoSポリシーは set qos-groupコマンドのみをサポートします。その他のマーキング
コマンドはサポートされていません。

set qos-group 0はクラスのデフォルトとして予約されています。ユーザ
定義のクラスでは設定できません。

（注）

• QoSグループの一致がサポートされます。

•出力パケットのスケジューリングには、インターフェイスレベルの出力QoSポリシーを100G
ポートに適用する必要があります。出力 QoSポリシーが 100Gポートに設定されていない場
合、すべての出力パケットトラフィックはデフォルトキュー（Qos-group 0）を通過します。

100Gポートの出力 QoSポリシーは、N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載した
Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチ、または Cisco Nexus
9408PC-CFP2ラインカードを搭載したCisco Nexus 9500プラットフォー
ムスイッチにのみ適用されます。他のすべての 100G Cisco Nexusシリー
ズスイッチでは、出力 QoSポリシーは必須ではありません。

（注）

• BPDU、ルーティングプロトコルパケット、LACP/CDP/BFD、GOLDパケット、収集トラ
フィック、管理トラフィックなどの制御トラフィックは、基準に基づいて自動的に制御グルー

プに分類されます。これらのパケットは qos-group 8に分類され、他のトラフィックよりも厳
密に絶対プライオリティが高くなります。これらのパケットには専用のバッファプールも割

り当てられるため、データトラフィックの輻輳が制御トラフィックに影響を与えることはあ

りません。制御 qos-groupトラフィック分類は変更できません。
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•スパントラフィックは自動的に qos-group 9に分類され、絶対低優先順位でスケジュールされ
ます。

•出力QoSポリシーは、Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチではサポートされません。

• QoSマーキングポリシーはサブインターフェイスで有効にできます。

• Cisco NX-OSリリース 10.1(2)以降、マーキング設定は N9K-X9624D-R2および
N9K-C9508-FM-R2プラットフォームスイッチでサポートされます。

マーキングの設定
ポリシーマップ内で 1つまたは複数のマーキング機能を組み合わせることにより、QoS値の設定
を制御できます。次に、インターフェイス上の着信パケットまたは発信パケットのいずれかにポ

リシーを適用できます。

コマンドを使用したあと、コマンドの残りの部分を追加する前に、Enterキーを押さないでくださ
い。set setキーワードを入力した直後に Enterを押すと、QoSの設定を続けることができなくな
ります。

（注）

DSCPマーキングの設定
IPヘッダーの DiffServフィールドの上位 6ビットで、DSCP値を指定の値に設定できます。次の
表に示す標準の DSCP値のほか、0～ 63の数値も入力できます。

表 31 :標準の DSCP値

DSCP値のリストValue

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12

AF13 dscp（001110）：10進値 14af13

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af32

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33
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DSCP値のリストValue

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

DSCPの詳細については、Request For Comments（RFC）2475を参照してください。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name

3. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. set dscp dscp-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name

例：

Step 2

マップモードを開始します。ポリシーマップ名にswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース
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目的コマンドまたはアクション

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before
before-class-name]

例：

Step 3

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定し
ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加さswitch(config-pmap-qos)# class class1

switch(config-pmap-c-qos)# れます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致して

いないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

DSCP値をdscp-valueに設定します。標準値は、前の
「標準の DSCP値」表に示されています。

set dscp dscp-value

例：

Step 4

QoSポリシーを VLAN設定レベルで適用した場合、
DSCP値は 3つの最も重要な DSCPビットからのブ

switch(config-pmap-c-qos)# set
dscp af31

リッジドトラフィックおよびルーテッドトラフィッ

クに対する CoS値を導き出します。

例

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

IP Precedenceマーキングの設定
IPヘッダーの IPv4サービスタイプ（ToS）フィールドのビット 0～ 2にある IP precedenceフィー
ルドの値を設定できます。

このクラスに一致するパケットの場合、ToSフィールドの最後の 3ビットはデバイスによって 0
に上書きされます。

（注）

表 32 :優先順位値

優先順位値のリストValue

IP precedence値0～7

クリティカル優先順位（5）クリティカル

フラッシュ優先順位（3）flash
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優先順位値のリストValue

フラッシュオーバーライド優先順位（4）flash-override

即時優先順位（2）即時

インターネットワークコントロール優先順位

（6）
インターネット

ネットワークコントロール優先順位（7）ネットワーク

プライオリティ優先順位（1）プライオリティ

ルーチン優先順位（0）routine

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name

3. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. set precedence precedence-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map [type qos] [match-first] policy-map-name

例：

Step 2

マップモードを開始します。ポリシーマップ名にswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before
before-class-name]

例：

Step 3

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定し
ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加さ

れます。
switch(config-pmap-qos)# class class1
switch(config-pmap-c-qos)#

IP precedence値を precedence-valueに設定します。値
の範囲は 0～ 7です。前述の「precedence値」表に示
す値のいずれか 1つを入力できます。

set precedence precedence-value

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set precedence 3

Step 4
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例

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

CoSマーキングの設定
IEEE 802.1QヘッダーのVLAN IDタグフィールドの上位 3ビットにある CoSフィールドの値を設
定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] [qos-policy-map-name | qos-dynamic]
3. class [type qos] {class-map-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. set cos cos-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

policy-map [type qos] [match-first] [qos-policy-map-name
| qos-dynamic]

例：

Step 2

リシーマップモードを開始します。ポリシーマップ

名には、アルファベット、ハイフン、またはアンダーswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# スコア文字を含めることができます。ポリシーマッ

プ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで
設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

class [type qos] {class-map-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 3

す。insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指
定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追switch(config-pmap-qos)# class class1

switch(config-pmap-c-qos)# 加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致

していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

CoS値を cos-valueに設定します。値の範囲は 0～ 7
です。

set cos cos-value

例：

Step 4

switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)#
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例

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

FEX用 CoSマーキングの設定

FEXの CoSマーキング機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートさ
れていません。

（注）

FEXのサービスクラス（CoS）に基づいてトラフィックをマーキングできます。

始める前に

FEXを設定する前に、feature-set fexをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] [qos-policy-map-name | qos-dynamic]
3. class [type qos] {class-map-name | class-default} [insert-before before-class-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

policy-map [type qos] [match-first] [qos-policy-map-name
| qos-dynamic]

例：

Step 2

リシーマップモードを開始します。ポリシーマップ

名には、アルファベット、ハイフン、またはアンダーswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# スコア文字を含めることができます。ポリシーマッ

プ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで
設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

class [type qos] {class-map-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 3

す。insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指
定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追switch(config-pmap-qos)# class class1

switch(config-pmap-c-qos)# 加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致
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目的コマンドまたはアクション

していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

例

次に、CoSクラスマップ設定の設定方法の例を示します。

switch# conf t
switch(config)# policy-map type qos setpol
switch(config-pmap-qos)# class cos6
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 3
switch(config-pmap-qos)# class cos3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2
switch(config-pmap-qos)# class cos1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-qos)# class class-default

DSCPポートマーキングの設定
指定した入力ポリシーマップで定義されているトラフィックの各クラスについて、DSCP値を設
定できます。

デバイスのデフォルトの動作では、DSCP値は保存（つまり、DSCPは信頼）されます。ポートを
非信頼にするには、DSCP値を変更します。QoSポリシーを設定して、指定したインターフェイ
スにそのポリシーを付加しない限り、DSCP値は保存されます。

•各方向について各インターフェイスに付加できるポリシータイプqosマップは1つだけです。

• DSCP値は、Cisco NX-OSデバイスのレイヤ 3ポートで信頼されています。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]
3. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. set dscp-value

5. exit
6. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
7. set dscp-value

8. exit
9. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
10. set dscp-value

11. exit
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12. interface ethernet slot/port

13. service-policy [type qos] {input} | {output } {policy-map-name} [no-stats]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリ

policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]

例：

Step 2

シーマップモードを開始します。ポリシーマップswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# 名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文
字まで設定できます。

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 3

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定
しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加switch(config-pmap-qos)# class class1

switch(config-pmap-c-qos)# されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致し

ていないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値は、
「DSCPマーキングの設定」の項の「標準の DSCP
値」表に示されています。

set dscp-value

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set dscp af31

Step 4

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Step 5

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 6

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定
しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加switch(config-pmap-qos)# class class2

switch(config-pmap-c-qos)# されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致し

ていないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値は、
「DSCPマーキングの設定」の項の「標準の DSCP
値」表に示されています。

set dscp-value

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set dscp af1

Step 7

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Step 8

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 9

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定
しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加switch(config-pmap-qos)# class class-default

switch(config-pmap-c-qos)# されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致し

ていないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値は、
「DSCPマーキングの設定」の項の「標準の DSCP
値」表に示されています。

set dscp-value

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set dscp af22
switch(config-pmap-c-qos)#

Step 10

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Step 11

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

イーサネットインターフェイスを設定するためにイ

ンターフェイスモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

Step 12

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

policy-map-nameをインターフェイスの入力パケット
に追加します。インターフェイスに付加できるの

service-policy [type qos] {input} | {output }
{policy-map-name} [no-stats]

例：

Step 13

は、1つの入力ポリシーおよび 1つの出力ポリシー
だけです。switch(config-if)# service-policy input policy1

例

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1
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マーキング設定の確認
マーキングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

すべてのポリシーマップを表示します。show policy-map

マーキングの設定例
次に、マーキングの設定例を示します。

configure terminal
policy-map type qos untrust_dcsp
class class-default
set precedence 3
set qos-qroup 3
set dscp 0
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第 8 章

ポリシングの設定

•ポリシングについて（99ページ）
•共有ポリサー（100ページ）
•ポリシングの前提条件（100ページ）
•ポリシングのガイドラインと制約事項（101ページ）
•ポリシングの設定（104ページ）
•共有ポリサーの設定（114ページ）
•ポリシング設定の確認（116ページ）
•ポリシングの設定例（116ページ）

ポリシングについて
ポリシングとは、トラフィックの特定のクラスについて、データレートをモニタリングすること

です。データレートがユーザ設定値を超えると、ただちにパケットのマーキングまたはドロップ

が発生します。ポリシングではトラフィックがバッファリングされないため、伝搬遅延への影響

はありません。トラフィックがデータレートを超えた場合に、パケットをドロップするかパケッ

ト内のQuality of Service（QoS）フィールドをマーキングするかを、ユーザがシステムに指示しま
す。

シングルレートおよびデュアルレートのポリサーを定義できます。

シングルレートポリサーは、トラフィックの認定情報レート（CIR）を監視します。デュアルレー
トポリサーは、CIRと最大情報レート（PIR）の両方を監視します。また、システムは、関連す
るバーストサイズもモニタします。指定したデータレートパラメータに応じて、適合（グリー

ン）、超過（イエロー）、違反（レッド）の 3つのカラー、つまり条件が、パケットごとにポリ
サーによって決定されます。

各条件について設定できるアクションは1つだけです。たとえば、最大200ミリ秒のバーストで、
256,000 bpsのデータレートに適合するように、クラス内のトラフィックをポリシングするとしま
す。この場合、システムは、このレートの範囲内のトラフィックに対して適合アクションを適用

し、このレートを超えるトラフィックに対して違反アクションを適用します。

ポリサーの詳細については、Request For Comments（RFC）2697および RFC 2698を参照してくだ
さい。
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共有ポリサー

共有ポリサー機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0（3）F3（3）以降の7.0（3）F3（x）
リリース）でのみサポートされます。

（注）

QoSでは、一致したトラフィック内のすべてのフローに対して、共有ポリサー内で指定された帯
域幅上限が累積的に適用されます。共有ポリサーによって、同一のポリサーが複数のインターフェ

イスに同時に適用されます。

たとえば、VLAN 1および VLAN 3上のすべての Trivial File Transfer Protocol（TFTP）トラフィッ
クフローについて 1 Mbpsを許可するように共有ポリサーを設定した場合、デバイスでは、VLAN
1および VLAN 3上で結合されるすべてのフローについて、TFTPトラフィックが 1 Mbpsに制限
されます。

共有ポリサーを設定する際の注意事項を次に示します。

•名前付き共有ポリサーを作成するには、qos shared-policerコマンドを入力します。共有ポリ
サーを作成し、その共有ポリサーを使用するポリシーを作成して、そのポリシーを複数の入

力ポートに付加した場合、デバイスでは、その付加先となっているすべての入力ポートから

の一致するトラフィックがポリシングされます。

•共有ポリサーはポリシングコマンドの中のポリシーマップクラスで定義します。名前付き
共有ポリサーを複数の入力ポートに付加した場合、デバイスでは、その付加先となっている

すべての入力ポートからの一致するトラフィックがポリシングされます。

•共有ポリサーはモジュールごとに独立して機能します。

•共有ポリサーが、異なるコアまたはインスタンスにまたがるメンバーポートを持つインター
フェイスまたは VLANに適用される場合、レートは設定された CIRレートの 2倍になりま
す。

•共有ポリサーに関する情報を表示するには、show qos shared-policer [type qos] [policer-name]
コマンドを使用します。

ポリシングの前提条件
ポリシングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。
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ポリシングのガイドラインと制約事項

スケールの情報については、リリース特定の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability

Guide』を参照してください。

（注）

共通

次に、すべてのポリサーに共通するガイドラインと制限事項を示します。

•キーワードが付いているコマンドはサポートされていません。 show internal

•適用ポリシングは各モジュールで個別に実行されます。したがって、複数のモジュールに分
散しているトラフィックに適用される QoS機能に影響を与える場合があります。このような
QoS機能の例を次に示します。

•ポートチャネルインターフェイスに適用されたポリサー。

• VLANに適用されるポリサー。

• e-qos-liteでダブル幅またはシングル幅の TCAMを使用する場合、ポリシングでは違反および
非違反統計情報のみがサポートされます。

•オプションのキーワードを使用すると、no-statsは統計情報をディセーブルにし、適用可能な
ポリシーが共有されるようにします。

• set qos-group コマンドは入力ポリシーだけで使用できます。

• Cisco NX-OSリリース 10.1(2)以降、ポリシング設定は N9K-X9624D-R2および
N9K-C9508-FM-R2プラットフォームスイッチでサポートされます。R2では、ポリシングの
マークダウンアクションはサポートされていません。

入力ポリシング

次に、入力ポリシングのガイドラインと制限事項を示します。

•入力方向のすべてのポリサーで、同じモードを使用する必要があります。

• QoS入力ポリサーは、サブインターフェイスでイネーブルにできます。

出力ポリシング

次に、送信側ポリシングのガイドラインと制限事項を示します。

•出力QoSポリシングは Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで次のラインカードを使
用してサポートされています。

• Cisco Nexus 9636C-R
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• Cisco Nexus 9636Q-R

• Cisco Nexus 9636C-RX

• Cisco Nexus 96136YC-R

•出力 RACL機能は、Cisco Nexus 9508スイッチではサポートされていません。

• CPUで生成されたトラフィックの出力QoSポリシー統計情報は、次のものではサポートされ
ません。

• Cisco Nexus 9200、9300-EXおよび 9300-FXプラットフォームスイッチ

•次のラインカードを備えた Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9732C-EX

• Cisco Nexus 9736C-EX

• Cisco Nexus 97160YC-EX

• Cisco Nexus 9736C-FX

•出力方向で正常にアタッチできるポリサーの総数は、qos-lite TCAMリージョンのサイズの半
分だけです。

•出力RACLと出力QoSを同時に適用する場合は、どちらか一方の統計情報のみを有効にする
ことができます。両方を有効にすることはできません。

•出力ポリシング機能は、Top-of-Rack（ToR）プラットフォームのALEアップリンクポートで
の出力 QoSポリサーをサポートしません。

•出力QoSを使用する場合は、適切な一致基準を使用してデータトラフィックを照合すること
を推奨します。permit ip any anyなどの一致基準は使用しないでください。

•出力方向の違反パケットに対する注釈アクションは、次の Cisco Nexus 9000 -EXプラット
フォームスイッチおよびラインカードではサポートされません。

• Cisco Nexus 93180YC-EX

• Cisco Nexus 93108TC-EX

• Cisco Nexus 9736C-EX

• Cisco Nexus 97160YC-EX

• Cisco Nexus 9732C-EX

出力方向の違反に対するドロップアクションのみをサポートします。

• L2POの VLAN出力 QoSおよび出力 QoSは、次の Cisco Nexus 9000 EXベースのラインカー
ドではサポートされません。

• Cisco Nexus 97160YC-EX

• Cisco Nexus 9732C-EX
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• Cisco Nexus 9736C-EX

•出力 QoSポリシーは、サブインターフェイスではサポートされません。

• Cisco Nexus 9504プラットフォームスイッチでは、次の出力 QoSポリシーはサポートされま
せん。

•サブインターフェイス

•サブインターフェイスが設定された物理インターフェイス

•出力QoSポリシーは、Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチではサポートされません。

1レート 2カラーおよび 2レート 3カラーポリシング

1レート 2カラー（1R2C）および 2レート 3カラー（2R3C）ポリシングのガイドラインと制限事
項は次のとおりです。

• 2レート 3カラーのポリサーは、Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチではサポートさ
れません。

•次の Cisco Nexus 9000 -EXおよび -FXプラットフォームスイッチおよびラインカードでは、
出力方向の 1R2Cポリシングのみがサポートされます。

• Cisco Nexus 93180YC-EX

• Cisco Nexus 93108TC-EX

• Cisco Nexus 9736C-EX

• Cisco Nexus 97160YC-EX

• Cisco Nexus 9732C-EX

• Cisco Nexus 93108TC-FX

• Cisco Nexus 9348GC-FXP

• Cisco Nexus 9736C-FX

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチは、入力方向の 1R2Cポリシングのみをサポート
します。

共有ポリサー

次に、送信側ポリシングのガイドラインと制限事項を示します。

•異なるコアまたはインスタンスにまたがるメンバーポートを持つインターフェイスまたは
VLANに共有ポリサーを適用すると、レートは設定された CIRレートの 2倍になります。
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ポリシングの設定
シングルレートまたはデュアルレートのポリサーを設定できます。

入力ポリシングの設定

QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その QoSポリシーマップ内の
ポリシング命令を入力パケットに適用できます。入力を選択するには、コマンドでキーワードを

指定します。inputservice-policyインターフェイスに対する QoSポリシーアクションの付加およ
び消去については、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（CLI）の使用」の項を参
照してください。

入力ポリシングの設定

出力ポリシング機能は、Cisco Nexus 9736C-FX、93108TC-FX、および 9348GC-FXPなどの Cisco
Nexus 9000 -FXプラットフォームスイッチおよびラインカードでのみサポートされます。

（注）

出力QoSポリシングはCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで次のラインカードを使用し
てサポートされています。

• Cisco Nexus 9636C-R

• Cisco Nexus 9636Q-R

• Cisco Nexus 9636C-RX

• Cisco Nexus 96136YC-R

（注）

QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その QoSポリシーマップ内の
ポリシング命令を入力または出力パケットに適用できます。出力または入力を選択するには、コ

マンドで inputキーワードまたは outputキーワードを指定します。service-policy

始める前に

•ポリシングを設定する前に、出力 QoSの TCAMリージョンを分割する必要があります。

•インターフェイスに対するQoSポリシーアクションの付加および消去については、「モジュ
ラ QoSコマンドラインインターフェイス（CLI）の使用」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
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2. policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]
3. class [type qos] {class-map-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent cir-link-percent} [bc committed-burst-rate ] [conform

{transmit | set-prec-transmit | set-dscp-transmit | set-cos-transmit | set-qos-transmit} [ exceed { drop
}[ violate {drop | set-cos-transmit | set-dscp-transmit | set-prec-transmit | set-qos-transmit }]]}

5. exit
6. exit
7. show policy-map [type qos] [policy-map-name | qos-dynamic]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]

例：

Step 2

マップモードを開始します。ポリシーマップ名にswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

class [type qos] {class-map-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 3

す。insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指
定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追switch(config-pmap-qos)# class class-default

switch(config-pmap-c-qos)# 加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致

していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合として
ポリシングします。データレートが <= cirの場合、

police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent
cir-link-percent} [bc committed-burst-rate ] [conform
{transmit | set-prec-transmit | set-dscp-transmit |

Step 4

conformアクションが選択されます。アクションは、
set-cos-transmit | set-qos-transmit} [ exceed { drop }[

「Exceedまたは Violateに対するポリサーアクショviolate {drop | set-cos-transmit | set-dscp-transmit |
set-prec-transmit | set-qos-transmit }]]} ン」表、および「Conformに対するポリサーアクショ

ン」表で説明します。データレートとリンク速度に
例： ついては、「policeコマンドのデータレート」表と
switch(config-pmap-qos)# policy-map type qos
egressqos

「policeコマンドのバーストサイズ」表で説明しま
す。詳細については、1レートおよび 2レート、2カswitch(config-pmap-qos)# class class-default

ラーおよび 3カラーのポリシングの設定を参照して
ください。

switch(config-pmap-c-qos)# police [ cir]
{committed-rate [data-rate] | percent
cir-link-percent}
[ bc committed-burst-rate][ conform { transmit |
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目的コマンドまたはアクション

次に、violateの dropオプションについて説明しま
す。

set-prec-transmit | set-dscp-transmit |
set-cos-transmit |
set-qos-transmit}] [ violate { drop}]}
switch(config-pmap-c-qos)# exit

• set-cos-transmit：dscpを設定して送信します。switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

• set-prec-transmit：precedenceを設定して送信しま
す。

• set-qos-transmit：qos-groupを設定して送信しま
す。

cir ppsの場合、パケットサイズは 64バイ
トです。したがって、ppsから bpsへの変
換は 64*8です。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ポリシーマップモードを開始します。

exit

例：

Step 5

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 6

switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのタイプ qosのポリシーマップに
ついて情報を表示します。

show policy-map [type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

例：

Step 7

switch(config)# show policy-map type qos egressqos

例：

switch(config)# policy-map type qos egressqos
class class-default
police cir 10 mbs bc 200 ms conform transmit
violate drop

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

1レートおよび 2レート、2カラーおよび 3カラーのポリシングの設定
デバイスによって作成されるポリサーのタイプは、policeコマンドの組み合わせに基づきます。
これらのコマンド引数について、次の「policeコマンドの引数」表で説明します。
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1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirとでまったく同じ値を指定する必要
があります。

（注）

1レート 2カラーのポリサー（違反のマークダウンアクションあり）はサポートされません。（注）

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチは、1レート 2カラーポリシングのみをサポートします。（注）

表 33 : policeコマンドの引数

説明引数

CIR（つまり、望ましい帯域幅）を、ビットレート、またはリンクレートの
割合として指定します。cirは必須ですが、引数そのものは省略可能です。値
の範囲は 1～ 80000000000です。ポリシング値の範囲は 8000～ 80 Gbpsで
す。

cir

レートを、インターフェイスレートの割合として指定します。値の範囲は 1
～ 100です。

percent

cirを超過できる量を、ビットレート、または cir時の時間量として指定しま
す。設定済みのレートで、デフォルトのトラフィックは 200ミリ秒です。デ
フォルトのデータレートの単位はバイトです。

bc

PIRを、PIRビットレート、またはリンクレートの割合として指定します。
デフォルトはありません。値の範囲は 1～ 80000000000です。ポリシング値
の範囲は 8000 bps～ 480 Gbpsです。割合値の範囲は 1～ 100%です。

pir

pirを超過できる量を、ビットレート、または pir時の時間量として指定しま
す。bc値を指定しない場合のデフォルトは、設定されたレートで 200ミリ秒
のトラフィックです。デフォルトのデータレートの単位はバイトです。

pirの値は、デバイスによってこの引数が表示される前に指定する必
要があります。

（注）

be

トラフィックのデータレートが制限内に収まっている場合に実行される単一

のアクション。基本的なアクションは、transmit、または以下の「conformに
対するポリサーアクション」表に示されている setコマンドの 1つです。デ
フォルトは transmitです。

conform
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説明引数

トラフィックのデータレートが超過した場合に実行される単一のアクショ

ン。基本的なアクションは、廃棄またはマークダウンです。デフォルトは廃

棄です。

exceed

トラフィックのデータレートが設定済みのレート値に違反した場合に実行さ

れる単一のアクション。基本的なアクションは、廃棄またはマークダウンで

す。デフォルトは廃棄です。

violate

前述の「policeコマンドの引数」表の引数はすべて省略可能ですが、cirの値を指定する必要があ
ります。ここでは、cirはその値を示しており、必ずしもキーワードそのものを示しているわけで
はありません。これらの引数と、その結果得られるポリサーのタイプとアクションの組み合わせ

を、以下の「police引数の有無から得られるポリサーのタイプおよびアクション」表に示します。

表 34 : policeの引数の有無から得られるポリサーのタイプおよびアクション

ポリサーのアクションポリサータイプpoliceの引数の有無

<= cir, conform; else violate1レート、2カラーcir（ただし pir、be、また
は violateはなし）

<= cir, conform; <= pir, exceed; else violate2レート、3カラーcirおよび pir

指定できるポリサーアクションを、次の「Exceedまたは Violateに対するポリサーアクション」
表と「conformに対するポリサーアクション」表で説明します。

Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)以降）では、ドロップアクションと送信アクショ
ンのみがサポートされます。

（注）

表 35 : Exceedまたは Violateに対するポリサーアクション

説明アクション

パケットをドロップします。このアクションは、パケットがパラ

メータを超過した場合またはパラメータに違反した場合にだけ使

用できます。

drop

CoSを設定し、パケットを送信します。set-cos-transmit

DSCPを設定し、パケットを送信します。set-dscp-transmit

precedenceを設定し、パケットを送信します。set-prec-transmit

qos-groupを設定し、パケットを送信します。set-qos-transmit
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表 36 : Conformに対するポリサーアクション

説明アクション

パケットを送信します。このアクションは、パケットがパラメー

タに適合している場合にだけ使用できます。

transmit

IP precedenceフィールドを指定した値に設定して、パケットを送信
します。このアクションは、パケットがパラメータに適合してい

る場合にだけ使用できます。

set-prec-transmit

Diffservコードポイント（DSCP）フィールドを、指定した値に設
定して、パケットを送信します。このアクションは、パケットが

パラメータに適合している場合にだけ使用できます。

set-dscp-transmit

サービスクラス（CoS）フィールドを、指定した値に設定して、
パケットを送信します。このアクションは、パケットがパラメー

タに適合している場合にだけ使用できます。

set-cos-transmit

QoSグループ内部ラベルを指定した値に設定して、パケットを送
信します。このアクションは、入力ポリシーでだけ使用でき、パ

ケットがパラメータに適合している場合にだけ使用できます。

set-qos-transmit

ポリサーは、指定したパラメータに対して超過または違反となっているパケットだけをドロップ

またはマークダウンできます。パケットのマークダウンについては、マーキングの設定（89ペー
ジ）を参照してください。ます。

（注）

policeコマンドで使用されるデータレートについて、次の「policeコマンドのデータレート」表
で説明します。

表 37 : policeコマンドのデータレート

Description利率

ビット/秒（デフォルト）bps

1,000ビット/秒kbps

1,000,000ビット/秒mbps

1,000,000,000ビット/秒gbps

policeコマンドで使用されるバーストサイズについて、次の「policeコマンドのバーストサイズ」
表で説明します。
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表 38 : policeコマンドのバーストサイズ

Descriptionスピード

bytesbytes

1,000バイトkbytes

1,000,000バイトmbytes

millisecondsミリ秒

マイクロ秒マイクロ秒

.

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]
3. class [type qos] {class-map-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent cir-link-percent} [bc committed-burst-rate

[link-speed]][pir] {peak-rate [data-rate] | percent cir-link-percent} [be peak-burst-rate [link-speed]]
[conform {transmit | set-prec-transmit | set-dscp-transmit | set-cos-transmit | set-qos-transmit}
[exceed {drop} [violate {drop | set-cos-transmit | set-dscp-transmit | set-prec-transmit |
set-qos-transmit}]]}

5. [ violate {drop | set-cos-transmit | set-dscp-transmit | set-prec-transmit | set-qos-transmit}]
6. exit
7. exit
8. show policy-map [type qos] [policy-map-name | qos-dynamic]
9. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]

例：

Step 2

マップモードを開始します。ポリシーマップ名にswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。
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目的コマンドまたはアクション

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

class [type qos] {class-map-name | class-default}
[insert-before before-class-name]

例：

Step 3

す。insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指
定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追switch(config-pmap-qos)# class class-default

switch(config-pmap-c-qos)# 加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致

していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合として
ポリシングします。データレートが cir以下の場合

police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent
cir-link-percent} [bc committed-burst-rate [link-speed]][pir]
{peak-rate [data-rate] | percent cir-link-percent} [be

Step 4

に conformアクションが実行されます。beおよびpir
peak-burst-rate [link-speed]] [conform {transmit |

が指定されていない場合、他のすべてのトラフィッset-prec-transmit | set-dscp-transmit | set-cos-transmit
クが violateアクションを実行します。beまたは| set-qos-transmit} [exceed {drop} [violate {drop |
violateを指定した場合は、データレートが≤ならばset-cos-transmit | set-dscp-transmit | set-prec-transmit

| set-qos-transmit}]]} アクションが実行され、それ以外ならばアクション

が実行されます。exceed pir violateアクションについ
ては、「Exceedまたは Violateに対するポリサーア
クション」表と「conformに対するポリサーアクショ
ン」で説明します。データレートとリンク速度につ

いては、「policeコマンドのデータレート」表と
「policeコマンドのバーストサイズ」表で説明しま
す。

set-cos-transmit：cosを設定して送信します。[ violate {drop | set-cos-transmit | set-dscp-transmit |
set-prec-transmit | set-qos-transmit}]

Step 5

set-dscp-transmit：dscpを設定して送信します。

set-prec-transmit：優先順位を設定して送信します。

set-qos-transmit：qos-groupを設定して送信します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ポリシーマップモードを開始します。

exit

例：

Step 6

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 7

switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのタイプ qosのポリシー
マップ、または選択したタイプ qosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

例：

Step 8

switch(config)# show policy-map
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。
switch# show policy-map policy1

マークダウンポリシングの設定

マークダウンポリシングとは、ポリシングされたデータレートに対してトラフィックが超過また

は違反している場合にパケット内のQoSフィールドを設定することです。マークダウンポリシン
グを設定するには、「ExceedまたはViolateに対するポリサーアクション」表と「conformに対す
るポリサーアクション」表で説明するポリシングアクションの setコマンドを使用します。

1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirとでまったく同じ値を指定する必要
があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]
3. class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before before-class-name]
4. police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent cir-link-percent} [[bc | burst] burst-rate [link-speed]]

[[be | peak-burst] peak-burst-rate [link-speed]] [conform conform-action [exceed [violate drop set dscp
dscp table pir-markdown-map]]}

5. exit
6. exit
7. show policy-map [type qos] [policy-map-name]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

policy-map-nameという名前のポリシーマップを作成
するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

policy-map [type qos] [match-first] [policy-map-name]

例：

Step 2

マップモードを開始します。ポリシーマップ名にswitch(config)# policy-map policy1
switch(config-pmap-qos)# は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

class-nameへの参照を作成し、ポリシーマップクラ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

class [type qos] {class-name | class-default} [insert-before
before-class-name]

例：

Step 3

insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指定し
ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加さswitch(config-pmap-qos)# class class-default

switch(config-pmap-c-qos)# れます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致して

いないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合として
ポリシングします。データレートが cir以下の場合

police [cir] {committed-rate [data-rate] | percent
cir-link-percent} [[bc | burst] burst-rate [link-speed]] [[be
| peak-burst] peak-burst-rate [link-speed]] [conform

Step 4

に conformアクションが実行されます。beおよびpir
conform-action [exceed [violate drop set dscp dscp table
pir-markdown-map]]} が指定されていない場合、他のすべてのトラフィッ

クが violateアクションを実行します。beまたは
violateを指定した場合は、データレートが≤ならば
アクションが実行され、それ以外ならばアクション

が実行されます。exceedpirviolateアクションについ
ては、「Exceedまたは Violateに対するポリサーア
クション」表と「conformに対するポリサーアクショ
ン」で説明します。データレートとリンク速度につ

いては、「policeコマンドのデータレート」表と
「policeコマンドのバーストサイズ」表で説明しま
す。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ポリシーマップモードを開始します。

exit

例：

Step 5

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 6

switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのタイプ qosのポリシー
マップ、または選択したタイプ qosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos] [policy-map-name]

例：

switch(config)# show policy-map

Step 7
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

共有ポリサーの設定
共有ポリサー機能を使用すると、同じポリシングパラメータを複数のインターフェイスに同時に

適用できます。共有ポリサーを作成するには、ポリサーに名前を割り当て、指定したインターフェ

イスに付加したポリシーマップにそのポリサーを適用します。シスコの他のマニュアルでは、共

有ポリサーは名前付き集約ポリサーとも呼ばれています。

共有ポリサー機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)以降）でのみサポートされ
ます。

（注）

共有ポリサーが、異なるコアまたはインスタンスにまたがるメンバーポートを持つインターフェ

イスまたは VLANに適用される場合、cirレートは設定されたレートの 2倍になります。
（注）

共有ポリサーを設定するには、次の手順を実行します。

1. クラスマップを作成します。

2. ポリシーマップを作成します。

3. ここで説明する方法を使用して、ポリシーマップから共有ポリサーを参照します。

4. サービスポリシーをインターフェイスに適用します。

共有ポリサーで指定したレートは、サービスポリシーを適用したインターフェイスの数だけ共有

されます。共有ポリサーで指定するような独自の専用レートを各インターフェイスが指定するこ

とはありません。

（注）

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# qos shared-policer [type qos] shared-policer-name [cir] {committed-rate [data-rate] |

percent cir-link-percent} [bc committed-burst-rate [link-speed]] [pir] {peak-rate [data-rate] | percent
cir-link-percent} [be peak-burst-rate [link-speed]] {{conform conform-action [exceed {drop | set dscp
dscp table cir-markdown-map} [violate {drop | set dscp dscp table pir-markdown-map}]]}}
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3. switch(config)# policy-map [type qos] [match-first] {qos-policy-map-name | qos-dynamic}
4. switch(config-pmap-qos)# class [type qos] {class-map-name | qos-dynamic | class-default} [insert-before

before-class-map-name]
5. switch(config-pmap-c-qos)# police aggregate shared-policer-name
6. switch(config-pmap-c-qos)# exit
7. switch(config-pmap-qos)# exit

8. （任意） switch(config)# show policy-map [type qos] [policy-map-name | qos-dynamic]
9. （任意） switch(config)# copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

共有ポリサーを作成するか、共有ポリサーにアクセ

スします。共有ポリサー名には、アルファベット、

switch(config)# qos shared-policer [type qos]
shared-policer-name [cir] {committed-rate [data-rate] |
percent cir-link-percent} [bc committed-burst-rate

Step 2

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めること
[link-speed]] [pir] {peak-rate [data-rate] | percent

ができます。共有ポリサー名は大文字と小文字が区
cir-link-percent} [be peak-burst-rate [link-speed]]

別され、最大 40文字まで設定できます。cirをビッ{{conform conform-action [exceed {drop | set dscp dscp
ト数で、またはリンクレートの割合としてポリシンtable cir-markdown-map} [violate {drop | set dscp dscp

table pir-markdown-map}]]}} グします。データレートが ≤ cirならば、conformア
クションが実行されます。beおよび pirを指定しな
い場合は、他のすべてのトラフィックで violateアク
ションが実行されます。beまたはviolateを指定した
場合は、データレート ≤ pirならば exceedアクショ
ンが実行され、それ以外ならば violateアクションが
実行されます。

64バイトのパケットサイズが cir ppsの場
合に使用されます。これにより、64 * 8 pps
から bpsに変換されます。

（注）

cir-markdown-mapおよび pir-markdown-map
マップは、Cisco Nexus 9508スイッチ
（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされて
いません。

（注）

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)# policy-map [type qos] [match-first]
{qos-policy-map-name | qos-dynamic}

Step 3

リシーマップモードを開始します。ポリシーマップ

名には、アルファベット、ハイフン、またはアンダー

スコア文字を含めることができます。ポリシーマッ

プ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで
設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class [type qos]
{class-map-name | qos-dynamic | class-default}
[insert-before before-class-map-name]

Step 4

す。insert-beforeを使用して前に挿入するクラスを指
定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追

加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致

していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

ポリシーマップ内で shared-policer-nameへの参照を
作成します。

switch(config-pmap-c-qos)# police aggregate
shared-policer-name

Step 5

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ポリシーマップモードを開始します。

switch(config-pmap-c-qos)# exitStep 6

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# exitStep 7

設定済みのすべてのタイプ qosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップについ
て情報を表示します。

（任意） switch(config)# show policy-map [type qos]
[policy-map-name | qos-dynamic]

Step 8

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

（任意） switch(config)# copy running-config
startup-config

Step 9

例

次に、test1共有ポリサー設定を表示する例を示します。

switch# show qos shared-policer test1

ポリシング設定の確認
ポリシングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

ポリシーマップおよびポリシングについての情

報を表示します。

show policy-map

ポリシングの設定例
次に、1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。
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configure terminal
policy-map policy1
class one_rate_2_color_policer
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、DSCPマークダウンを使用して 1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法
の例を示します。

configure terminal
policy-map policy2
class one_rate_2_color_policer_with_dscp_markdown
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、共有ポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
qos shared-policer type qos udp_10mbps cir 10 mbps pir 20 mbps conform transmit exceed
set dscp dscp table cir-markdown-map violate drop
policy-map type qos udp_policy
class type qos udp_qos
police aggregate udp_10mbps
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第 9 章

キューイングおよびスケジューリングの設

定

•キューイングおよびスケジューリングについて（119ページ）
•クラスマップの変更（120ページ）
•輻輳回避（120ページ）
•輻輳管理（120ページ）
•明示的な混雑通知（ECN）（Explicit Congestion Notification）（120ページ）
•トラフィックシェーピング（124ページ）
•キューイングおよびスケジューリングの前提条件（125ページ）
•キューイングとスケジュール設定のガイドラインおよび制約事項（125ページ）
•キューイングおよびスケジューリングの設定（129ページ）
•輻輳管理の設定（139ページ）
•システムでのキューイングポリシーの適用（151ページ）
•キューイングおよびスケジューリングの設定の確認（152ページ）
• QoS共有バッファの制御（153ページ）
•ダイナミックバッファ共有の管理（153ページ）
• QoSパケットバッファのモニタリング（153ページ）
•キューイングおよびスケジューリングの設定例 （155ページ）

キューイングおよびスケジューリングについて
トラフィックのキューイングとは、パケットの順序を設定して、データの入力と出力の両方に適

用することです。デバイスモジュールでは複数のキューをサポートできます。これらのキューを

使用することで、さまざまなトラフィッククラスでのパケットのシーケンスを制御できます。ま

た、重み付けランダム早期検出（WRED）およびテールドロップしきい値を設定することもでき
ます。デバイスでは、設定したしきい値を超えた場合にだけパケットがドロップされます。

トラフィックのスケジューリングとは、トラフィックの一貫したフローを実現するために、パケッ

トを必要な頻度で定期的に出力することです。トラフィックのスケジューリングをさまざまなト
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ラフィッククラスに適用することで、プライオリティによってトラフィックに重み付けを行うこ

とができます。

キューイングおよびスケジューリングのプロセスによって、トラフィッククラスに割り当てられ

る帯域幅を制御することができるので、ネットワークにおけるスループットと遅延の望ましいト

レードオフを実現できます。

クラスマップの変更
システム定義のキューイングクラスマップが提供されます。

提供されるシステム定義のキューイングクラスマップを変更することはできません。（注）

輻輳回避
次の方式を使用して、デバイス上のトラフィックの輻輳を予防的に回避できます。

• TCPまたは非 TCPトラフィックにWREDを適用します。

• TCPまたは非 TCPトラフィックにテールドロップを適用します。

輻輳管理
出力パケットについては、次のいずれかの輻輳管理方式を選択できます。

•最小データレートをキューに割り当てる帯域幅を指定する方式。

•トラフィックのクラスに対して最小および最大データレートを強制する方式。これにより、
余分なパケットがキューに保持され、出力レートがシェーピングされます。

•トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオリティキューに割り当てる方式。
残りの帯域幅は、デバイスによって他のキュー間で分配されます。

輻輳管理の設定の詳細については、出力キューでのWREDの設定の項を参照してください。

明示的な混雑通知（ECN）（Explicit Congestion
Notification）

ECNはWREDの拡張で、平均キュー長が特定のしきい値を超えた場合にパケットをドロップせず
にマーキングします。WRED ECN機能を設定すると、ルータとエンドホストは、このマーキング
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をネットワークの輻輳によってパケットの送信速度が低下していることを示す警告として使用し

ます。

ECN機能は、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされていません。（注）

network-qosポリシークラスのWREDおよび ECNをイネーブルにすると、システムのすべての
ポートでWREDおよび ECNがイネーブルにされることを意味します。

（注）

拡張出力キュー（EOQ）では、帯域幅管理用の Approximate Fair-Drop（AFD）機能は常にイネー
ブルです。WREDの設定は EOQでは無視されます。EOQの設定はポートポリシー別ではなく、
システムキューイングポリシーに基づいています。

（注）

Approximate Fair Drop

Cisco Nexus 9508スイッチ（Cisco NX-OS Release NX-OS 7.0(3)F3(3)）では、近似フェアドロップ
はサポートされていません。

（注）

近似フェアドロップ（AFD）は、輻輳時に長寿命の大規模フロー（エレファントフロー）に作用
するアクティブキュー管理（AQM）アルゴリズムで、短フロー（マウスフロー）には影響しま
せん。

輻輳が発生すると、AFDアルゴリズムは、大規模なエレファントフローから確率的にパケットを
ドロップし、小規模なマウスフローには影響を与えずに、設定されたキューの望ましい値でキュー

の占有率を維持します。

パケットをドロップする確率は、入力時のフローの着信レート計算によって異なります。これは、

エレファントトラップ（ETrap）によって計算されます。

明示的輻輳通知機能（ECN）は、パケットをドロップする代わりに輻輳状態をマーキングするた
めに、特定のトラフィッククラスで AFDを使用できます。

エレファントトラップ（ETrap）

エレファントトラップ（ETrap）はフローを識別してハッシュし、ドロップ確率の計算のために
フローごとの到着レートを AFDに転送します。フローで受信したバイト数が Elephant trap
byte-count-thresholdで指定されたバイト数を超えると、フローはエレファントフローと見なされ
ます。

AFDアルゴリズムは、エレファントフローとして認定されたフローにのみ適用できます。マウス
フローは保護されており、AFDドロップの影響を受けません。
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フローが引き続きエレファントフローであるためには、設定されたタイマー期間に設定された

bw_thresholdのバイト数を受信する必要があります。それ以外の場合、フローは ETrapハッシュ
テーブルから削除されます。

すべてのエレファントフローの入力レートが計算され、AFDアルゴリズムが消費する出力に転送
されます。

ECNが AFDで使用可能（イネーブル）になっている場合、パケットはドロップされるのではな
く、輻輳を通知するようにマークされます。

ETrapには、設定可能な 3つのパラメータがあります。

• Byte-count

Byte-countは、エレファントフローを識別するために使用されます。フローで受信したバイ
ト数が byte-count-thresholdで指定されたバイト数を超えると、そのフローはエレファントフ
ローと見なされます。（デフォルトの byte-countは 1 MB以下です）。

• Age-periodおよび Bandwidth-threshold

Age-periodおよび Bandwidth-thresholdは、エレファントフローのアクティブ性を追跡するた
めに一緒に使用されます。

エージング期間中の平均帯域幅が設定された帯域幅しきい値よりも低い場合、エレファント

フローは非アクティブと見なされ、タイムアウトになり、エレファントフローテーブルから

削除されます。（デフォルトの経過時間は50マイクロ秒です。デフォルトのbandwidth-threshold
は 500バイトです。

例：

switch (config)# hardware qos etrap age-period 50 usec
switch (config)# hardware qos etrap bandwidth-threshold 500 bytes
switch (config)# hardware qos etrap byte-count 1048555

AFDユーザプロファイル

AFDでは次の 3つのユーザプロファイルが提供されます。

•メッシュ（アグレッシブ）

AFDおよび ETRAPタイマーはアグレッシブに設定されているため、キューの深さはそれほ
ど大きくなく、キューの望ましい値の近くに維持されます。

•バースト（デフォルト）

AFDおよび ETRAPタイマーはアグレッシブでもコンサバティブでもないため、キューの深
さがキューの望ましい値の近くにあることが確認できます。

•ウルトラバースト（コンサバティブ）

AFDタイマーと ETRAPタイマーはコンサバティブに設定されているため、より多くのバー
ストが吸収され、キューの深さの変動がキューの望ましい値の周辺で確認されます。
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これらのプロファイルは、ETrapおよび AFDタイマーを、非常にバースト性のあるトラフィック
またはそれほどバースト性のないトラフィックなど、さまざまなトラフィックプロファイルに対

して事前に設定された値に設定します。設定の柔軟性を高めるために、プロファイルで設定され

た ETrap periodは、hardware qos etrapコマンドで ETrap age-periodを設定することで上書きでき
ます。ただし、AFDタイマーは変更できません。

次に、ETrap age-periodの設定例を示します。
switch(config)# hardware qos etrap age-period 50 usec

次に、AFDユーザプロファイルの設定例を示します。

• Mesh（Aggressive with ETrap age-period：20 µsec and AFD period：10 µsec）
switch(config)# hardware qos afd profile mesh

• Burst (Default with ETrap age-period: 50 µsec and AFD period: 25 µsec)
switch(config)# hardware qos afd profile burst

• Ultra-burst (Conservative with ETrap age-period: 100 µsec and AFD period: 50 µsec)
switch(config)# hardware qos afd profile ultra-burst

AFDの注意事項と制約事項

AFD設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチは AFD
および ETrap機能をサポートしています。

• AFDポリシーがすでにシステム QoSに適用されており、2つの一意の AFDキューイングポ
リシーを設定している場合は、同じスライス上のポートにそれぞれ一意のAFDポリシーを適
用する必要があります。

次に、同じスライスで一意の AFDポリシーを作成して適用しない場合のシステムエラーの
例を示します。

Eth1/50 1a006200 1 0 40 255 196 -1 1 0 0 <<<slice 1
Eth1/51 1a006400 1 0 32 255 200 -1 0 32 56 <<<slice 0
Eth1/52 1a006600 1 0 64 255 204 -1 1 24 48 <<<slice 1
Eth1/53 1a006800 1 0 20 255 208 -1 0 20 40 <<<slice 0

switch(config)# interface ethernet 1/50
switch(config-if)# service-policy type queuing output LM-out-40G
switch(config)# interface ethernet 1/51
switch(config-if)#service-policy type queuing output LM-out-100G
switch(config)# interface ethernet 1/52
switch(config-if)# service-policy type queuing output LM-out-100G
Unable to perform the action due to incompatibility: Module 1 returned status "Max

profiles reached for unique values of queue management parameters (alpha, beta,
max-threshold) in AFD config"

•システム QoSに AFDポリシーがすでに適用されていない場合は、異なるスライスのポート
に同じ AFDポリシーを設定するか、同じスライスのポートに異なる AFDポリシーを設定で
きます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
123

キューイングおよびスケジューリングの設定

Approximate Fair Drop



後でシステム QoSで AFDキューイングを設定することはできません。（注）

次に、AFDキューイングがすでにシステムに設定されている場合のシステムエラーの例を示
します。

interface Ethernet1/50
service-policy type queuing output LM-out-40G

interface Ethernet1/51
service-policy type queuing output LM-out-40G

interface Ethernet1/52
service-policy type queuing output LM-out-100G

interface Ethernet1/53
service-policy type queuing output LM-out-100G

interface Ethernet1/54
service-policy type queuing output LM-out-100G

(config-sys-qos)# service-policy type queuing output LM-out
Unable to perform the action due to incompatibility: Module 1 returned status "Max

profiles reached for unique values of queue management parameters (alpha, beta,
max-threshold) in AFD config"

WREDと AFDの違い

WREDとAFDはどちらもAQMアルゴリズムですが、輻輳の管理に役立つさまざまなアプローチ
があります。

• WREDはランダムなドロップ確率を計算し、トラフィッククラスのすべてのフローでパケッ
トを無差別にドロップします。

• AFDは、着信フローの到着レートに基づいてドロップ確率を計算し、計算された適正レート
と比較し、マウスフローに影響を与えずに、エレファントフローからのパケットをドロップ

します。

AFDとWREDを同時に適用することはできません。システムで使用できるのは 1つだけです。（注）

トラフィックシェーピング
トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出力されるトラフィックを制御して、リ

モートターゲットインターフェイスの速度にフローを合わせ、指定されているポリシーにトラ

フィックを準拠させることができます。ダウンストリーム要件を満たすために、特定のプロファ

イルに適合するトラフィックをシェーピングすることができます。トラフィックシェーピング

は、データレートの不一致があるトポロジのボトルネックを解消します。

トラフィックシェーピングは、各ポートの出力キューに最大トラフィックレートを強制すること

で、パケットフローを制御および均一化します。しきい値を超えたパケットはキューに配置さ

れ、後で送信されます。トラフィックシェーピングはトラフィックポリシングと似ていますが、
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パケットはドロップされません。パケットがバッファに入れられるため、トラフィックシェーピ

ングでは、（キュー長に基づく）パケット損失が最小限に抑えられ、TCPトラフィックに対して
より優れたトラフィック動作が実現します。

トラフィックシェーピングを使用して、使用可能な帯域幅へのアクセスの制御、トラフィックに

対して設定されたポリシーへのトラフィックの確実な準拠、およびトラフィックのフロー規制を

実施することにより、出力トラフィックがそのリモートインターフェイスやターゲットインター

フェイスのアクセス速度を超過したときに発生する可能性のある、輻輳を回避することができま

す。たとえば、ポリシーによって、アクセスレートがインターフェイス速度を上回っていても、

そのインターフェイスのレートが（平均で）特定のレートを上回るべきではないとされている場

合に、帯域幅へのアクセスを制御できます。

キュー長のしきい値は、WRED設定を使用して設定されます。

トラフィックシェーピングは、ALE対応デバイスの 40G前面パネルポートではサポートされま
せん。システムレベルでトラフィックシェーピングが設定されている場合、この設定は無視さ

れ、エラーメッセージが表示されません。ポートレベルでトラフィックシェーピングコマンド

が設定されている場合、この設定は拒否され、エラーメッセージが表示されます。

（注）

キューイングおよびスケジューリングの前提条件
キューイングおよびスケジューリングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

キューイングとスケジュール設定のガイドラインおよび

制約事項
キューイングおよびスケジューリングの設定に関する注意事項および制約事項は、次のとおりで

す。

スケールの情報については、リリース特定の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability
Guide』を参照してください。

（注）

• showコマンド（internalキーワード付き）はサポートされていません。

•デバイスは、システムレベルのキューイングポリシーをサポートしているため、キューイン
グポリシーを設定する場合は、システムのすべてのポートに影響を与えます。
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• type queuingポリシーは、システムまたは入力/出力トラフィックの個別のインターフェイス
だけに結合できます。

•変更には中断が伴います。指定したポートタイプのポートを通過するトラフィックでは、短
期間のトラフィック損失が発生する可能性があります。指定したタイプのポートがすべて影

響を受けます。

•パフォーマンスに影響が出ることがあります。1つまたは複数の指定されたタイプのポート
が、新規キューの動作を定義するために適用されたキューイングポリシーが存在しない場

合、そのキューに対するトラフィックマッピングはパフォーマンスの低下が発生する可能性

があります。

•トラフィックシェーピングは、パケットがキューイングされると、ストアアンドフォワード
モードにフォールバックするため、キューイングによるパケットの遅延が大きくなる可能性

があります。

•トラフィックシェーピングは、Cisco Nexus 9300 ALE 40Gのポートではサポートされません。
ALE 40Gアップリンクポートの詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの
ALE 40Gアップリンクポートの制限』を参照してください。

• 1個のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを設定する場合、QoSグループ 3のプ
ライオリティを設定してください。複数のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを
設定する場合、これよりも大きな番号の QoSグループのプライオリティを設定してくださ
い。また、QoSグループは相互に隣接している必要があります。たとえば、2個の SPQを使
用する場合は、QoSグループ 3と QoSグループ 2のプライオリティを設定する必要がありま
す。

• 100G対応デバイス（N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載した Cisco Nexus 9300プラットフォーム
スイッチなど）のキュー制限について：

•動的キュー制限の最大アルファ値は、8より大きくすることができます。ただし、サポー
トされる最大アルファ値は 8です。アルファ値を 8より大きい値に設定すると、上書き
されて最大値に設定されます。

アルファ値が上書きされても、メッセージは発行されません。

•静的キュー制限の最大セル数は 20,000です。最大 20,000セル制限を超える値を指定する
と、20,000セル制限で上書きされます。

セル制限が上書きされても、メッセージは発行されません。

• 100G対応デバイス（N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載した Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ
など）では、WREDしきい値の最大セル数は 20,000です。最大 20,000セル制限を超える値を
指定すると、20,000セル制限で上書きされます。

セル制限が上書きされても、メッセージは発行されません。

• FEXのサポート対象:

• NIFトラフィックに対する HIFのシステム入力（入力）レベルキューイング。
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• NIFからHIFへのトラフィックおよびHIFからHIFへのトラフィックのシステム出力（出
力）レベルキューイング。

•スイッチがサポートするシステムキューイングポリシーが設定されている場合、FEXはデ
フォルトポリシーを使用します。

• FEX QoSシステムレベルキューイングポリシーは、WRED、キュー制限、シェーピング、
またはポリシング機能をサポートしません。

• FEX QoSシステムレベルキューイングポリシーは、複数のプライオリティレベルをサポー
トしていません。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチで高い alpha値を割り当てると、使用可能なバッ
ファ領域の予想される 50％ を超える値が使用されます。

低いアルファ値（7以下）を割り当てると、予想される使用可能なバッファ領域の 50％ が確
実に使用されます。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチでは、静的制限がキューに設定されている場合、
静的制限と動的制限の両方が動的しきい値（アルファ値）を使用して計算されます。

•リーフスパインエンジン（LSE）対応スイッチの最大キュー占有率は、64Kセル（最大 13
MB）に制限されています。

•次の Cisco Nexusシリーズスイッチおよびラインカードの場合、出力シェーパーがキューご
とに管理できる最小値は 100 Mbpsです。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2/GXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9700-EX/FXラインカード

• Cisco NX-OSリリース 10.1(2)以降、スケジュール設定は N9K-X9624D-R2および
N9K-C9508-FM-R2プラットフォームスイッチでサポートされます。

• R2では、さまざまなプライオリティレベルをCLIで設定できますが、キューイングポリシー
ではプライオリティレベル 1のみがサポートされます。

バッファブースト

バッファブースト機能により、ラインカードで追加バッファが使用できるようになります。この

機能は Cisco Nexus 9564PXなどのラインカードではデフォルトでイネーブルです。

•バッファブースト機能をイネーブル化にするコマンドは、次のとおりです。buffer-boost

•バッファブースト機能を無効にするコマンドは、次のとおりです。no buffer-boost

一般に、バッファブースト機能をディセーブルにしないことを推奨します。ただし、Cisco Nexus
9636PQベースのラインカードおよび Cisco Nexus 9564PXベースのラインカードから、2つの異
なるメンバーポートをポートチャネリングする必要がある場合には、バッファブーストをディ
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セーブルにする必要があります。ただし、ACI対応リーフラインカードとスタンドアロンライ
ンカードの間でこのような設定をポートチャネリングすることは推奨されません。

Cisco Nexus 9636PQなどのラインカードは、バッファブースト機能を提供しません。（注）

解決の順序

次に、一時停止バッファ設定の解決順序とプライオリティグループのキュー制限について説明し

ます。

•バッファ設定の一時停止

一時停止バッファの設定は、次の順序で解決されます。

•インターフェイス入力キューイングポリシー（適用されている場合、そのクラスにポー
ズバッファ設定が指定されている場合）。

•システム入力キューイングポリシー（適用され、一時停止バッファ設定がそのクラスに
指定されている場合）。

•システムネットワーク QoSポリシー（適用されている場合、そのクラスのポーズバッ
ファ設定）。

•ポートの速度に関するデフォルト値。

•プライオリティグループのキュー制限

プライオリティグループのキュー制限は、次の順序で解決されます。

•インターフェイス入力キューイングポリシー（適用され、そのクラスに queue-limit設定
が指定されている場合）。

•システム入力キューイングポリシー（適用され、そのクラスに queue-limit設定が指定さ
れている場合）。

• hardware qos ing-pg-share設定で指定された値。

•システムのデフォルト値。

入力キューイング

入力キューイングに関する注意事項を次に示します。

•デフォルトのシステム入力キューイングポリシーはありません。

•入力キューイングポリシーは、指定されたポーズバッファ設定を上書きするために使用され
ます。

• Cisco Nexus 9000 NX-OSの以前のリリースにダウングレードする場合は、すべての入力キュー
イング設定を削除する必要があります。
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•入力キューイング機能は、プライオリティフロー制御がサポートされているプラットフォー
ムでのみサポートされます。

•入力キューイングは、100Gポートを備えたデバイスではサポートされません。

•入力キューイングポリシーは、Cisco Nexus 9732C-EXラインカードおよび Cisco Nexus
93108TC-EXおよび 93180YC-EXスイッチを搭載したCisco Nexus 9508スイッチでは、システ
ムレベルでのみサポートされます（インターフェイスレベルではサポートされません）。

• Cisco Nexus 9636C-Rおよび 9636Q-Rラインカードと Cisco Nexus 9508-FM-Rファブリックモ
ジュール（Cisco Nexus 9508スイッチ内）は、入力キューイングをサポートします。

キューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングを設定するには、出力インターフェイスに適用する、タイ

プキューイングのポリシーマップを作成します。ポリシーマップ内で使用し、ポリシーの適用

先となるトラフィックのクラスを定義する、システム定義のクラスマップを変更することはでき

ません。

システム定義のクラスマップの一致は、タイプ qosポリシーを使用してカスタマイズできる QoS
グループに基づきます。デフォルトでは、タイプQoSポリシーはなく、すべてのトラフィックが
qos-group 0に一致します。1つの結果は、すべてのトラフィックがタイプ network-qosおよびタイ
プキューイング（qos-group 0に 100％ 帯域幅を割り当てる）のシステム定義のデフォルトクラス
にヒットすることです。タイプキューイングおよびタイプネットワーク QoSのシステム定義ク
ラスは、異なる QoSグループに基づいて一致するように事前定義されており、変更できないた
め、トラフィックが特定のタイプキューイング/ネットワークQoSクラスにヒットするようにする
には、そのトラフィックに対応するQoSグループを設定するポリシータイプQoSを設定します。
0以外の qos-groupでシステム定義のクラスマップの一致に分類されるトラフィックの場合は、
QoSグループを設定するタイプ QoSポリシーを作成します。トラフィックがマッピングされる
と、デフォルトタイプの network-qosおよびデフォルト以外の qos-group X(X!= 0)で動作するタイ
プキューイングポリシーに従います。必要なアクションを確保するために、これらのタイプ

キューイングおよびタイプnetwork-qosポリシーをさらにカスタマイズする必要がある場合があり
ます（帯域幅の再割り当てなど）。qos-groupの設定の詳細については、「モジュラQoS CLIの使
用」の章の「Example of set qos-groups」を参照してください。

ポリシーマップとクラスマップの設定の詳細については、「モジュラ QoSコマンドラインイン
ターフェイス（CLI）の使用」の章を参照してください。

任意のキューで、輻輳回避機能（テールドロップおよびWREDが含まれる）を設定できます。

出力キューでは、いずれかの出力輻輳管理機能（プライオリティ、トラフィックシェーピング、

帯域幅など）を設定できます。
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WREDは、ALE対応デバイスの前面パネルの40Gアップリンクポートではサポートされません。
システムレベルでWREDが設定されている場合、この設定は無視され、エラーメッセージは表
示されません。ポートレベルでWREDが設定されている場合、この設定は拒否され、エラーメッ
セージが表示されます。

（注）

システム定義ポリシーマップである default-out-policyは、キューイングポリシーマップを適用し
ないすべてのポートに付加されます。デフォルトポリシーマップは設定できません。

タイプキューイングポリシーの設定

出力の type queuingポリシーを使用して、特定のシステムクラスのトラフィックをスケジューリ
ングおよびバッファリングします。type queuingポリシーは QoSグループで識別され、システム
または入力または出力トラフィックの個別のインターフェイスに結合できます。

入力キューイングポリシーは、一時停止バッファのしきい値を設定するために使用されます。詳

細については、プライオリティフロー制御についての項を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing policy-name

3. class type queuing class-name

4. priority
5. no priority
6. shape {kbps | mbps | gbps} burst size min minimum bandwidth

7. bandwidth percent percentage

8. no bandwidth percent percentage

9. priority level level

10. queue-limit queue size [dynamic dynamic threshold]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalStep 1

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成しま

policy-map type queuing policy-nameStep 2

す。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハ
イフン、または下線文字を使用でき、大文字と小文

字が区別されます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
130

キューイングおよびスケジューリングの設定

タイプキューイングポリシーの設定



目的コマンドまたはアクション

クラスマップをポリシーマップにアソシエートし、

指定されたシステムクラスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

class type queuing class-nameStep 3

このクラスの該当するトラフィックが完全プライオ

リティキューにマッピングされるよう指定します。

priorityStep 4

（任意）このクラスのトラフィックから完全プライ

オリティキューイングを削除します。

no priorityStep 5

このキューにバーストサイズと最小保証帯域幅を指

定します。

shape {kbps | mbps | gbps} burst size min minimum
bandwidth

Step 6

クラスに重みを割り当てます。完全プライオリティ

キューがない場合、クラスはインターフェイス帯域

bandwidth percent percentageStep 7

幅に割り当てられたパーセンテージを受け取りま

す。ただし、完全プライオリティキューが存在する

場合は、それが帯域幅の共有を最初に受け取りま

す。残りの帯域幅は、帯域幅のパーセンテージで設

定されたクラス間の重み付けに基づいて共有されま

す。たとえば、完全プライオリティキューが帯域幅

の 90パーセントを占めている状況で、あるクラス
に75パーセントの重み付けが設定されている場合、
そのクラスは帯域幅の残りの 10パーセントのうち
の 75パーセントを受け取ることになります。

まず class-defaultと class-fcoeのデフォルト
の帯域幅設定を小さくすれば、そのクラス

に帯域幅を正常に割り当てることができま

す。

（注）

（任意）このクラスから帯域の指定を削除します。no bandwidth percent percentageStep 8

（任意）Cisco Nexus 9000シリーズスイッチに、完
全プライオリティレベルを指定します。これらのレ

ベルは 1〜 7です。

priority level levelStep 9

（任意）Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのキュー
で利用できる静的または動的な共有制限を指定しま

queue-limit queue size [dynamic dynamic threshold]Step 10

す。静的なキュー制限は、増大するキューに固定の

サイズを定義します。

最小キューサイズは 50 KB以上である必
要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

動的なキュー制限は、アルファ値の観点から利用可

能なフリーセルの検出数によってキューのしきい値

サイズを決定します。

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチは、ア
ルファ値に関してクラスレベルの動的し

きい値設定のみをサポートします。これ

は、クラス内のすべてのポートが同じアル

ファ値を共有することを意味します。

（注）

輻輳回避の設定

テールドロップまたはWREDの機能を使用して輻輳回避を設定できます。どちらの機能も、出力
のポリシーマップで使用できます。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

出力キューでのテールドロップの設定

しきい値を設定することにより、出力キューでテールドロップを設定できます。しきい値を超え

るパケットはすべて、デバイスによってドロップされます。しきい値は、キューで使用される

キューサイズまたはバッファメモリに基づいて指定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware qos q-noise percent value

3. policy-map [type queuing] [match-first] [policy-map-name]
4. class type queuing class-name

5. queue-limit {queue-size [bytes | kbytes | mbytes] | dynamic value}
6. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステップ 3
および 4を繰り返します。

7. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ランダムノイズパラメータを調整します。デフォル

ト値は 20パーセントです。
hardware qos q-noise percent value

例：

Step 2

このコマンドは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXシ
リーズスイッチの Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(4)
以降）向けにサポートされています。

switch(config)# hardware qos q-noise percent 30

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map [type queuing] [match-first]
[policy-map-name]

例：

Step 3

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuing class-name

例：

Step 4

す。クラスキューイング名は、前述の「システム定switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)#

義のタイプキューイングクラスマップ」表に示され

ています。

バイト、キロバイト、メガバイト単位のキューサイ

ズに基づいてテールドロップしきい値を割り当てる

queue-limit {queue-size [bytes | kbytes | mbytes] |
dynamic value}

例：

Step 5

か、使用可能な空きセルの数に応じてキューのしき

い値サイズを動的に決定できるようにします。指定switch(config-pmap-c-que)# queue-limit 1000 mbytes
したしきい値を超えるパケットは、デバイスによっ

てドロップされます。

バイトベースのキューサイズの有効な値は 1～
83886080です。ダイナミックキューのサイズの有効
な値は次の 0～ 10です。

リーフスパインエンジン

（LSE）対応スイッチ
Network
Forwarding
Engine（NFE）対
応スイッチ

alpha
の

値

ASIC値キューご

との最大

レート

（%）

定義キューご

との最大

レート

（%）

定義

0～ 11 %1/8～ 0.8 %1/1280

1～ 20 %1/4～ 1.5 %1/641

3～ 33 %1/2～ 3 %1/322
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目的コマンドまたはアクション

リーフスパインエンジン

（LSE）対応スイッチ
Network
Forwarding
Engine（NFE）対
応スイッチ

alpha
の

値

ASIC値キューご

との最大

レート

（%）

定義キューご

との最大

レート

（%）

定義

5～ 42 %3/4～ 6 %1/163

8～ 53 %1 1/8～ 11 %1/84

14～ 64 %1 3/420%1/45

16～ 75 %3～ 33 %1/26

18～ 83 %550 %17

21～ 89 %8～ 66 %28

27～ 92.514～ 80 %49

31～ 95 %18～ 89 %810

たとえば、ダイナミックキューサイズとして 6を設
定すると、alpha値は ½です。ダイナミックキュー
サイズとして 7を設定すると、alpha値は 1です。

queue-limitを計算する際には、以下の点を考慮して
ください。

queue-limit = (alpha/(1 + alpha)) xバッファ合計数

たとえば、ダイナミックキューサイズに 7を使用し
て queue-limitを設定する場合、queue-limitの最大値
は「(1/(1+1)) x合計バッファ数」になります。つま
り、「queue-limit = ½ x合計バッファ数」となりま
す。

上記の計算によって最大キュー占有率が決

定されますが、Application Spine Engine
（ASE2、ASE3）およびリーフスパインエ
ンジン（LSE）対応スイッチの場合、すべ
てのケースで最大キュー占有率は64Kセル
に制限されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ALE対応デバイスでのしきい値の設定は、
システムレベルでのみサポートされます。

ポートレベルではサポートされません。

（注）

（任意）他のキュークラスに対するテールドロップ

しきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4を
繰り返します。

Step 6

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択し

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 7

たタイプキューイングのポリシーマップ、またはデ

フォルトの出力キューイングポリシーについて、情

報を表示します。
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type
queuing shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

出力キューでのWREDの設定

出力キューでWREDを設定し、最小および最大のパケットドロップしきい値を設定できます。
キューサイズが最小しきい値を超えるにつれて、ドロップされるパケットの頻度が高くなりま

す。最大しきい値を超えると、キューに対するすべてのパケットがドロップされます。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

AFDとWREDを同時に適用することはできません。システムで使用できるのは 1つだけです。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. random-detect [minimum-threshold min-threshold {packets | bytes | kbytes | mbytes}
maximum-threshold max-threshold {packets | bytes | kbytes | mbytes} drop-probability value weight
value] [threshold {burst-optimized | mesh-optimized}] [ecn | non-ecn]

5. （任意）他のキューイングクラスに対するWREDを設定するには、ステップ 3～ 4を繰り返
します。

6. （任意） congestion-control random-detect forward-nonecn
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing p1
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuing class-name

例：

Step 3

す。クラスキューイング名は、前述の「システム定switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)#

義のタイプキューイングクラスマップ」表に示され

ています。

指定されたキューイングクラスのWREDを設定しま
す。パケットをキューからドロップするのに使用す

random-detect [minimum-threshold min-threshold
{packets | bytes | kbytes | mbytes} maximum-threshold
max-threshold {packets | bytes | kbytes | mbytes}

Step 4

る最小および最大のしきい値を指定できます。これ
drop-probability value weight value] [threshold
{burst-optimized | mesh-optimized}] [ecn | non-ecn] らのしきい値は、パケット数、バイト数、キロバイ

ト数、またはメガバイト数で設定できます。最小お
例： よび最大のしきい値は同じタイプにする必要があり

ます。しきい値は 1～ 52428800です。switch(config-pmap-c-que)# random-detect
minimum-threshold 10 mbytes
maximum-threshold 20 mbytes 代わりに、バーストまたはメッシュトラフィック用

に最適化されたしきい値を指定するか、または明示例：
的輻輳通知（ECN）に基づいてパケットをドロップswitch(config-pmap-c-que)# random-detect non-ecn

minimum-threshold 1000 kbytes するようにWREDを設定できます。Cisco NX-OS
maximum-threshold 4000 kbytes
drop-probability 100

Release 7.0(3)I6(1)以降では、Network Forwarding
Engine（NFE）プラットフォームは、非 ECNフロー

switch(config-pmap-c-que)# show queuing interface
eth 1/1 | grep WRED のドロップしきい値を設定するための non-ecnオプ

ションをサポートしています。WRED Drop Pkts 0
WRED Non ECN Drop Pkts 0
switch(config-pmap-c-que)# minimum-thresholdおよびmaximum-threshold

パラメータは、Cisco Nexus 9300プラット
フォームスイッチおよび Cisco Nexus
9564TXおよび 9564PXラインカードでは
サポートされていません。

（注）

random-detectが policy-mapで設定されている場合、
デフォルトのしきい値とドロップ確率は次のように

なります。
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目的コマンドまたはアクション

1. 新しいプラットフォームでは、しきい値は0であ
り、バッファ使用率に関係なくドロップ確率が適

用されます。

2. 古いプラットフォームでは、しきい値は最小 100
KB、最大 120 KBです。

ドロップ確率は、すべてのプラットフォームでバー

スト最適化とメッシュ最適化でそれぞれ 10％ と 90％
で一貫しています。

（任意）他のキューイングクラスに対するWRED
を設定するには、ステップ 3～ 4を繰り返します。

Step 5

これはグローバルCLIコマンドです。非ECN対応ト
ラフィックがWREDしきい値をバイパスし、出力

（任意） congestion-control random-detect
forward-nonecn

例：

Step 6

キュー制限とテールドロップが発生するまで拡張で

きます。このコマンドは、WRED+ECN設定で使用す
switch(config-pmap-c-que)# congestion-control
random-detect forward-nonecn ることを目的としており、非ECN対応トラフィック

のWREDドロップを回避することを意図していま
す。このオプションは、Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(2)以降で使用でき、Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ、Cisco Nexus 93108TC-EXおよ
び 93180YC-EXスイッチ、および Cisco Nexus
9732C-EXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508
スイッチでのみサポートされます。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(5)以降、この機能は
Cisco Nexus 9636PQラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチおよびCisco Nexus 3164Qスイッ
チでサポートされます。

出力キューでの AFDの設定

AFDは、出力キューイングポリシー用に設定できます。

Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）では、概算のフェアドロップはサポートされて
いません。

（注）

AFDとWREDを同時に適用することはできません。システムで使用できるのは 1つだけです。（注）
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さまざまなポート速度に対するの推奨値は次のとおりです。queue-desired

キューの値ポート速度

150 kbytes10G

600 kbytes40G

1500 kbytes100G

キューの値はユーザが設定できます。

（注）

AFDの設定後、次のようにポリシーをシステムまたはインターフェイスに適用できます。

•システム

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output afd_8q-out

•インターフェイス

switch(config)# int e1/1
switch(config-if)# service-policy type queuing output afd_8q-out

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing afd_8q-out
3. class type queuing c-out-8q-q3
4. afd queue-desired <number> [bytes | kbytes | mbytes] [ecn]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

タイプキューイングのポリシーマップを設定します。policy-map type queuing afd_8q-outStep 2

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

す。

class type queuing c-out-8q-q3Step 3
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目的コマンドまたはアクション

目的のキューを指定します。afd queue-desired <number> [bytes | kbytes | mbytes]
[ecn]

Step 4

例

• ECNを使用しない AFDの設定

switch(config)# policy-map type queuing afd_8q-out
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-8q-q3
switch(config-pmap-c-que)# afd queue-desired 600 kbytes

• ECNを使用した AFDの設定

switch(config)# policy-map type queuing afd-ecn_8q-out
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-8q-q3
switch(config-pmap-c-que)# afd queue-desired 150 kbytes ecn

輻輳管理の設定
次の輻輳管理方式のうちいずれか 1つだけをポリシーマップで設定できます。

• bandwidthおよび bandwidth remainingコマンドを使用して、最小のデータレートをキュー
に割り当てる方式。

• priorityコマンドを使用して、トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオリ
ティキューに割り当てる方式。bandwidth remainingコマンドを使用して、残りのトラフィッ
クを非プライオリティキュー間で分配できます。デフォルトでは、残りの帯域幅はシステム

によって非プライオリティキュー間で均等に分配されます。

• shapeコマンドを使用して、最小および最大のデータレートをキューに割り当てる方式。

選択する輻輳管理機能に加えて、次のいずれかのキュー機能をポリシーマップの各クラスで設定

できます。

•キューサイズとキュー制限の使用に基づくテールドロップしきい値。詳細については、出力
キューでのテールドロップの設定（132ページ）を参照してください。

•優先パケットのドロップに対するWRED。詳細については、「出力キューでのWREDの設
定」の項を参照してください。

WREDは Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポート
されません。

（注）
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帯域幅および帯域幅の残量の設定

最小のインターフェイス帯域幅（%）をキューに割り当てるように、出力キューの帯域幅および
残りの帯域幅を設定できます。

保証帯域幅が設定されている場合、プライオリティキューは同じポリシーマップでディセーブル

にする必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuingclass-name

4. インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てるか、または残りの帯域幅の割合を割り当て

ます。

•帯域幅の割合：

bandwidth {percent percent}
•残りの帯域幅の割合：

bandwidth remaining percent percent

5. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステップ 3
および 4を繰り返します。

6. exit
7. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuingclass-name

例：

Step 3
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目的コマンドまたはアクション

す。クラスキューイング名は、前述の「システム定

義のタイプキューイングクラスマップ」表に示され

ています。

switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)#

インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てる

か、または残りの帯域幅の割合を割り当てます。

Step 4 •帯域幅の割合：

基になるインターフェイスのリンクレートの割

合としてインターフェイス帯域幅の最小レート•帯域幅の割合：
を出力キューに割り当てます。範囲は 0～ 100
です。

bandwidth {percent percent}
•残りの帯域幅の割合：

この例では、帯域幅を基になるリンクレートの

最小 25%に設定しています。
bandwidth remaining percent percent

例：
•残りの帯域幅の割合：•帯域幅の割合：
残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当てま

す。範囲は 0～ 100です。
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent
25

•残りの帯域幅の割合： この例では、このキューの帯域幅を残りの帯域

幅の 25%に設定しています。switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

（任意）他のキュークラスに対するテールドロップ

しきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4を
繰り返します。

Step 5

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 6

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択し

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 7

たタイプキューイングのポリシーマップ、またはデ

フォルトの出力キューイングポリシーについて、情

報を表示します。
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type
queuing shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

FEXの帯域幅および帯域幅の残量の設定
入力キューおよび出力キューの両方で帯域幅および帯域幅の残量を設定して、インターフェイス

帯域幅の最小の割合をキューに割り当てることができます。
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保証帯域幅が設定されている場合、プライオリティキューは同じポリシーマップでディセーブル

にする必要があります。

（注）

始める前に

FEXを設定する前に、feature-set fexをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuingclass-name

4. インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てるか、または残りの帯域幅の割合を割り当て

ます。

•帯域幅の割合：

bandwidth {percent percent}
•残りの帯域幅の割合：

bandwidth remaining percent percent

5. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステップ 3
および 4を繰り返します。

6. exit
7. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuingclass-name

例：

Step 3

す。クラスキューイング名は、前述の「システム定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)#

義のタイプキューイングクラスマップ」表に示され

ています。

インターフェイス帯域幅の最小レートを割り当てる

か、または残りの帯域幅の割合を割り当てます。

Step 4 •帯域幅の割合：

基になるインターフェイスのリンクレートの割

合としてインターフェイス帯域幅の最小レート•帯域幅の割合：
を出力キューに割り当てます。範囲は 0～ 100
です。

bandwidth {percent percent}
•残りの帯域幅の割合：

この例では、帯域幅を基になるリンクレートの

最小 25%に設定しています。
bandwidth remaining percent percent

例：
•残りの帯域幅の割合：•帯域幅の割合：
残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当てま

す。範囲は 0～ 100です。
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent
25

•残りの帯域幅の割合： この例では、このキューの帯域幅を残りの帯域

幅の 25%に設定しています。switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

（任意）他のキュークラスに対するテールドロップ

しきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4を
繰り返します。

Step 5

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 6

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択し

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 7

たタイプキューイングのポリシーマップ、またはデ

フォルトの出力キューイングポリシーについて、情

報を表示します。
switch(config-pmap-c-que)# show policy-map type
queuing shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、インターフェイスの帯域幅を設定する例を示します。

switch(config)# policy-map type queuing inq
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switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q3
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 30
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 20
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 40

プライオリティの設定

プライオリティを指定しない場合、システム定義の出力pqキューは標準キューと同様に動作しま
す。システム定義のタイプキューイングクラスマップについては、「モジュラ QoSコマンドラ
インインターフェイス（MQC）の使用」の項を参照してください。

出力プライオリティキューで設定できるプライオリティのレベルは 1レベルだけです。ポリシー
マップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のプライオリティキューク

ラスを使用します。

非プライオリティキューについては、各キューに割り当てる残りの帯域幅の量を設定できます。

デフォルトでは、デバイスは残りの帯域幅を非プライオリティキューに均等に配分します。

プライオリティキューが設定されている場合、もう一方のキューは、同じポリシーマップで残り

の帯域幅しか使用できません。

（注）

1個のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを設定する場合、QoSグループ 3のプライ
オリティを設定する必要があります。複数のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを設
定する場合、これよりも大きな番号の QoSグループのプライオリティを設定する必要がありま
す。また、QoSグループは、相互に隣接している必要があります。たとえば、2個の SPQを使用
する場合は、QoSグループ 3と QoSグループ 2のプライオリティを設定する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. priority [level value]
5. class type queuingclass-name

6. bandwidth remaining percent percent

7. （任意）他の非プライオリティキューに対する残りの帯域幅を割り当てるには、ステップ5
～ 6を繰り返します。

8. exit
9. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
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10. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
priority_queue1
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing class-name

例：

Step 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システムswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)#

定義のタイプキューイングクラスマップ」表に示

されています。

このキューをプライオリティキューとして選択しま

す。サポートされているプライオリティレベルは 1
レベルだけです。

priority [level value]

例：

switch(config-pmap-c-que)# priority

Step 4

（任意）タイプキューイングのクラスマップを設

定し、ポリシーマップクラスキューイングモード

class type queuingclass-name

例：

Step 5

を開始します。クラスキューイング名は、前述のswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)#

「システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ」表に示されています。

残りの帯域幅を設定する非プライオリティキューを

選択します。デフォルトでは、残りの帯域幅はシス

テムによって非プライオリティキュー間で均等に分

配されます。

（任意）残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当

てます。範囲は 0～ 100です。
bandwidth remaining percent percent

例：

Step 6

switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

（任意）他の非プライオリティキューに対する残り

の帯域幅を割り当てるには、ステップ 5～ 6を繰り
返します。

Step 7
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 8

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 9

したタイプキューイングのポリシーマップ、また

はデフォルトの出力キューイングポリシーについ

て、情報を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing
priority_queue1

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config)# copy running-config
startup-config

FEXのプライオリティの設定

FEXのプライオリティは、Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされませ
ん。

（注）

プライオリティを指定しない場合、システム定義の出力pqキューは標準キューと同様に動作しま
す。システム定義のタイプキューイングクラスマップについては、「モジュラ QoSコマンドラ
インインターフェイス（MQC）の使用」の項を参照してください。

出力プライオリティキューで設定できるプライオリティのレベルは 1レベルだけです。ポリシー
マップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のプライオリティキューク

ラスを使用します。

非プライオリティキューについては、各キューに割り当てる残りの帯域幅の量を設定できます。

デフォルトでは、デバイスは残りの帯域幅を非プライオリティキューに均等に配分します。

プライオリティキューが設定されている場合、もう一方のキューは、同じポリシーマップで残り

の帯域幅しか使用できません。

（注）
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1個のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを設定する場合、QoSグループ 3のプライ
オリティを設定する必要があります。複数のクラスマップキュー（SPQ）のプライオリティを設
定する場合、これよりも大きな番号の QoSグループのプライオリティを設定する必要がありま
す。また、QoSグループは、相互に隣接している必要があります。たとえば、2個の SPQを使用
する場合は、QoSグループ 3と QoSグループ 2のプライオリティを設定する必要があります。

（注）

始める前に

FEXを設定する前に、feature-set fexをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. priority [level value]
5. class type queuing class-name

6. bandwidth remaining percent percent

7. （任意）他の非プライオリティキューに対する残りの帯域幅を割り当てるには、ステップ5
～ 6を繰り返します。

8. exit
9. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
10. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
priority_queue1
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

class type queuing class-name

例：

Step 3

ます。クラスキューイング名は、前述の「システムswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)#

定義のタイプキューイングクラスマップ」表に示

されています。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
147

キューイングおよびスケジューリングの設定

FEXのプライオリティの設定



目的コマンドまたはアクション

このキューをプライオリティキューとして選択しま

す。サポートされているプライオリティレベルは 1
レベルだけです。

priority [level value]

例：

switch(config-pmap-c-que)# priority

Step 4

FEX QoSプライオリティは、c-out-q3クラ
スマップでのみサポートされます。

（注）

（任意）タイプキューイングのクラスマップを設

定し、ポリシーマップクラスキューイングモード

class type queuing class-name

例：

Step 5

を開始します。クラスキューイング名は、前述のswitch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)#

「システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ」表に示されています。

残りの帯域幅を設定する非プライオリティキューを

選択します。デフォルトでは、残りの帯域幅はシス

テムによって非プライオリティキュー間で均等に分

配されます。

（任意）残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当

てます。範囲は 0～ 100です。
bandwidth remaining percent percent

例：

Step 6

switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining
percent 25

（任意）他の非プライオリティキューに対する残り

の帯域幅を割り当てるには、ステップ 5～ 6を繰り
返します。

Step 7

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 8

switch(config-cmap-que)# exit
switch(config)#

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 9

したタイプキューイングのポリシーマップ、また

はデフォルトの出力キューイングポリシーについ

て、情報を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing
priority_queue1

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config)# copy running-config
startup-config
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例

次に、プライオリティレベルを設定する例を示します。

switch(config)# policy-map type queuing inq_pri
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 20
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 40
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 40

トラフィックシェーピングの設定

出力キューでトラフィックシェーピングを設定し、出力キューに最小および最大レートを強制で

きます。

キューのトラフィックシェーピング設定は、同じポリシーマップ内でプライオリティや帯域幅に

依存しません。

（注）

システムキューイングポリシーは、内部ポートおよび前面パネルポートの両方に適用されます。

トラフィックシェーピングがシステムのキューイングポリシーでイネーブルの場合、トラフィッ

クシェーピングは内部ポートにも適用されます。ベストプラクティスとして、システムキュー

イングポリシーでトラフィックシェーピングをイネーブルにしないでください。

（注）

トラフィックシェーピングは、Cisco Nexus 9300 40 Gのポートではサポートされません。（注）

出力シェーパーがキューごとに管理できる最小値は、Cisco Nexus 9200シリーズ、
9300-EX/FX/FX2//GX、および 9700-EX/FXスイッチで 100 Mbpsです。

（注）

始める前に

パケットのランダム検出の下限および上限しきい値を設定します。

手順の概要

1. configure terminal
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2. policy-map type queuing {[match-first] policy-map-name}
3. class type queuing class-name

4. shape min value {bps | gbps | kbps | mbps | pps} max value {bps | gbps | kbps | mbps | pps}
5. （任意）他のキュークラスに対するテールドロップしきい値を割り当てるには、ステップ 3
および 4を繰り返します。

6. show policy-map [type queuing [policy-map-name | default-out-policy]]
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

policy-map type queuing {[match-first]
policy-map-name}

例：

Step 2

開始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字

と小文字が区別されます。
switch(config)# policy-map type queuing
shape_queues
switch(config-pmap-que)#

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuing class-name

例：

Step 3

す。クラスキューイング名は、前述の「システム定switch(config)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# 義のタイプキューイングクラスマップ」表に示され

ています。

出力キューの最小および最大ビットレートを割り当

てます。デフォルトのビットレートは bpsです。
shape min value {bps | gbps | kbps | mbps | pps} max
value {bps | gbps | kbps | mbps | pps}

例：

Step 4

この例では、最小レート 10 bps（ビット/秒）および
最大レート100bpsにトラフィックをシェーピングし
ています。

switch(config-pmap-c-que)# shape min 10 bps max
100 bps
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目的コマンドまたはアクション

トラフィックシェーピングが必要なほとん

どのシナリオでは、max shaper値のみの設
定が必要です。たとえば、トラフィックを

シェーピングし、必要な最大レートに制限

する場合は、最小シェーパー値を 0に、最
大シェーパー値を最大必要レートに設定し

ます。

最小シェーパー値は、保証レートが必要な

特定のシナリオにのみ設定する必要があり

ます。たとえば、トラフィックに保証レー

トを設定する場合は、最小シェーパー値を

保証レートとして設定し、最大値を保証

レート（またはポート速度レートの最大

値）よりも大きい値に設定します。

（注）

（任意）他のキュークラスに対するテールドロップ

しきい値を割り当てるには、ステップ 3および 4を
繰り返します。

Step 5

（任意）設定済みのすべてのポリシーマップ、すべ

てのタイプキューイングのポリシーマップ、選択し

show policy-map [type queuing [policy-map-name |
default-out-policy]]

例：

Step 6

たタイプキューイングのポリシーマップ、またはデ

フォルトの出力キューイングポリシーについて、情

報を表示します。
switch(config)# show policy-map type queuing
shape_queues

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

システムでのキューイングポリシーの適用
システムのキューイングポリシーをグローバルに適用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. system qos
3. service-policy type queuing output {policy-map-name | default-out-policy}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

システム qosモードを開始します。system qos

例：

Step 2

switch (config)# system qos
switch (config-sys-qos)#

ポリシーマップをシステムの入力パケットまたは出

力パケットに追加します。

service-policy type queuing output {policy-map-name |
default-out-policy}

例：

Step 3

outputキーワードは、そのポリシーマップ
がインターフェイスの送信トラフィックに

適用される必要があることを示します。

（注）
switch (config-sys-qos)# service-policy type
queuing map1

システムをデフォルトのキューイングサー

ビスポリシーに戻すには、このコマンドの

no形式を使用します。

（注）

キューイングおよびスケジューリングの設定の確認
キューイングおよびスケジューリングの設定を確認するには、次のコマンドを使用します:

目的コマンド

設定済みのすべてのクラスマップ、すべてのタ

イプキューイングのクラスマップ、または選

択したタイプキューイングのクラスマップに

ついて、情報を表示します。

show class-map [type queuing [ class-name]]

設定済みのすべてのポリシーマップ、すべての

タイプキューイングのポリシーマップ、また

は選択したタイプキューイングのポリシーマッ

プ、またはデフォルトの出力キューイングポリ

シーについて、情報を表示します。

show policy-map [type queuing [policy-map-name
| default-out-policy]]

システムの設定済みのすべてのポリシーマップ

に関する情報を表示します。

show policy-map system

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
152

キューイングおよびスケジューリングの設定

キューイングおよびスケジューリングの設定の確認



QoS共有バッファの制御
QoSバッファは、ポート/キューおよび共有スペースごとにサポートします。予約をディセーブル
または制限することで、すべてのフローで共有される QoSバッファを制御できます。

このコマンドは、QoS共有バッファを制御するために使用されます。hardware qos min-buffer

• all

すべての予約が有効になっている現在の動

作（ON）。

• default

qos-group-0に対してのみ予約をイネーブル
にします。

• none

すべての qos-groupの予約をディセーブル
にします。

hardware qos min-buffer [all|default|none]

このコマンドは、現在のバッファ設定を表示するために使用されます。showhardwareqosmin-buffer

ダイナミックバッファ共有の管理
NX-OS 7.0（3）I7（4）以降では、スライス間でのダイナミックバッファ共有（出力バッファリン
グ）が hardware qos dynamic-buffer-sharingコマンドで設定されます。コマンドの後に、スイッ
チをリロードしてダイナミックバッファリングをイネーブルにする必要があります。

バッファ共有は、ダイナミックバンク割り当て（1バンク= 4kセル、1セル= 416バイト）によっ
て有効になり、スライスに分散されるバンクを管理するグローバルコントローラ（eCPU）によっ
て制御されます。ダイナミックバッファ共有では、各スライスに6個の予約済みバンク（10MB）
が提供され、スライス間で共有用に 12個のバンク（20MB）が提供されます。

ダイナミックバッファ共有は、Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチでのみサポートされま
す。「Nexusスイッチプラットフォームサポートマトリックス」を参照してください。

（注）

QoSパケットバッファのモニタリング
Cisco Nexus 9000シリーズデバイスには、ポートおよびダイナミック共有メモリごとに専用とし
て区切られた 12 MBのメモリバッファがあります。各前面パネルポートの出力には、4個のユニ
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キャストキューと 4個のマルチキャストキューがあります。バーストまたは輻輳シナリオでは、
各出力ポートはダイナミック共有メモリからバッファを消費します。

共有バッファのリアルタイムおよびピークステータスをポートごとに表示できます。セルの数に

関して、すべてのカウンタが表示されます。各セルは 208バイトです。また消費量と使用可能な
セルの数に関して、グローバルレベルバッファの消費を表示できます。

ALE対応デバイスの共有バッファのモニタリングは、ポートレベルではサポートされていませ
ん。

（注）

ここで紹介する例では、ポート番号は Broadcom ASICのポートです。（注）

次に、システムバッファ最大セル使用量カウンタをクリアする例を示します。

switch# clear counters buffers
Max Cell Usage has been reset successfully

次に、特定のモジュールのバッファ使用率のしきい値を設定する例を示します。

switch(config)# hardware profile buffer info port-threshold module 1 threshold 10
Port threshold changed successfully

バッファしきい値機能は、no-dropクラスを設定している場合（PFC）、ポートでイネーブルになっ
ていません。

（注）

設定されたしきい値のバッファカウントは、ポートのすべてのキューにおいて、そのポートに使

用されるすべてのバッファに対して、5秒ごとにチェックされます。
（注）

すべてのモジュールまたは特定のモジュールのすべてのポートに適用される、しきい値の割合を

設定できます。デフォルトのしきい値は、共有プール SP-0スイッチのセル数の 90%です。この
設定は、イーサネット（前面パネル）ポートおよび内部（HG）ポートの両方に適用されます。

（注）

バッファしきい値機能は、ACI対応デバイスポートではサポートされません。（注）

次に、インターフェイスハードウェアマッピングを表示する例を示します。
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eor15# show interface hardware-mappings
Legends:

SMod - Source Mod. 0 is N/A
Unit - Unit on which port resides. N/A for port channels
HPort - Hardware Port Number or Hardware Trunk Id:
FPort - Fabric facing port number. 255 means N/A
NPort - Front panel port number
VPort - Virtual Port Number. -1 means N/A

--------------------------------------------------------------------
Name Ifindex Smod Unit HPort FPort NPort VPort
--------------------------------------------------------------------
Eth2/1 1a080000 4 0 13 255 0 -1
Eth2/2 1a080200 4 0 14 255 1 -1
Eth2/3 1a080400 4 0 15 255 2 -1
Eth2/4 1a080600 4 0 16 255 3 -1
Eth2/5 1a080800 4 0 17 255 4 -1
Eth2/6 1a080a00 4 0 18 255 5 -1
Eth2/7 1a080c00 4 0 19 255 6 -1
Eth2/8 1a080e00 4 0 20 255 7 -1
Eth2/9 1a081000 4 0 21 255 8 -1
Eth2/10 1a081200 4 0 22 255 9 -1
Eth2/11 1a081400 4 0 23 255 10 -1
Eth2/12 1a081600 4 0 24 255 11 -1
Eth2/13 1a081800 4 0 25 255 12 -1
Eth2/14 1a081a00 4 0 26 255 13 -1
Eth2/15 1a081c00 4 0 27 255 14 -1
Eth2/16 1a081e00 4 0 28 255 15 -1
Eth2/17 1a082000 4 0 29 255 16 -1
Eth2/18 1a082200 4 0 30 255 17 -1
Eth2/19 1a082400 4 0 31 255 18 -1
Eth2/20 1a082600 4 0 32 255 19 -1
Eth2/21 1a082800 4 0 33 255 20 -1
Eth2/22 1a082a00 4 0 34 255 21 -1
Eth2/23 1a082c00 4 0 35 255 22 -1
Eth2/24 1a082e00 4 0 36 255 23 -1

キューイングおよびスケジューリングの設定例
ここでは、キューイングおよびスケジューリングの設定例を示します。

デフォルトのシステムクラスは、qos-groupに基づいてキューイング一致を入力します（デフォル
トでは、qos-group 0にすべてのトラフィックが一致し、このデフォルトキューは 100％の帯域幅
を取得します）。タイプキューイングクラスおよびポリシーに適切に一致するように、最初に

qos-groupを設定するタイプ QoSポリシーを作成します。

（注）

例：出力キューでのWREDの設定
次に、出力キューのWRED機能を設定する例を示します。
configure terminal
class-map type queuing match-any c-out-q1
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match qos-group 1
class-map type queuing match-any c-out-q2
match qos-group 1

policy-map type queuing wred
class type queuing c-out-q1
random-detect minimum-threshold 10 bytes maximum-threshold 1000 bytes

class type queuing c-out-q2
random-detect threshold burst-optimized ecn

例：トラフィックシェーピングの設定

次に、1000パケット/秒（pps）でトラフィックシェーピングを設定する例を示します。
configure terminal
class-map type queuing match-any c-out-q1
match qos-group 1

class-map type queuing match-any c-out-q2
match qos-group 1

policy-map type queuing pqu
class type queuing c-out-q1
shape min 100 pps max 500 pps
class type queuing c-out-q2
shape min 200 pps max 1000 pps

show policy-map type queuing pqu
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第 10 章

ネットワーク QoSの設定

•ネットワーク QoSについて（157ページ）
•ネットワーク QoSの前提条件（157ページ）
• Network QoSのガイドラインおよび制約事項（157ページ）
•ネットワーク QoSポリシーの設定（159ページ）
•システムでのネットワーク QoSポリシーの適用（161ページ）
•ネットワーク QoSの確認（162ページ）

ネットワーク QoSについて
ネットワークQoSポリシーは、ネットワーク全体のQoSプロパティを定義します。ネットワーク
QoSポリシーを使用して、次のことを設定できます。

•一時停止動作：QoSグループがロスレス動作を必要とするかどうかを決定できます。ロスレ
ス動作は、輻輳が発生した際にパケット損失を防ぐ PFCメカニズムによって実現されます。
drop（ドロップできるこの値を持つフレーム）および no drop（ドロップできないこの値を持
つフレーム）を設定できます。また、ドロップおよび非ドロップ設定では、ポート単位でPFC
をイネーブルにする必要があります。PFCの詳細については、「プライオリティフロー制御
の設定」の項を参照してください。

ネットワーク QoSの前提条件
ネットワークの QoSポリシーには、次の前提条件があります。

•モジュラ QoS CLIについて理解している。

•デバイスにログインしている。

Network QoSのガイドラインおよび制約事項
ネットワークの QoSポリシーのガイドラインおよび制約事項は、次のとおりです。
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• showコマンド（internalキーワード付き）はサポートされていません。

•ネットワーク QoSポリシーの変更は中断を伴う操作ですが、一部またはすべてのポートでト
ラフィックドロップが発生する可能性があります。

•ジャンボMTUを有効にすると、デフォルトのネットワーク QoSポリシーはジャンボフレー
ムをサポートできます。ネットワーク QoSポリシー下では、no-dropクラスが設定された場
合、MTUはバッファカービングにのみ使用されます。ネットワーク QoSポリシーでジャン
ボMTUをサポートするのに、その他のMTU調整は必要ありません。

•ネットワーク QoSは Cisco Nexus 9508スイッチではサポートされていません。

• NX-OS 7.0(3)I7(4)以降では、受信専用 PFCオプションの pause pfc-cos cos-list receiveコマン
ドを使用して、QoSクラスごとにネットワーク QoS一時停止設定を有効にできます。このオ
プションを指定すると、特定のキューイングポリシークラスまたはキューの PFCポーズフ
レーム生成が無効になります。

ネットワーク QoSポリシーには、合計 6つの非対称 PFC（APFC）および PFCクラスを含め
ることができます。

ポートでAPFCをサポートするには、そのポートでPFCを有効にする必
要があります。

（注）

•ここでは、ダイナミックパケットの優先順位付けのガイドラインと制限事項について説明し
ます。

ダイナミックパケット優位性

ダイナミックパケット優先順位付け（DPP）は、特定のトラフィッククラス内のすべての新しい
フローの設定された数のパケットを優先順位付けし、DPPがマッピングされている設定済みのト
ラフィッククラスを介して送信されます。

フロー内のパケット数が特定のしきい値に達すると、優先順位付けが終了し、フロー内の後続の

パケットは通常のクラスに移動します。

デフォルトのパケット数は 120です。（注）

•パケットの最大数：

•アプリケーションスパインエンジン（ASE2）対応スイッチ：256

•リーフスパインエンジン（LSE）対応スイッチ：1024

リロード中に表示されるフローは、DPPによって優先順位付けされない場合があります。フロー
は、転送パスが再確立された後にのみ優先されます。
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Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチはDPP機能を
サポートしています。

DPPは、エージアウトタイマーを使用してアイドルフローを排除します。

デフォルトの経過時間は 5ミリ秒です。（注）

DPP機能は、ネットワークQoSポリシー設定で dpp set-qos-groupコマンドを使用してキューで有
効にします。

DPP対応キューを no-dropキューにすることはできません（たとえば、pause pfc-cosと dppの両方
を同じキューで有効にすることはできません）。

（注）

ポリシーの設定と適用は次のとおりです。

switch(config)# policy-map type network-qos dpp
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-8q-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# dpp set-qos-group 7

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos dpp

age-periodおよび max-num-packetsの設定は次のとおりです。
switch(config)# hardware qos dynamic-packet-prioritization age-period 5000 usec

switch(config)# hardware qos dynamic-packet-prioritization max-num-pkts 120

ネットワーク QoSポリシーの設定
これらの方法の 1つに従ってネットワーク QoSポリシーを設定できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク QoSポリシーを適用できま
す。デフォルトでは、default-nq-policyが設定されます。

•ユーザ定義のポリシー：システム定義ポリシーの 1つに準拠するネットワークの QoSポリ
シーを作成できます。

定義済みネットワーク QoSポリシーのコピー

手順の概要

1. {prefix |サフィックス} qos copy policy-map type network-qos default-nq-policy prefix suffix
2. show policy-map type network-qos my_nq
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

定義済みネットワークの QoSポリシーをコピーし、
名前にサフィックスまたはプレフィックスを追加し

{prefix |サフィックス} qos copy policy-map type
network-qos default-nq-policy prefix suffix

例：

Step 1

ます。プレフィックスまたはサフィックスの名には、

アルファベット、ハイフン、またはアンダースコア
switch# qos copy policy-map type network-qos
default-nq-policy prefix my_nq 文字を含めることができます。クラスマップ名は大

文字と小文字が区別され、最大40文字まで設定でき
ます。

（任意）アクティブなネットワーク QoSタイプのポ
リシーマップを表示します。

show policy-map type network-qos my_nq

例：

Step 2

switch# show policy-map type network-qos my_nq

User-Definedネットワーク QoSポリシーの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map type network-qos match-any class-name

3. match qos-group group

4. exit
5. policy-map type network-qos policy-map-name

6. class type network-qos {class-name | class-default}
7. pause group

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ネットワークQoSタイプのクラスマップを設定し、
クラスマップモードを開始します。クラス

class-map type network-qos match-any class-name

例：

Step 2

network-qosは前述の「システム定義のタイプ
network-qosクラスマップ」表に示されています。

switch(config)# class-map type network-qos
match-any c-nq2
switch(config-cmap-nqos)#

照合する QoSグループを指定します。範囲は 0～ 3
です。

match qos-group group

例：

Step 3

switch(config-cmap-nqos)# match qos-group 2
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目的コマンドまたはアクション

クラスマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 4

switch (config-cmap-nqos)# exit
switch (config)#

ポリシーマップを作成します。ポリシーマップ名に

は、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

policy-map type network-qos policy-map-name

例：

Step 5

コア文字を含めることができます。ポリシーマップswitch(config)# policy-map type network-qos map2
名は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

ステップ 2で設定したネットワーク QoSタイプのク
ラスマップを参照します。

class type network-qos {class-name | class-default}

例：

Step 6

switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos
c1-nq2

QoSグループで no-dropを指定します。pause group

例：

Step 7

7.0(3)I1(1)以前では、Cisco Nexus 9300プ
ラットフォームのネットワーク QoSポリ
シーで no-dropキューイング設定はサポー
トされていません。

（注）

switch(config-pmap-nqos-c)# pause
pfc-cos 2

システムでのネットワーク QoSポリシーの適用
システムのネットワークQoSポリシーをグローバルに適用します。ネットワークQoSポリシーを
適用すると、対応するキューイングポリシーが自動的に適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. system qos
3. service-policy type network-qos {policy-map-name | default-nq-policy}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

システム qosモードを開始します。system qos

例：

Step 2

switch (config)# system qos
switch (config-sys-qos)#

ポリシーマップをシステムのサービスポリシーとし

て使用するよう指定します。

service-policy type network-qos {policy-map-name |
default-nq-policy}

例：

Step 3

デフォルトネットワーク QoSサービスポ
リシーにシステムを戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

（注）
switch (config-sys-qos)# service-policy type
network-qos map1

network-qosポリシーマップの下のレイヤ
4クラスマップはすべて、システム qosレ
ベルの下で適用する前に設定する必要があ

ります。

（注）

ネットワーク QoSの確認
ポリシングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

ネットワーク QoSタイプのクラスマップを表
示します。

show class-map type network-qos

アクティブなネットワーク QoSタイプのポリ
シーマップを表示します。

show policy-map type network-qos

アクティブなネットワークQoSタイプのクラス
マップを表示します。

show policy-map system type network-qos
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第 11 章

リンクレベルフロー制御の設定

•リンクレベルフロー制御（163ページ）
•リンクレベルフロー制御のガイドラインと制限事項（163ページ）
•リンクレベルフロー制御に関する情報（164ページ）
•リンクレベルフロー制御の設定方法（165ページ）
•リンクレベルフロー制御の設定例（167ページ）

リンクレベルフロー制御
リンクレベルフロー制御は、システムの輻輳が解決されるまでデータ送信を一時停止する輻輳管

理技術です。受信デバイスが輻輳状態になると、PAUSEフレームを送信してトランスミッタと通
信します。送信デバイスは、一時停止フレームを受信すると、それ以降のデータフレームの送信

を短時間停止します。リンクレベルフロー制御機能は、リンク上のすべてのトラフィックに適用

されます。送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方

向でディセーブルです。

リンクレベルフロー制御のガイドラインと制限事項
リンクレベルフロー制御（LLFC）には、次の設定上のガイドラインと制約事項があります。

•キーワードが付いているコマンドはサポートされていません。 show internal

• FEX HIFまたは FEX HIF POインターフェイスでの LLFCの変更または設定はサポートされ
ていません。

•ネットワーク転送エンジン（Network Forwarding Engine（NFE））（および NFE搭載の Cisco
Nexus 3164Qスイッチ）を搭載している Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで LLFC
はサポートされていません。

• 100G Cisco Nexus 9408PC-CFP2ラインカードは LLFCをサポートしていません。

•イーサネットインターフェイスは LLFC機能を自動検出しません。LLFCは明示的に設定す
る必要があります。
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• LLFCを有効にするには、バッファの一部を予約する必要があります。この予約により、使用
可能な共有バッファ領域が減少します。

• Data Center Bridging Exchangeプロトコル（DCBX）はサポートされていません。

•ポーズフレームの設定時間量子はサポートされません。

•各イーサネットインターフェイスで、スイッチは PFCまたは LLFCのいずれかをイネーブル
にできますが、両方イネーブルにすることはできません。

PFCと LLFCの両方がイネーブルの場合、LLFCが選択されます。（注）

•トラフィッククラスの純粋な CoSベースの分類のみがサポートされます。

•一時停止しきい値の設定が制限されています。

•インターフェイスで LLFCを設定すると、インターフェイスがフラップし、一時的なトラ
フィック損失が発生します。

• no-drop QoSグループを設定する場合は、フロー制御 send-onが設定されていないポートで受
信したパケットが no-drop QoSグループに分類されないようにする必要があります。

•リンクレベルのポーズフレームを生成できるのは、no-drop QoSグループだけです。

•出力キューのドロップを引き起こす可能性があるため、no-dropクラスでは重み付けランダム
早期検出（WRED）を有効にしないでください。

• no-dropクラスにはデフォルトのバッファサイズを使用することを推奨します。CLIを使用し
てバッファサイズを指定すると、リンク速度とMTUサイズに関係なく、すべてのポートに
同じバッファサイズが割り当てられるためです。

•トラフィックがない場合は LLFC設定を変更することを推奨します。変更しないと、システ
ムのMMUにすでに存在するパケットが予期された処理を行えない場合があります。

• LLFCおよび PFCは、Application Leaf Engine（ALE）を含む Cisco Nexus 9300プラットフォー
ムスイッチおよびラインカードでサポートされます。

リンクレベルフロー制御に関する情報

インターフェイスのリンクレベルフロー制御

リンクレベルのフロー制御が設定されている場合、指定されたインターフェイスがアップ状態の

場合、システムはインターフェイスの状態をダウンに変更し、フロー制御の設定を適用します。

設定がインターフェイスに正常に適用されると、システムはインターフェイスをUP状態に復元し
ます。
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ポートのリンクレベルフロー制御

ポートシャットダウンイベントの間、インターフェイスのフロー制御設定は保持されますが、リ

ンク上でトラフィックの送受信は行われません。ポートの起動イベント中に、フロー制御設定が

ハードウェアに復元されます。

リンクレベルフロー制御設定の不一致

送信方向と受信方向は別々に設定でき、ネットワーク上の各デバイスは異なるリンクレベルフロー

制御（LLFC）設定を持つことができます。次の表に、設定が一致しないデバイスの相互作用を示
します。

Descriptionスイッチ Bスイッチ A

スイッチ Aは 802.3x PAUSEフ
レームを送信し、802.3x PAUSE
フレームを処理できます。ス

イッチ Bは、802.3x PAUSEフ
レームを受信のみできます。

PAUSEフレームを受信するよ
うに設定された LLFC。

PAUSEフレームを送受信する
ように設定された LLFC。

スイッチ Aは 802.3x PAUSEフ
レームを送信し、802.3x PAUSE
フレームを処理できます。ス

イッチ Bは 802.3x PAUSEフ
レームを送信できますが、受信

したすべての PAUSEフレーム
をドロップします。

PAUSEフレームを送信するよ
うに設定された LLFC。

PAUSEフレームを送受信する
ように設定された LLFC。

リンクレベルフロー制御の設定方法

リンクレベルフロー制御受信の設定

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet 1/1
3. flowcontrol receive on
4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet 1/1

例：

Step 2

Device(config)# interface ethernet 1/1

インターフェイスでのプロセスポーズフレームの受

信をイネーブルにします。

flowcontrol receive on

例：

Step 3

Device(config-if)# flowcontrol receive on

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

Step 4

Device(config-if)# exit

リンクレベルフロー制御送信の設定

インターフェイスでリンクレベルフロー制御送信を設定するには、インターフェイスでフロー制

御をイネーブルにし、ネットワーク QoSタイプの QoSポリシーを設定して no-drop QoSグループ
をイネーブルにし、QoSタイプの QoSポリシーを適用して必要なトラフィックを分類します。
no-drop動作を no-dropクラスに追加します。

no-dropクラスを定義する場合は、キューイングポリシーを使用して、No-Drop QoSクラスに帯域
幅が割り当てられていることを確認する必要があります。詳細については、「タイプキューイン

グポリシーの設定」を参照してください。

no-drop QoSグループを設定する場合は、フロー制御 send-onが設定されていないポートで受信し
たパケットがno-drop QoSグループに分類されないようにする必要があります。これは、フロー制
御 send-onが設定されておらず、リンクレベルのポーズフレームを生成できず、送信デバイスに送
信を停止するように要求する方法がないため、必要です。したがって、すべてのインターフェイ

スでフロー制御送信が設定されていない場合は、システムポリシーを使用してパケットをno-drop
QoSグループに分類しないでください。代わりに、フロー制御 send-onが有効になっているイン
ターフェイスにインターフェイス QoSポリシーを適用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
166

リンクレベルフロー制御の設定

リンクレベルフロー制御送信の設定



2. interface ethernet 1/1
3. flowcontrol send on
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet 1/1

例：

Step 2

Device(config)# interface ethernet 1/1

インターフェイスがリモートデバイスにポーズフレー

ムを送信できるようにします。

flowcontrol send on

例：

Step 3

Device(config-if)# flowcontrol transmit on

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

Step 4

リンクレベルフロー制御の設定例

例：ドロップなしポリシーの設定

ドロップなしポリシーの設定

次に、no-dropポリシーを設定し、そのポリシーをセッションポリシーに適用する例を示
します。

Device# configure terminal
Device(config)# class-map type network-qos class1
Device(config-cmap-nq)# match qos-group 1
Device(config-cmap-nq)# policy-map type network-qos my_network_policy
Device(config-pmap-nq)# class type network-qos class1
Device(config-pmap-nq-c)# pause pfc-cos 2
Device(config-pmap-nq-c)# system qos
Device(config-sys-qos)# service-policy type network-qos my_network_policy
Device# show running ipqos
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トラフィックのドロップなしクラスへの分類

すべてのトラフィックを no-dropクラスにマップするQoSポリシーの作成方法の例を次に
示します。

Device# configure terminal
Device(config)# class-map type qos class1
Device(config-cmap-qos)# match cos 2
Device(config-cmap-qos)# policy-map type qos my_qos_policy
Device(config-pmap-qos)# class type qos class1
Device(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
Device(config-pmap-c-qos)# interface e1/5
Device(config-sys-qos)# service-policy type qos input my_qos_policy
Device(config-sys-qos)#

次の例に示すように、qos-group 1の帯域幅を保証するキューイングポリシーを system-qos
の下に適用します。

policy-map type queuing my_queuing_policy
class type queuing c-out-q-default
bandwidth percent 1
class type queuing c-out-q3
bandwidth percent 0
class type queuing c-out-q2
bandwidth percent 0
class type queuing c-out-q1
bandwidth percent 99

system qos
service-policy type queuing output my_queuing_policy

上記の例では、c-out-q1はデフォルトで qos-group 1のトラフィックと一致します。した
がって、qos-group 1に一致するキューイング用のデフォルト以外のクラスマップは必要あ
りません。キューイングの設定の詳細については、「キューイングの設定」を参照してく

ださい。

LLFCを有効にするには、network-qosで no-dropポリシーを設定する必要があります。
バッファリングモジュールは、一時停止（インターフェイスレベルの設定に基づいて

LLFCまたは PFC）を生成するようにMACモジュールに通知する必要があります。アダ
プタへのPFCネゴシエーションは、DCBXを使用します。LLFCまたはPFCは、インター
フェイスの設定によって制御されます。たとえば、flow-control send and receive onはイン
ターフェイスでLLFCをイネーブルにし、priority-flow-control mode onはインターフェイ
スで PFCをイネーブルにします。

DCBXがサポートされている場合、autoモードはアダプタとPFCをネゴシエートします。
これは、LLFCまたは PFCをイネーブルにするインターフェイスレベルの設定ですが、
LLFCが機能するためには、network-qosレベルのポーズ設定を設定する必要があります。
トラフィックがqos-group 1に分類されていても、一時停止が生成されると、インターフェ
イスレベルの設定に基づいて LLFCが生成されます。
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例：リンクレベルフロー制御の送受信の設定

リンクレベルフロー制御の送受信の設定

次に、デバイスでリンクレベルフロー制御の送受信を設定する例を示します。

• LLFC受信のみが有効な場合、no-dropクラスをシステム network-qosで設定する必要
はありません。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol receive on
Device(config-if)# exit

• LLFCの受信と送信の両方が有効になっている場合は、システムネットワークQoSで
no-dropクラスを設定する必要があります。（no-dropクラスの設定については、
「No-Dropポリシーの設定」の例を参照してください）。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol receive on
Device(config-if)# flowcontrol send on
Device(config-if)# exit

• LLFC送信のみが有効な場合、no-dropクラスをシステム network-qosで設定する必要
があります。（no-dropクラスの設定については、「No-Dropポリシーの設定」の例
を参照してください）。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol send on
Device(config-if)# exit
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第 12 章

プライオリティフロー制御の設定

•プライオリティフロー制御について（171ページ）
•プライオリティフロー制御の前提条件（172ページ）
•プライオリティフロー制御のガイドラインと制約事項（172ページ）
•プライオリティフロー制御のデフォルト設定（176ページ）
•プライオリティフロー制御の設定（176ページ）
•トラフィッククラスのプライオリティフロー制御のイネーブル化（177ページ）
•プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔の設定（181ページ）
•入力キューイングポリシーを使用したポーズバッファしきい値とキュー制限の設定（184ペー
ジ）

•プライオリティフロー制御の設定の確認（186ページ）
•プライオリティフロー制御の設定例（187ページ）

プライオリティフロー制御について
Class Based Flow Control（CBFC）または Per Priority Pause（PPP）とも呼ばれるプライオリティフ
ロー制御（PFC；IEEE 802.1Qbb）は、輻輳が原因のフレーム損失を防ぐメカニズムです。PFCは
802.3xフロー制御（ポーズフレーム）またはリンクレベルフロー制御（LFC）と類似していま
す。ただし、PFCはサービスクラス（CoS）ごとに運用されます。

バッファしきい値が輻輳により超過された場合、指定された期間リンク上のすべてのデータ送信

を一時停止するために、ピアにポーズフレームを送信します。（トラフィックが設定されたしき

い値を下回り）輻輳が軽減されると、再開フレームはリンク上でデータ伝送を再開することが保

障されます。

これに対して、輻輳中は、どのCoS値を一時停止する必要があるかを示すポーズフレームを PFC
が送信します。PFCポーズフレームには、トラフィックが一時停止する必要のある時間の長さを
示す各 CoSの 2オクテットのタイマー値が含まれます。タイマーの時間単位はポーズ量子で指定
されます。量子は、ポートの速度で 512ビットを送信するために必要な時間です。範囲は 0～
65535です。ポーズ量子が 0のポーズフレームは、一時停止したトラフィックを再開する再開フ
レームを示します。
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他のクラスが通常の動が許可される一方で、トラフィックの特定のサービスクラスのみフロー制

御を使用できます。

（注）

PFCはピアに対して、既知のマルチキャストアドレスにポーズフレームを送信して、特定のCoS
値を持つフレームの送信を停止するように求めます。このポーズフレームは、ピアによる受信時

に転送されない 1ホップフレームです。輻輳が軽減されると、PFCはピアにフレームの伝送の再
開を要求できます。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、RDMA over Converged Ethernet（RoCE）v1および v2プロ
トコルの転送をサポートします。

（注）

プライオリティフロー制御の前提条件
PFCには、次の前提条件があります。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

プライオリティフロー制御のガイドラインと制約事項

スケールの情報については、リリース特定の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability
Guide』を参照してください。

（注）

PFC設定時のガイドラインと制約事項は次のとおりです。

• QoS ACLにロスレスキューの DSCP一致「X」が設定されている場合、DSCP「X」を持つす
べてのパケット（IP、TCP、UDPなど）はロスレスキューにマッピングされます。

• Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチには、次のガイドラインが適用されます。

バッファ割り当ては、ポートの動作状態に関係なく、設定に基づきます。

PFC動作モードがオンになると、バッファはno-drop動作に割り当てられます。インターフェ
イスがダウンし、PFC動作モードがオンのままになっても、No-dropバッファは割り当てられ
たままになります。

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal
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•「一時停止バッファサイズしきい値」設定の追加は、ケーブル長が 100 m未満の場合はオプ
ションであり、設定する必要はありません。

•入力キューイングポリシーマップに一時停止バッファとプライオリティ/帯域幅を同時に設
定することはできません。

•ケーブル長が 100 mを超える場合、「一時停止バッファサイズのしきい値」設定は必須であ
り、QoSポリシー設定の一部として必要です。

• PFCがポートまたはポートチャネルでイネーブルにされる場合でも、ポートフラップは発生
しません。

• PFC設定は、送信（Tx）および受信（Rx）の両方向で PFCをイネーブルにします。

•ポーズフレームの設定時間量子はサポートされません。

•この設定は、特定のトラフィッククラスキューにマッピングされ、一時停止が選択されたス
トリームをサポートしません。クラスにマッピングされたすべてのフローは、no-dropとして
扱われます。これにより、キュー全体のスケジューリングが行われず、キューのすべてのス

トリームでトラフィックが一時停止します。no-dropクラスのロスレスサービスを実現するに
は、キュー内で no-dropクラスのトラフィックに限定することを推奨します。

• no-dropクラスが 802.1p CoS xに基づいて分類され、内部プライオリティ値（QoSグループ）
yを割り当てた場合は、802.1p CoS上でのみトラフィックを区別するために内部プライオリ
ティ値 xを使用して、他のフィールドを使用しないことを推奨します。分類が CoSに基づい
ていない場合、割り当てられるパケットプライオリティは xで、これにより、内部プライオ
リティ xおよび yのパケットが同じプライオリティ xにマッピングする結果となります。

•どの最大伝送単位（MTU）サイズでも、最大 3つの no-dropクラスがサポートされます。た
だし、次の要因に基、づいて、PFC-enabledインターフェイスの数に制限があります。

• no-dropクラスのMTUサイズ

• 10Gおよび 40Gポートの数

• systemjumbomtuコマンドを使用して、システム内のMTUの上限を定義できます。MTU範
囲は、1500～ 9216バイトで、デフォルトは 9216バイトです。

•インターフェイスQoSポリシーはシステムポリシーよりも優先されます。PFCの優先度の派
生も同じ順序で行われます。

•入力と出力の両方において、すべてのPFC対応インターフェイスで同じインターフェイスレ
ベルの QoSポリシーを適用していることを確認します。

PFCの設定に関係なく、インターフェイスレベルまたはシステムレベ
ルで完全-優先レベルがあるキューイングポリシーの適用または削除を
する前にトラフィックを停止することを推奨します。

注意
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•ネットワークを介してエンドツーエンドのロスレスサービスを実現するには、no-dropクラス
トラフィックフロー（Tx/Rx）を介して各インターフェイスで PFCをイネーブルにすること
を推奨します。

•トラフィックがない場合は PFC設定を変更することを推奨します。このようにしないと、シ
ステムのMemory Management Unit（MMU）に既に含まれているパケットが、予期されるとお
りに処理されない可能性があります。

• no-dropクラスにデフォルトのバッファサイズを使用するか、または10Gおよび40Gインター
フェイスおよび no-dropクラスMTUサイズに適した異なる入力キューイングポリシーを設定
することを推奨します。バッファサイズを CLIを使用して指定する場合は、リンク速度、
MTUサイズに関係なく、すべてのポートに同じバッファサイズが割り当てられます。10Gお
よび 40Gインターフェイスへの同じポーズバッファサイズの適用はサポートされません。

•出力キューでドロップの原因になるため、no-dropクラスでWREDをイネーブルにしないで
ください。

•ダイナミックロードバランシングは、PFCを使用する内部リンクではイネーブルにできませ
ん。DLBをディセーブルにし、port-channel load-balance internal rtag7コマンドを使用して内部
リンクに対し RTAG7ロードバランシングをイネーブルにします。

•ダイナミックロードバランシング（DLB）に基づくハッシュ方式は、ラインカードのすべて
の内部リンクでデフォルトでイネーブルになっています。DLBがイネーブルの場合、内部リ
ンクの輻輳が発生し、PFCが適用されると、no-dropトラフィックで正しくない順序のパケッ
ト配信が発生することがあります。システム上のアプリケーションが正しくない順序の配信

の影響を受ける場合、qos-groupレベルで DLBをディセーブルにすることで、このイベント
に対処できます。QoSポリシーマップの set dlb-disableアクションと、no-dropクラスに対す
る set qos-groupアクションを使用して、DLBをディセーブルにします。

次の例では、qos-group 1が no-dropクラスであることを、前提とします。set dlb-disableアク
ションと set qos-groupアクションを追加することで、この no-dropクラスに対して DLBが
ディセーブルになります。

switch(config)# policy-map p1
switch(config-pmap-qos)# class c1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# set dlb-disable
switch(config-pmap-c-qos)# end
switch# show policy-map p1

Type qos policy-maps
====================

policy-map type qos p1
class c1
set qos-group 1
set dlb-disable
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次のCisco Nexusプラットフォームスイッチは、set-dlb-disableコマンド
をサポートしていません。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2プラットフォームスイッチ

• -EX/-FXラインカード搭載の Cisco Nexus 9500プラットフォームス
イッチ

（注）

• VLANタグ付きパケットの場合、プライオリティはVLANタグの 802.1pフィールドに基づい
て割り当てられ、割り当てられた内部プライオリティ（qos-group）よりも優先されます。
DSCPまたは IPアクセスリストの分類は、VLANタグ付きフレームでは実行できません。

•非VLANタグ付きフレームの場合、入力QoSポリシーによって提供される set qos-groupアク
ションに基づいてプライオリティが割り当てられます。分類は、precedence、DSCP、または
access-listなどのQoSポリシーで許可される一致条件に基づきます。このクラスの network-qos
ポリシーで提供される pfc-cos値が、この場合の qos-group値と同じであることを確認しま
す。

• PFCは、Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチのCisco Nexus 9408PC-CFP2ラインカー
ドではサポートされません。

•リンクレベルフロー制御および PFCは、ALE（Application Leaf Engine）を含む Cisco Nexus
9300シリーズスイッチおよびラインカードでサポートされます。

• PFC onモードは、PFCをサポートしているがデータセンターブリッジング機能交換プロトコ
ル（DCBXP）はサポートしていないホストをサポートするために使用されます。

• DCBXPは次のプラットフォームでサポートされます。

• Cisco Nexus 9200、9300-EXおよび 9300-FX2プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9332C、9332PQ、9364C、9372PX、9372PX-E、および 9396PXスイッチ

• no-drop CoSが完全に一致する場合にのみ、DCBXPによって PFCのネゴシエーションが成功
したと見なされます。

• no lldp tlv-select dcbxp コマンドは、バックツーバックスイッチの両側のインターフェイスで
PFCが無効になるように拡張されています。
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プライオリティフロー制御のデフォルト設定
表 39 :デフォルトの PFC設定

デフォルトパラメータ

自動（Auto）PFC

プライオリティフロー制御の設定
アクティブなネットワーク QoSポリシーで定義されている CoSの no-drop動作をイネーブルにす
るには、ポート単位の PFCを設定できます。PFCは、次の 3種類のモードのいずれかに設定でき
ます。

• auto：DCBXPによってアドバタイズされ、ピアとネゴシエートされるように no-drop CoS値
をイネーブルにします。正常なネゴシエーションでは、no-drop CoSでのPFCがイネーブルに
なります。ピア機能の不一致が原因で障害が発生すると、PFCがイネーブルにならない可能
性があります。（Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I3(1)以降）

• on：ピアの機能に関係なく、ローカルポートで PFCをイネーブルにします。

• off：ローカルポートで PFCをディセーブルにします。

priority-flow-control override-interface mode offコマンドを使用すると、現在のインターフェイス
設定に関係なく、すべてのインターフェイスで PFCをグローバルにディセーブルにできます。こ
のコマンドは、トラブルシューティング時に使用するためのもので、各インターフェイスで PFC
をディセーブルにすることなく、PFCを迅速にディセーブルにできます。これは、Cisco NX-OS
リリース 7.0(3)I4(2)以降、Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 93108TC-EX
および 93180YC-EXスイッチ、およびCisco Nexus 9732C-EXラインカードを搭載したCisco Nexus
9508スイッチでのみサポートされます。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(5)以降、この機能は Cisco Nexus 9636PQラインカード搭載した
Cisco Nexus 9508スイッチおよび Cisco Nexus 3164Qスイッチでサポートされます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. priority-flow-control mode [auto | off |on]
4. show interface priority-flow-control
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定したインターフェイス上でインターフェイスモー

ドを開始します。

interface type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/5
switch(config-if)#

PFCを onモードに設定します。priority-flow-control mode [auto | off |on]

例：

Step 3

switch(config-if)# priority-flow-control mode on
switch(config-if)#

（任意）すべてのインターフェイスの PFCのステー
タスを表示します。

show interface priority-flow-control

例：

Step 4

switch# show interface priority-flow-control

トラフィッククラスのプライオリティフロー制御のイ

ネーブル化
特定のトラフィッククラスの PFCをイネーブルにできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. class-map type qos match { all | any } class-name

3. match cos cos-value

4. match dscp dscp-value

5. exit
6. policy-map type qos policy-name

7. class class-name

8. set qos-group qos-group-value

9. exit
10. exit
11. policy-map type network-qos policy-name

12. class type network-qos class-name

13. pause pfc-cos value [ receive ]
14. exit
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15. exit
16. system qos
17. service-policy type network-qos policy-name

18. exit

19. interface ethernetスロット /番号
20. priority-flow-control mode { auto | on | off }
21. service-policy type qos input policy-name

22. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラフィックのクラスを表す名前付きオブジェクト

を作成します。クラスマップ名には、アルファベッ

class-map type qos match { all | any } class-name

例：

Step 2

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含めるswitch(config)# class-map type qos c1
switch(config-cmap-qos)# ことができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

match { all | any }:デフォルトは次のとおりです
matchall（複数の一致するステートメントが存在す
る場合は、すべて一致する必要があります）。

パケットをこのクラスに分類する場合に照合する

CoS値を指定します。CoS値は、0～ 7の範囲で設
定できます。

match cos cos-value

例：

switch(config-cmap-qos)# match cos 2
switch(config-cmap-qos)#

Step 3

パケットをこのクラスに分類する場合に照合する

DSCP値を指定します。0〜 63の範囲の DSCP値、
またはリストされている値を設定できます。

match dscp dscp-value

例：

switch(config-cmap-qos)# match dscp 3
switch(config-cmap-qos)#

Step 4

クラスマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 5

switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成しま

policy-map type qos policy-name

例：

Step 6

す。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハswitch(config)# policy-map type qos p1
switch(config-pmap-qos)# イフン、または下線文字を使用でき、大文字と小文

字が区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

クラスマップをポリシーマップに関連付け、指定

したシステムクラスのコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class class-name

例：

switch(config-pmap-qos)# class c1
switch(config-pmap-c-qos)#

Step 7

アソシエートされるクラスマップには、

ポリシーマップタイプと同じタイプが必

要です。

（注）

トラフィックをこのクラスマップに分類する場合に

照合する 1つまたは複数の qos-group値を設定しま
す。デフォルト値はありません。

set qos-group qos-group-value

例：

switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 3
switch(config-pmap-c-qos)#

Step 8

システムクラスコンフィギュレーションモードを

終了し、ポリシーマップモードを開始します。

exit

例：

Step 9

switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)#

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 10

switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

トラフィッククラスのセットに適用されるポリシー

のセットを表す名前付きオブジェクトを作成しま

policy-map type network-qos policy-name

例：

Step 11

す。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英字、ハswitch(config)# policy-map type network-qos
pfc-qos
switch(config-pmap-nqos)#

イフン、または下線文字を使用でき、大文字と小文

字が区別されます。

クラスマップをポリシーマップに関連付け、指定

したシステムクラスのコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class type network-qos class-name

例：

switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos
nw-qos3
switch(config-pmap-nqos-c)#

Step 12

アソシエートされるクラスマップには、

ポリシーマップタイプと同じタイプが必

要です。

（注）

PFCは、どのCoS値を一時停止する必要があるかを
示す一時停止フレームを送信します。PCF CoS値の
リストでは、PFC受信のみが有効になります。

pause pfc-cos value [ receive ]

例：

switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
receive
switch(config-pmap-nqos-c)#

Step 13

receive：この任意のキーワードを使用すると、PFC
はポーズフレームを受信して優先します。PFCは
ポーズフレームを送信しません。これは「非対称

PFC」と呼ばれます。
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目的コマンドまたはアクション

必須ではありませんが、値はコマンドの

qos-group-valueと一致する必要がありま
す。pause pfc-cos set qos-group上記の手
順 8の set qos-groupコマンドを参照して
ください。

（注）

コンフィギュレーションモードを終了し、ポリシー

マップモードを開始します。

exit

例：

Step 14

switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)#

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 15

switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)#

システムクラスコンフィギュレーションモードを

開始します。

system qos

例：

Step 16

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)#

システムレベルまたは特定のインターフェイスに

ネットワーク QoSタイプのポリシーマップを適用
します。

service-policy type network-qos policy-name

例：

switch(config-sys-qos)# service-policy type
network-qos pfc-qos

Step 17

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Step 18

switch(config-sys-qos)# exit
switch(config)#

選択したスロットおよびシャーシ番号用のイーサ

ネットインターフェイス設定を入力します。

interface ethernetスロット /番号

例：

Step 19

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

インターフェイスのプライオリティフロー制御ポリ

シーをイネーブルにします。

priority-flow-control mode { auto | on | off }

例：

Step 20

switch(config-if)# priority-flow-control mode on
switch(config-if)#

以前に設定されたCoSまたはDSCP値に一致するパ
ケットが正しいQoSグループに分類されるように、
インターフェイスに分類を追加します。

service-policy type qos input policy-name

例：

switch(config-if)# service-policy type qos input
p1

Step 21
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットインターフェイスモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

switch(config-if)# exit
switch(config)#

Step 22

プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔の設定
PFCストームは、故障した NICまたはスイッチからネットワーク内で発生することがあります。
この場合、PFCフレームがすべての送信者に伝播され、ネットワーク内のトラフィックが完全に
停止します。PFCストームを軽減するには、PFCウォッチドッグを使用できます。PFCウォッチ
ドッグ間隔は、no-dropキュー内のパケットが指定された時間内にドレインされているかどうかを
検出するように設定できます。パケットが設定された期間よりも長くバッファに存在する場合、

その期間が経過すると、ドレーンされていない PFCキューと一致するすべての発信パケットがド
ロップされます。

PFCウォッチドッグは、Cisco Nexus 9400、9500、および 9600ラインカードを搭載したCisco Nexus
9500プラットフォームスイッチではサポートされません（Cisco Nexus 9636PQラインカードを除
く）。PFCウォッチドッグでサポートされるプラットフォームの詳細については、「プライオリ
ティフロー制御」の章を参照してください。

（注）

PFCウォッチドッグが設定されている場合、次の動作が発生する可能性があります。

ウォッチドッグタイマーがトリガーされると、システムは非ドロップキューからトラフィックを

削除し、新しい着信トラフィックは入力バッファで許可されません。着信トラフィックはすべて

ドロップされます。この動作は、ドロップおよび非ドロップトラフィックが同じ非ドロップキュー

の一部である場合に発生することがあります。また、非ドロップキューへの送信側が誤動作し、

一時停止フレームを受信した後でもトラフィックを送信する場合にも発生することがあります。

（注）

入力ドロップは、前面パネルポートで PFCウォッチドッグドロップパケットの統計情報を提供
します。

（注）
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Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2プラットフォームス
イッチ、および -EXまたは -FXラインカードを備えた Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッ
チの場合、次のいずれかの計算を実行して、キューがシャットダウンステートに移行します。

インターフェイス乗数が設定されている場合、次の計算が実行されます。

priority-flow-control watch-dog interval value * priority-flow-control watch-dog
internal-interface-multiplier multiplier

インターフェイス乗数が設定されていない場合は、代わりにウォッチドッグシャットダウン乗数

が使用されます。

priority-flow-control watch-dog interval value * priority-flow-control watch-dog shutdown-multiplier
multiplier

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. priority-flow-control auto-restore multiplier value

3. priority-flow-control fixed-restore multiplier value

4. priority-flow-control watch-dog-interval {on | off}
5. priority-flow-control watch-dog interval value

6. priority-flow-control watch-dog shutdown-multiplier multiplier

7. （任意） priority-flow-control watch-dog internal-interface-multiplier multiplier

8. （任意） sh queuing pfc-queue [interface] [ethernet|ii] [detail]

9. （任意） clear queuing pfc-queue [interface] [ethernet|ii] [intf-name]

10. （任意） priority-flow-control recover interface [ethernet|ii] [intf-name] [qos-group <0-7>]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PFC自動復元乗数の値を設定します。priority-flow-control auto-restore multiplier valueStep 2

PFC固定復元乗数の値を設定します。priority-flow-control fixed-restore multiplier valueStep 3

すべてのインターフェイスのPFCウォッチドッグ間
隔をグローバルにイネーブルまたはディセーブルに

priority-flow-control watch-dog-interval {on | off}

例：

Step 4

します。このコマンドは、グローバルおよびイン

ターフェイスで設定する必要があります。
switch(config)# priority-flow-control
watch-dog-interval on

グローバルで設定されたコマンドの次の例を参照し

てください。
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# priority-flow-control
watch-dog-interval on

インターフェイスで設定されたコマンドの次の例を

参照してください。

switch(config)# interface ethernet 7/5
switch(config-if)# priority-flow-control
watch-dog-interval on

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードでこの同じコマンドを使用して、

特定のインターフェイスの PFCウォッチ
ドッグ間隔をイネーブルまたはディセーブ

ルにできます。

（注）

ウォッチドッグ間隔値を指定します。指定できる範

囲は 100～ 1000ミリ秒です。
priority-flow-control watch-dog interval value

例：

Step 5

switch(config)# priority-flow-control watch-dog
interval 200

PFCキューをスタック状態として宣言するタイミン
グを指定します。範囲は 1〜 10で、デフォルト値
は 1です。

priority-flow-control watch-dog shutdown-multiplier
multiplier

例：

Step 6

switch(config)# priority-flow-control watch-dog
shutdown-multiplier 5

HiGig™インターフェイスの PFCウォッチドッグ
ポーリング間隔乗数を設定します。有効な範囲は 0

（任意） priority-flow-control watch-dog
internal-interface-multiplier multiplier

例：

Step 7

～ 10で、デフォルト値は 2です。値が（0）の場合
は、HiGig™インターフェイスのこの機能がディセー
ブルになります。

switch(config)# priority-flow-control watch-dog
internal-interface-multiplier 5

PFCWD統計情報を表示します。（任意） sh queuing pfc-queue [interface] [ethernet|ii]
[detail]

Step 8

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降、Cisco Nexus
9200、9300、9300-EX、および 9500プラットフォー例：

ムスイッチでは、詳細オプションを使用して、出

力ドロップを考慮することができます。

switch(config)# sh queuing pfc-queue interface
ethernet 1/1 detail

| QOS GROUP 1 [Active] PFC [YES] PFC-COS [1]

+----------------------------------------------------+
| | Stats

|
+----------------------------------------------------+
| Shutdown|

0|
| Restored|

0|
| Total pkts drained|
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目的コマンドまたはアクション

0|
| Total pkts dropped|

0|
| Total pkts drained + dropped|

0|
| Aggregate pkts dropped|

0|
| Total Ingress pkts dropped|

0| ===>>>>>Ingress
| Aggregate Ingress pkts dropped|

0|===>>>>Ingress
+——————————————————————————+

環境変数 PFCWD統計情報をクリアします。（任意） clear queuing pfc-queue [interface]
[ethernet|ii] [intf-name]

Step 9

例：

switch(config)# clear queuing pfc-queue interface
ethernet 1/1

インターフェイスを手動で回復します。（任意） priority-flow-control recover interface
[ethernet|ii] [intf-name] [qos-group <0-7>]

Step 10

例：

switch# priority-flow-control recover interface
ethernet 1/1 qos-group 3

入力キューイングポリシーを使用したポーズバッファし

きい値とキュー制限の設定
network-qosポリシーで指定されたポーズバッファしきい値は、システム内のすべてのポートで共
有されます。ただし、いくつかのポートが異なるしきい値を必要とする場合があります（長距離

接続など）。このために入力キューイングポリシーを使用できます。

入力キューイングポリシーでは、no-dropクラスによって予約された一時停止バッファに加えて使
用できる共有バッファの量を制限するために queue-limitを設定することもできます。

各 no-dropクラスは、入力方向でポートのプライオリティグループの 1つに内部的にマッピング
されます。設定されたポーズバッファしきい値とキュー制限は、クラスに関連付けられたプライ

オリティグループに適用されます。

ポーズバッファサイズのしきい値設定の追加は、ケーブル長が 100 m未満の場合はオプションで
あり、設定する必要はありません。

ケーブル長が 100 mを超える場合、ポーズバッファサイズのしきい値設定は必須であり、QoSポ
リシー設定の一部として必要です。

（注）
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100G対応デバイス（N9K-M4PC-CFP2 GEMを搭載したCisco Nexus 9300プラットフォームスイッ
チなど）のキュー制限について：

•デバイスでサポートされる最大動的キュー制限のアルファ値は、8より大きい場合がありま
す。ただし、サポートされる最大アルファ値は 8です。アルファ値を 8より大きい値に設定
すると、最大アルファ値 8で上書きされます。

アルファ値が上書きされても、メッセージは発行されません。

•スタティックキュー制限の最大セル数は 20,000です。最大 20,000セル制限を超える値を指
定すると、20,000セル制限で上書きされます。

セル制限が上書きされても、メッセージは発行されません。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing policy-map-name

3. class type queuing c-in-q1

4. pause buffer-size buffer-size pause threshold xoff-size resume threshold xon-size

5. no pause buffer-size buffer-size pause threshold xoff-size resume threshold xon-size

6. queue-limit queue size [dynamic dynamic threshold]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminalStep 1

ポリシーマップキューイングクラスモードを開始

し、タイプキューイングポリシーマップに割り当て

られたポリシーマップを識別します。

policy-map type queuing policy-map-nameStep 2

タイプキューイングのクラスマップを付加し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

class type queuing c-in-q1Step 3

す。クラスキューイング名は、「システム定義のタ

イプキューイングクラスマップ」の表に示されてい

ます。

クラスに関連付けられた qos-groupは、シ
ステム qosで適用される network-qosポリ
シーで no-dropクラスとして定義する必要
があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Nexus 9636C-Rおよび 9636Q-Rライ
ンカードおよびCisco Nexus 9508-FM-Rファ
ブリックモジュール（Cisco Nexus 9508ス
イッチ内）では、最大 8つの入力キューが
サポートされます。範囲は c-in-8q-q-default
〜c-in-8q-q1〜 7です。

（注）

ポーズと再開のためのバッファのしきい値設定を指

定します。

pause buffer-size buffer-size pause threshold xoff-size
resume threshold xon-size

Step 4

ポーズと再開のためのバッファのしきい値設定を削

除します。

no pause buffer-size buffer-size pause threshold xoff-size
resume threshold xon-size

Step 5

（任意）入力プライオリティグループで使用可能な

静的または動的共有制限を指定します。静的なキュー

queue-limit queue size [dynamic dynamic threshold]Step 6

制限は、増大するプライオリティグループに固定の

サイズを定義します。動的なキュー制限は、アルファ

値の観点から利用可能なフリーセルの検出数によっ

てプライオリティグループのしきい値サイズを決定

します。

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッ
チは、アルファ値に関してクラスレベルの

動的しきい値設定のみをサポートします。

これは、クラス内のすべてのポートが同じ

アルファ値を共有することを意味します。

（注）

Cisco Nexus 9636C-Rおよび 9636Q-Rライ
ンカード、および Cisco Nexus 9508-FM-R
ファブリックモジュール（Cisco Nexus 9508
スイッチ内）のキュー制限は、パーセント

またはバイト/ kバイト/ mバイト/ gバイト
単位で入力できます。たとえば、queue-limit
percent 1またはqueue-limit bytes 100です。

（注）

プライオリティフロー制御の設定の確認
PFC設定を表示するには、次の作業を実行します。

目的コマンド

すべてのインターフェイスまたは特定のモジュー

ルの PFCのステータスを表示します。
show interface priority-flow-control [module
number]
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プライオリティフロー制御の設定例
次に、PFCの設定例を示します。
configure terminal
interface ethernet 5/5
priority-flow-control mode on

次に、トラフィッククラスで PFCをイネーブルにする例を示します。
switch(config)# class-map type qos c1
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)# policy-map type qos p1
switch(config-pmap-qos)# class type qos c1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 3
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)# class-map type network-qos match-any c1
switch(config-cmap-nqos)# match qos-group 3
switch(config-cmap-nqos)# exit
switch(config)# policy-map type network-qos p1
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos p1
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第 13 章

QoS統計情報のモニタリング

• QoS統計情報について（189ページ）
• QoS統計情報のモニタリングの前提条件（189ページ）
• QoS統計情報のモニタリングに関するガイドラインと制限事項（189ページ）
•統計情報のイネーブル化（192ページ）
•統計情報のモニタリング（193ページ）
•統計情報のクリア（193ページ）
• QoS統計情報のモニタリングの設定例（194ページ）

QoS統計情報について
デバイスの各種の QoS統計情報を表示できます。統計情報の機能はデフォルトでイネーブルに
なっていますが、ディセーブルにすることができます。詳細については、「QoS統計情報のモニ
タリングの設定例」の項を参照してください。

QoS統計情報のモニタリングの前提条件
QoS統計情報のモニタリングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスについて理解している。

•デバイスにログインしている。

QoS統計情報のモニタリングに関するガイドラインと制
限事項

QoS統計情報のモニタリングには、次のガイドラインと制約事項があります。

• showコマンド（internalキーワード付き）はサポートされていません。
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• show queuing interfaceコマンドを使用すると、内部インターフェイスの情報を表示します。

この情報を表示する場合のこのコマンドの指定形式は、 ii x/y/zです。xはモジュール番号、y
は値 1、zはモジュール内の内部インターフェイス番号です。

モジュール内の内部インターフェイス番号は、ラインカードのタイプに

よって異なります。

（注）

または、コマンドでモジュール番号を指定することで、内部インター

フェイスに関する情報を表示できます。showqueuingモジュール番号を
含めることで、モジュールの前面パネルと内部インターフェイスの両方

のキューイング情報が一緒に表示されます。

（注）

例：

switch# show queuing interface ii 4/1/2

slot 4
=======

Egress Queuing for ii4/1/2 [System]
------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Bandwidth% PrioLevel Shape

Min Max Units
------------------------------------------------------------------

3 - 1 - - -
2 0 - - - -
1 0 - - - -
0 100 - - - -

+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 0 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 235775|
| Tx Byts | 0| 0| 22634400|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 1 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 2 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
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+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 3 |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| CONTROL QOS GROUP |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| SPAN QOS GROUP |
+-------------------------------------------------------------------+
| | Unicast | OOBFC Unicast | Multicast |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| 0| 0|
| Tx Byts | 0| 0| 0|
| Dropped Pkts | 0| 0| 0|
| Dropped Byts | 0| 0| 0|
| Q Depth Byts | 0| 0| 0|
+-------------------------------------------------------------------+
Cannot get ingress statistics for if_index: 0x4a180001 Error 0xe

Port Egress Statistics
--------------------------------------------------------
WRED Drop Pkts 0

PFC Statistics
----------------------------------------------------------------------------
TxPPP: 0, RxPPP: 0
----------------------------------------------------------------------------
COS QOS Group PG TxPause TxCount RxPause RxCount

0 - - Inactive 0 Inactive 0
1 - - Inactive 0 Inactive 0
2 - - Inactive 0 Inactive 0
3 - - Inactive 0 Inactive 0
4 - - Inactive 0 Inactive 0
5 - - Inactive 0 Inactive 0
6 - - Inactive 0 Inactive 0
7 - - Inactive 0 Inactive 0

----------------------------------------------------------------------------
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統計情報のイネーブル化
デバイスのすべてのインターフェイスについて、QoS統計情報をイネーブルまたはディセーブル
にできます。デフォルトでは、QoS統計情報はイネーブルになっています。

手順の概要

1. configure terminal

2. QoS統計情報をイネーブルまたはディセーブルにします。

• QoS統計情報をイネーブルにする場合

qos statistics

• QoS統計情報をディセーブルにする場合

no qos statistics

3. show policy-map interface
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

QoS統計情報をイネーブルまたはディセーブルにし
ます。

Step 2 • QoS統計情報をイネーブルにする場合

すべてのインターフェイスで QoS統計情報をイ
ネーブルにします。• QoS統計情報をイネーブルにする場合

qos statistics • QoS統計情報をディセーブルにする場合

• QoS統計情報をディセーブルにする場合 すべてのインターフェイスで QoS統計情報を
ディセーブルにします。no qos statistics

例：

• QoS統計情報をイネーブルにする場合
switch(config)# qos statistics

• QoS統計情報をディセーブルにする場合
switch(config)# no qos statistics
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目的コマンドまたはアクション

（任意）すべてのインターフェイス上の統計情報の

ステータスおよび設定済みのポリシーマップを表示

します。

show policy-map interface

例：

switch(config)# show policy-map interface

Step 3

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

統計情報のモニタリング
すべてのインターフェイスについて、あるいは選択したインターフェイス、データ方向、または

QoSタイプについて、QoS統計情報を表示できます。

手順の概要

1. show policy-map [policy-map-name] [interface [input | output]] [type {control-plane | network-qos
| qos | queuing}]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイス、指定したインターフェ

イス、指定したデータ方向、または QoSタイプにつ
show policy-map [policy-map-name] [interface [input |
output]] [type {control-plane | network-qos | qos |
queuing}]

Step 1

いて、統計情報および設定済みのポリシーマップを

表示します。例：

switch# show policy-map interface ethernet 2/1

統計情報のクリア
すべてのインターフェイスについて、あるいは選択したインターフェイス、データ方向、または

QoSタイプについて、QoS統計情報をクリアできます。

手順の概要

1. clear qos statistics [interface [input | output] [type {qos | queuing}]]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイス、指定したインターフェ

イス、指定したデータ方向、または QoSタイプにつ
clear qos statistics [interface [input | output] [type {qos
| queuing}]]

例：

Step 1

いて、統計情報および設定済みのポリシーマップを

クリアします。switch# clear qos statistics type qos

QoS統計情報のモニタリングの設定例
次に、QoS統計情報の表示方法の例を示します。

Global statistics status : enabled

Ethernet6/1
Service-policy (queuing) output: default-out-policy

Class-map (queuing): c-out-q3 (match-any)
priority level 1

Class-map (queuing): c-out-q2 (match-any)
bandwidth remaining percent 0

Class-map (queuing): c-out-q1 (match-any)
bandwidth remaining percent 0

Class-map (queuing): c-out-q-default (match-any)
bandwidth remaining percent 100

次に、キューイングおよび PFC関連カウンタに関する情報の入手方法の例を示します。

switch(config-vlan-config)# show queuing interface ethernet 2/1

Egress Queuing for Ethernet2/1 [System]
------------------------------------------------------------------
QoS-Group# Bandwidth% PrioLevel Shape

Min Max Units
------------------------------------------------------------------

3 - 1 - - -
2 0 - - - -
1 0 - - - -
0 100 - - - -

+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 0 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| Dropped Pkts | 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 1 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| Dropped Pkts | 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| QOS GROUP 2 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| Dropped Pkts | 0|
+-------------------------------------------------------------------+
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| QOS GROUP 3 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| Dropped Pkts | 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| CONTROL QOS GROUP 4 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 58| Dropped Pkts | 0|
+-------------------------------------------------------------------+
| SPAN QOS GROUP 5 |
+-------------------------------------------------------------------+
| Tx Pkts | 0| Dropped Pkts | 948|
+-------------------------------------------------------------------+

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
195

QoS統計情報のモニタリング

QoS統計情報のモニタリングの設定例



Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 9.3(x)
196

QoS統計情報のモニタリング

QoS統計情報のモニタリングの設定例



第 14 章

マイクロバーストの監視

•マイクロバーストの監視（197ページ）
•マイクロバーストモニタリングの注意事項と制約事項（197ページ）
•キュー単位のマイクロバースト検出の設定（200ページ）
•スイッチ単位のマイクロバースト検出の設定（202ページ）
•マイクロバースト検出のクリア（203ページ）
•マイクロバースト検出の確認（204ページ）
•マイクロバースト検出出力の例（204ページ）

マイクロバーストの監視
マイクロバーストモニタリング機能を使用すると、非常に短い時間枠（マイクロ秒）内でトラ

フィックをモニタし、予期しないデータバーストを検出できます。これにより、データ損失やネッ

トワーク輻輳のリスクがあるネットワーク内のトラフィックを検出できます。

出力キューのバッファ使用率が設定された上昇しきい値（バイト単位）を超えた場合、マイクロ

バーストが検出されます。キューのバーストは、キューのバッファ使用率が設定された下限しき

い値（バイト単位）を下回ると終了します。

この機能は、マイクロバーストモニタリングが有効になっているさまざまなキューに関するタイ

ムスタンプおよび瞬間的なバッファ使用率情報を提供します。

スイッチに応じて、マイクロバースト検出をキュー単位またはスイッチ単位でイネーブルにでき

ます。

マイクロバーストモニタリングの注意事項と制約事項
次に、マイクロバーストモニタリングのガイドラインと制限事項を示します。

•マイクロバーストモニタリングはCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチでサポートさ
れていません。

•マイクロバーストのモニタリングと検出は、次のプラットフォームでサポートされていま
す。
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IO FPGA Version最小バースト間隔スイッチ

0x16以降

0x10以降

0x15以降

0x6以降

0x14以降

86μsec

96μsec

Cisco Nexus 9200

0x8以降

0x9以降

73μsec

78 μsec

Cisco Nexus 9300

Cisco Nexus 9300-EX

Cisco Nexus 9300-FX

Cisco Nexus 9300-FX2

Cisco Nexus 9332C

Cisco Nexus 9364C

これらのスイッチでは、マイクロバーストモニタリングがユニキャストおよびマルチキャス

ト出力キューの両方でサポートされています。

さらに、長いバーストの早期検出がサポートされます。5秒を超えるバーストの場合、バー
スト開始から 5秒後に早期バースト開始レコードが表示され、バーストが実際に終了すると
更新されます。これは、Cisco Nexus 9300-FX、9300-FX2、9364Cプラットフォームスイッチ
でサポートされていません。

これらのスイッチでは、マイクロバースト期間は設定されたキューの数

の影響を受けません。

（注）

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal

•マイクロバーストモニタリングは、Network Forwarding Engine（NFE2）を含むスイッチで使
用できます。検出できる最小のマイクロバーストは、1〜 3個のキューに対して 0.64マイク
ロ秒です。

これらのスイッチでは、マイクロバーストモニタリングがユニキャスト出力キューでサポー

トされています。マルチキャスト、CPU、またはスパンキューではサポートされません。

• Network Forwarding Engine（NFE2）を含むスイッチでは、マイクロバーストモニタリングに
IO FPGAバージョン 0x9以降が必要です。

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降、Cisco Nexus 9200または 9300-EXプラットフォーム
スイッチでのマイクロバーストモニタリングには、次のバージョンの IO FPGAが必要です。
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IO FPGA Versionスイッチ

0x16以降Cisco Nexus 92160YC-X

0x10以降Cisco Nexus 92304QC

0x15以降Cisco Nexus 9272Q

0x6以降Cisco Nexus 9232C

0x14以降Cisco Nexus 9236C

0x8以降Cisco Nexus 93180YC-EX

0x9以降Cisco Nexus 93108TC-EX

FPGAをアップグレードするためのEPLDプログラミングの詳細について概要、『Cisco Nexus
9000 Series FPGA/EPLD Upgrade Release Notes』を参照してください。

•次に、Network Forwarding Engine（NFE2）を含む非モジュラスイッチでのマイクロバースト
期間のガイドラインを示します。

マイクロバースト期間は、検出可能なバースト期間です。たとえば、1
〜3個のキューに対してマイクロバーストモニタリングが設定されてい
る場合、0.64マイクロ秒を超えるマイクロバーストが検出されます。マ
イクロバーストモニタリング用に設定されたキューの数を増やすと、検

出できるバースト期間が長くなります。これは、Cisco Nexus 9300-FX、
9300-FX2、および 9364Cプラットフォームスイッチには適用されませ
ん。

（注）

0.64マイクロ秒の期間1〜 3キュー

9.0マイクロ秒の期間それぞれ 10個のポートを持つ 8つのキュー

期間：140マイクロ秒（0.14ミリ秒）それぞれ132個のポートを持つ10つのキュー

•デフォルトでは、スイッチは最大1000のバーストレコードを保存します。レコードの最大数
は設定可能です。範囲は 200～ 2000レコードです。

•バーストレコードの最大数に達した場合でも、少なくとも 20のバーストレコードが各
キューに保存されます。

•バーストレコードの最大数に達すると、新しいレコードを保存できるように最も古いレ
コードが削除されます。

• hardware qos burst-detect max-records number-of-records コマンドを使用して、保存する
バーストレコードの最大数を設定できます。
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• show hardware qos burst-detect max-records コマンドを使用して、保存できるバースト
レコードの最大数を表示できます。

•トラフィックがキューからドレーンされている間にバックツーバックバーストレコードが多
すぎると、ジッタが発生する可能性があります。

ジッタを回避するには、fall-thresholdを rise-thresholdよりも小さく設定します。ベストプラ
クティスとして、fall-thresholdは、rise-threshold値（バイト）の約20％に設定します。

キュー単位のマイクロバースト検出の設定
デバイス上のすべてのインターフェイスに対してマイクロバースト検出を有効にできます。

この手順は、キュー単位のしきい値をサポートするすべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ
を対象としています。

（注）

次のスイッチでは、キューごとに独立したマイクロバーストしきい値を有効にできます。

• Cisco Nexus 9300-EX/FX2プラットフォームスイッチ

•リリース 9.3(3)以降の Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9336C-FXスイッチ

•リリース 9.3(7)以降の Cisco Nexus 93360YC-FX2および Cisco Nexus 93216TC-FX2

パラメータは、キューイングポリシーマップの個々のキューで定義されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. policy-map type queuing policy-map-name

3. class type queuing class-name

4. burst-detect rise-threshold rise-threshold-bytes bytes fall-threshold fall-threshold-bytes bytes
5. exit
6. exit
7. interface ethernet slot/port

8. service-policy type queuing output policy-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

開始します。

policy-map type queuing policy-map-name

例：

switch(config)# policy-map type queuing xyz
switch(config-pmap-que)#

Step 2

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

す。

class type queuing class-name

例：

switch(config-pmap-que)# class type queuing

Step 3

c-out-def
switch(config-pmap-c-que)#

マイクロバースト検出の上昇しきい値と下降しきい

値を指定します。

burst-detect rise-threshold rise-threshold-bytes bytes
fall-threshold fall-threshold-bytes bytes

例：

Step 4

switch(config-pmap-c-que)# burst-detect
rise-threshold 208 bytes fall-threshold 208 bytes

ポリシーマップキューモードを終了します。exit

例：

Step 5

switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)#

ポリシーマップキューモードを終了します。exit

例：

Step 6

switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)#

インターフェイスを設定します。interface ethernet slot/port

例：

Step 7

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

ポリシーマップをシステムの入力パケットまたは出

力パケットに追加します。

service-policy type queuing output policy-map-name

例：

Step 8

switch(config-if)# service-policy type queuing
output custom-out-8q-uburst
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スイッチ単位のマイクロバースト検出の設定
デバイス上のすべてのインターフェイスに対してマイクロバースト検出を有効にできます。

この手順は、スイッチ単位のしきい値をサポートするすべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッ
チを対象としています。

（注）

次のスイッチでは、スイッチごとにしきい値を有効にする必要があります。

• Cisco Nexus 9300-FXスイッチ

• Cisco Nexus 9332Cスイッチ

• Cisco Nexus 9364Cスイッチ

したがって、しきい値はグローバルに定義され、キューイングポリシーでマイクロバースト検出

が有効になっているすべてのキューに適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware qos burst-detect rise-threshold rise-threshold-bytes bytes fall-threshold fall-threshold-bytes

bytes
3. policy-map type queuing policy-map-name

4. class type queuing class-name

5. burst-detect enable
6. exit
7. exit
8. interface ethernet slot/port

9. service-policy type queuing output policy-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

マイクロバースト検出の上昇しきい値と下降しきい

値を指定します。

hardware qos burst-detect rise-threshold
rise-threshold-bytes bytes fall-threshold
fall-threshold-bytes bytes

Step 2

例：

switch(config)# hardware qos burst-detect
rise-threshold 10000 bytes fall-threshold 2000
bytes
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目的コマンドまたはアクション

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

開始します。

policy-map type queuing policy-map-name

例：

switch(config)# policy-map type queuing
custom-out-8q-uburst

Step 3

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

す。

class type queuing class-name

例：

switch(config-pmap-que)# class type queuing
c-out-8q-q-default

Step 4

キューでマイクロバースト検出を有効にします。burst-detect enable

例：

Step 5

switch(config-pmap-c-que)# burst-detect enable

ポリシーマップクラスキューモードを終了します。exit

例：

Step 6

switch(config-pmap-c-que)# exit

ポリシーマップキューモードを終了します。exit

例：

Step 7

switch(config-pmap-que)# exit

インターフェイスを設定します。interface ethernet slot/port

例：

Step 8

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

ポリシーマップをシステムの入力パケットまたは出

力パケットに追加します。

service-policy type queuing output policy-map-name

例：

Step 9

switch(config-if)# service-policy type queuing
output custom-out-8q-uburst

マイクロバースト検出のクリア
すべてのインターフェイスまたは選択したインターフェイスのマイクロバースト検出をクリアで

きます。

インターフェイスからキューイングポリシーを削除しても、以前のマイクロバースト統計情報は

残ります。残りのレコードをクリアするには、コマンドを使用します。clear queuing burst-detect

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイスからマイクロバースト情報をクリアします。

clear queuing burst-detect [slot] [ interface port [queue
queue-id]]

例：

Step 1

例

•インターフェイスの例：

clear queuing burst-detect interface Eth1/2

•キューの例：

clear queuing burst-detect interface Eth1/2 queue 7

マイクロバースト検出の確認
次に、マイクロバーストモニタリング情報を表示します。

目的コマンド

すべてのインターフェイスのマイクロバースト

カウンタ情報を表示します。

show queuing burst-detect

•インターフェイスの例：

show queuing burst-detect interface Eth 1/2

•キューの例：

show queuing burst-detect interface Eth 1/2 queue 7

マイクロバースト検出出力の例
TORスイッチの出力例。
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付録 A
FEX QoS設定

• FEX QoS設定情報（207ページ）
• FEX QoSの TCAMカービング（209ページ）
• FEX QoSの設定例（211ページ）
• FEX QoS設定の確認 （226ページ）

FEX QoS設定情報

FEX QoSは Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされません。（注）

FEXでは 4Qキューイングポリシーモデルのみがサポートされます。8Qキューイングポリシー
モードで FEXを起動しようとすると、エラーメッセージが表示されます。

（注）

•分類（システムタイプ qosポリシー）

ハードウェアの実装（Hardware
Implementation）

ディレクション（Direction）: IN

システムレベル

（System Level）

アクション（Action）

タイプ（Type）

スイッチFEX

いいえはいcos一致

いいえいいえip access list

いいえいいえdscp

いいえいいえip

いいえいいえprecedence
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いいえいいえプロトコル

いいえはいqos-groupセット

いいえいいえprecedence

いいえいいえdscp

いいえいいえcos

ハードウェアの実装

ディレクション（Direction）: IN

インターフェイスレ

ベル

アクション

タイプ（Type）

スイッチFEX

はいいいえcos一致

はいいいえip access list

はいいいえdscp

はいいいえip

はいいいえprecedence

はいいいえプロトコル

はいいいえdscpセット

はいいいえprecedence

はいいいえqos-group

はいいいえcos

•入力キューイング

ハードウェアの実装

ディレクション（Direction）: IN

システムレベル（System
Level）

アクション
スイッチFEX

いいえはい帯域幅

いいえはい残存帯域幅

いいえはいプライオリティ（レベル 1）
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ハードウェアの実装

ディレクション（Direction）: IN

インターフェイスレベル

アクション

スイッチFEX

いいえいいえ帯域幅

いいえいいえ残存帯域幅

いいえいいえプライオリティ

•出力キューイング

ハードウェアの実装

ディレクション（Direction）: OUT

システムレベル（System
Level）

アクション
スイッチFEX

はいはい帯域幅

はいはい残存帯域幅

はいはいプライオリティ

（FEXではレベル 1のみ、ス
イッチでは 3レベル）

ハードウェアの実装

ディレクション（Direction）: OUT

インターフェイスレベル

アクション

スイッチFEX

はいいいえ帯域幅

はいいいえ残存帯域幅

はいいいえプライオリティ

FEX QoSの TCAMカービング
FEX QoSの TCAMカービングに対応するために、未使用の TCAMスペースを解放する必要があ
ります。

FEX QoSは Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされません。（注）
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• IPv4トラフィックのFEXQoSTCAMカービングの場合は、コマンドを使用できます。hardware
access-list tcam region fex-qos 256

ベストプラクティスとして、ポリサーを使用しない場合にコマンドを使用できます。hardware
access-list tcam region fex-qos-lite 256

fex-qos-liteリージョンには、一致する IPv4のポリサー統計情報サポート
がありません。

（注）

• IPv6 QoS TCAMカービングサポートの場合は、コマンドを使用できます。hardware access-list
tcam region fex-ipv6-qos 256

• MACベースのQoS TCAMカービングサポートの場合は、コマンドを使用できます。hardware
access-list tcam region fex-mac-qos 256

• HIFから前面パネルポートへのエンドツーエンドキューイングを設定する場合は、QoS分類
ポリシーをシステムと HIFの両方に適用する必要があります。これにより、FEXは入力（シ
ステム）で適切にキューイングでき、出力前面パネルポートは適切にキューイング（HIF）
できます。

例：

system qos
service-policy type qos input LAN-QOS-FEX

interface Ethernet101/1/12
service-policy type qos input LAN-QOS-FEX

FEX QoSマーキングポリシー設定の例

次の例では、着信トラフィックが DSCP値を使用してレイヤ 3アップリンクポートでタグなしの
場合に set cosを設定します。このようにして、トラフィックがレイヤ3ポートに着信し、FEX HIF
ポートから出力されるときに、cos値を FEXポートに伝送します。

class-map type qos match-all DSCP8
match dscp 8

class-map type qos match-all DSCP16
match dscp 16

class-map type qos match-all DSCP32
match dscp 32

policy-map type qos-remark
class DSCP8

set qos-group 1
set cos 0

class DSCP16
set qos-group 2
set cos 1

class DSCP32
set qos-group 3
set cos 3

class class-default
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アップリンクレイヤ 3ポートの設定：

Int ethx/y
Service-policy type qos input qos-remark

FEX QoSの設定例

FEX QoSは Cisco Nexus 9508スイッチ（NX-OS 7.0(3)F3(3)）ではサポートされません。（注）

次に、FEX QoS設定の側面の例を示します。

分類（システムタイプ qosポリシー）

タイプ qosのポリシーは、着信パケットを分類するために適用されます。

•クラスマップ設定:

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config)# class-map type qos match-all cos0
switch(config-cmap-qos)# match cos 0
switch(config-cmap-qos)#
switch(config-cmap-qos)# class-map type qos match-all cos1
switch(config-cmap-qos)# match cos 1
switch(config-cmap-qos)#
switch(config-cmap-qos)# class-map type qos match-all cos2
switch(config-cmap-qos)# match cos 2
switch(config-cmap-qos)#
switch(config-cmap-qos)# class-map type qos match-all cos3
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)#

•ポリシーマップコンフィギュレーション:

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config)# policy-map type qos setpol
switch(config-pmap-qos)# class cos0
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# class cos1
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2
switch(config-pmap-c-qos)# class cos3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 3
switch(config-pmap-c-qos)# class class-default
switch(config-pmap-c-qos)#

•サービスポリシーをシステムターゲット設定にアタッチします。

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
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switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input setpol

•分類を確認します。

switch# show policy-map system type qos

Service-policy (qos) input: setpol
policy statistics status: disabled (current status: disabled)

Class-map (qos): cos0 (match-all)
Match: cos 0
set qos-group 1

Class-map (qos): cos1 (match-all)
Match: cos 1
set qos-group 2

Class-map (qos): cos23 (match-all)
Match: cos 2-3
set qos-group 3

Class-map (qos): class-default (match-any)

switch# show queuing interface ethernet 101/1/1

slot 1
=======
Ethernet101/1/1 queuing information:
Input buffer allocation:
Qos-group: ctrl
frh: 0
drop-type: drop
cos: 7
xon xoff buffer-size
---------+---------+-----------
2560 7680 10240
Qos-group: 0 1 2 3 (shared)
frh: 2
drop-type: drop
cos: 0 1 2 3 4 5 6
xon xoff buffer-size
---------+---------+-----------
19200 24320 48640
Queueing:
queue qos-group cos priority bandwidth mtu
--------+------------+--------------+---------+---------+----
ctrl-hi n/a 7 PRI 0 2400
ctrl-lo n/a 7 PRI 0 2400
2 0 4 5 6 WRR 10 9280
3 1 0 WRR 20 9280
4 2 1 WRR 30 9280
5 3 2 3 WRR 40 9280
Queue limit: 66560 bytes

Queue Statistics:
queue rx tx flags
------+---------------+---------------+-----
0 0 68719476760 ctrl
1 1 1 ctrl
2 0 0 data
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3 1 109453 data
4 0 0 data
5 0 0 data

Port Statistics:
rx drop rx mcast drop rx error tx drop mux ovflow
---------------+---------------+---------------+---------------+--------------
0 0 0 0 InActive

Priority-flow-control enabled: no
Flow-control status: rx 0x0, tx 0x0, rx_mask 0x0
cos qos-group rx pause tx pause masked rx pause
-------+-----------+---------+---------+---------------
0 1 xon xon xon
1 2 xon xon xon
2 3 xon xon xon
3 3 xon xon xon
4 0 xon xon xon
5 0 xon xon xon
6 0 xon xon xon
7 n/a xon xon xon

DSCP to Queue mapping on FEX
----+--+-----+-------+--+---

DSCP to Queue map disabled

FEX TCAM programmed successfully

switch#

switch# attach fex 101

fex-101# show platform software qosctrl port 0 0 hif 1
number of arguments 6: show port 0 0 3 1
--------------------------------------------------------
QoSCtrl internal info {mod 0x0 asic 0 type 3 port 1}

PI mod 0 front port 0 if_index 0x00000000
ups 0 downs 0 binds 0

Media type 0
Port speed 0
MAC addr b0:00:b4:32:05:e2
Port state: , Down

Untagged COS config valid: no
Untagged COS dump:
rx_cos_def[0]=0, tx_cos_def[0]=0
rx_cos_def[1]=3, tx_cos_def[1]=3
Last queueing config recvd from supId: 0
-----SUP 0 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000
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Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000000
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000000
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 0 end -----

-----SUP 1 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000

Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000000
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000000
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 1 end -----

PFC 0 (disabled), net_port 0x0
END of PI SECTION
HIF0/0/1

Default CoS: 0
CoS Rx-Remap Tx-Remap Class
----+---------+---------+-----
0 0 0 3
1 1 1 4
2 2 2 5
3 3 3 5
4 4 4 2
5 5 5 2
6 6 6 2
7 7 7 1

Class FRH CT-En MTU-Cells [Bytes]
------+----+------+-----------------
0 0 0 30 [2400 ]
1 0 0 30 [2400 ]
2 2 0 116 [9280 ]
3 2 0 116 [9280 ]
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4 2 0 116 [9280 ]
5 2 0 116 [9280 ]
6 2 0 127 [10160]
7 2 0 127 [10160]

FRH configuration:
Port En: 1, Tail Drop En: 0, Emergency Stop En: 1, Err Discard En: 1

FRH Xon Xoff Total Pause u-Pause Class-Map
----+----+-----+------+------+--------+---------
0 2 6 8 1 0 0x03
1 0 0 0 0 0 0x00
2 15 19 38 1 0 0x3c
3 0 0 0 0 0 0x00
4 0 0 0 0 0 0x00
5 0 0 0 0 0 0x00
6 0 0 0 0 0 0x00
7 0 0 0 0 0 0x00

Global FRH:
FRH Map: 0x00, Pause Class Map: 0x00
Xoff Threshold: 0, Total Credits: 0

Pause configuration:
PFC disabled
Rx PFC CoS map: 0x00, Tx PFC CoS map: 0x00

Index CoS-to-Class Class-to-CoS------+-------------+------------
0 0x00 0xff
1 0x00 0xff
2 0x00 0xff
3 0x00 0xff
4 0x00 0xff
5 0x00 0xff
6 0x00 0xff
7 0x00 0xff

OQ configuration:
Credit Quanta: 1, IPG Adjustment: 0
PQ0 En: 0, PQ0 Class: 0
PQ1 En: 0, PQ1 Class: 0

Class XoffToMap TD HD DP Grp LSP GSP CrDec bw
------+----------+---+---+---+----+----+----+-----+----
0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0
2 0 0 1 0 0 2 0 0 50 10
3 0 0 1 0 0 2 0 0 24 20
4 0 0 1 0 0 2 0 0 16 30
5 0 0 1 0 0 2 0 0 12 40
6 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0
7 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0

SS statistics:
Class Rx (WR_RCVD) Tx (RD_SENT)
------+-----------------------+----------------------
0 0 0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
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Rx Discard (WR_DISC): 0
Rx Multicast Discard (WR_DISC_MC): 0
Rx Error (WR_RCV_ERR): 0

OQ statistics:
Packets flushed: 0
Packets timed out: 0

Pause statistics:
CoS Rx PFC Xoff Tx PFC Xoff
------+-----------------------+----------------------
0 0 0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
Rx Xoff: 0
Rx Xon: 0
Tx Xoff: 0
Tx Xon: 0
Rx PFC: 0
Tx PFC: 0
Rx Xoff Status: 0x00
Tx Xoff Status: 0x00

SS RdPort Class Head Tail QCount RealQCountRx
---+-------+------+------+------+-------+------------
0 1 0 3113 9348 0 0
0 1 1 11057 4864 0 0
0 1 2 5356 4257 0 0
0 1 3 12304 10048 0 0
0 1 4 11346 2368 0 0
0 1 5 162 165 0 0
0 1 6 14500 112 0 0
0 1 7 12314 9602 0 0
fex-101#

入力キューイング（システムタイプキューイング入力ポリシー）

システム入力キューイングは、HIFから NIFへのトラフィックの NIFポートに適用されます。（注）

•クラスマップ（システム定義のクラスマップ）の設定：

switch# show class-map type queuing
Type queuing class-maps
========================
class-map type queuing match-any c-out-q3
Description: Classifier for Egress queue 3
match qos-group 3

class-map type queuing match-any c-out-q2
Description: Classifier for Egress queue 2
match qos-group 2

class-map type queuing match-any c-out-q1
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Description: Classifier for Egress queue 1
match qos-group 1

class-map type queuing match-any c-out-q-default
Description: Classifier for Egress default queue
match qos-group 0

class-map type queuing match-any c-in-q3
Description: Classifier for Ingress queue 3
match qos-group 3

class-map type queuing match-any c-in-q2
Description: Classifier for Ingress queue 2
match qos-group 2

class-map type queuing match-any c-in-q1
Description: Classifier for Ingress queue 1
match qos-group 1

class-map type queuing match-any c-in-q-default
Description: Classifier for Ingress default queue
match qos-group 0

switch#

•ポリシーマップコンフィギュレーション:

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# policy-map type queuing inq_pri
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 30
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 20
switch(config-pmap-c-que)#

•サービスポリシーをシステムターゲット設定にアタッチします。

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input inq_pri

•入力キューイングの確認：

switch# show policy-map system type queuing input

Service-policy (queuing) input: inq_pri
policy statistics status: disabled (current status: disabled)

Class-map (queuing): c-in-q3 (match-any)
priority level 1

Class-map (queuing): c-in-q2 (match-any)
bandwidth remaining percent 50

Class-map (queuing): c-in-q1 (match-any)
bandwidth remaining percent 30
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Class-map (queuing): c-in-q-default (match-any)
bandwidth remaining percent 20

switch# attach fex 101

fex-101# show platform software qosctrl port 0 0 nif 1
number of arguments 6: show port 0 0 2 1
--------------------------------------------------------
QoSCtrl internal info {mod 0x0 asic 0 type 2 port 1}

PI mod 0 front port 0 if_index 0x00000000
ups 0 downs 0 binds 0

Media type 3
Port speed 10000
MAC addr 00:00:00:00:00:00
Port state: , Down

fabric_num 0, ctrl_vntag 0
ctrl_vlan 0, vntag_etype 0

Untagged COS config valid: no
Untagged COS dump:
rx_cos_def[0]=0, tx_cos_def[0]=0
rx_cos_def[1]=3, tx_cos_def[1]=3

Last queueing config recvd from supId: 0

-----SUP 0 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000

Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000004
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000005
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 0 end -----

-----SUP 1 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
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grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000

Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000004
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000005
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 1 end -----

PFC 1 (enabled), net_port 0x0
END of PI SECTION
NIF0/0/1

Default CoS: 0
CoS Rx-Remap Tx-Remap Class
----+---------+---------+-----
0 0 0 3
1 1 1 4
2 2 2 5
3 3 3 5
4 4 4 2
5 5 5 2
6 6 6 2
7 7 7 1

Class FRH CT-En MTU-Cells [Bytes]
------+----+------+-----------------
0 0 1 30 [2400 ]
1 0 1 30 [2400 ]
2 2 1 116 [9280 ]
3 3 1 116 [9280 ]
4 4 1 116 [9280 ]
5 5 1 116 [9280 ]
6 2 1 127 [10160]
7 2 1 127 [10160]

FRH configuration:
Port En: 1, Tail Drop En: 1, Emergency Stop En: 1, Err Discard En: 1

FRH Xon Xoff Total Pause u-Pause Class-Map
----+----+-----+------+------+--------+---------
0 2 6 16 1 0 0x03
1 0 0 0 0 0 0x00
2 0 0 0 0 0 0x04
3 0 0 0 0 0 0x08
4 0 0 0 0 0 0x10
5 0 0 0 0 0 0x20
6 0 0 0 0 0 0x00
7 0 0 0 0 0 0x00

Global FRH:
FRH Map: 0x3c, Pause Class Map: 0x3c
Xoff Threshold: 0, Total Credits: 0
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Pause configuration:
PFC disabled
Rx PFC CoS map: 0x00, Tx PFC CoS map: 0x00

Index CoS-to-Class Class-to-CoS
------+-------------+------------
0 0x00 0xff
1 0x00 0xff
2 0x00 0xff
3 0x00 0xff
4 0x00 0xff
5 0x00 0xff
6 0x00 0xff
7 0x00 0xff

OQ configuration:
Credit Quanta: 1, IPG Adjustment: 0
PQ0 En: 0, PQ0 Class: 0
PQ1 En: 0, PQ1 Class: 0

Class XoffToMap TD HD DP Grp LSP GSP CrDec bw
------+----------+---+---+---+----+----+----+-----+----
0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0
1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
2 0 0 0 0 1 2 0 0 24 20
3 0 0 0 0 1 2 0 0 16 30
4 0 0 0 0 1 2 0 0 10 50
5 0 0 0 0 1 2 0 1 255 0
6 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0
7 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0

SS statistics:
Class Rx (WR_RCVD) Tx (RD_SENT)
------+-----------------------+----------------------
0 0 68719476736
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
Rx Discard (WR_DISC): 0
Rx Multicast Discard (WR_DISC_MC): 0
Rx Error (WR_RCV_ERR): 0

OQ statistics:
Packets flushed: 0
Packets timed out: 0

Pause statistics:
CoS Rx PFC Xoff Tx PFC Xoff
------+-----------------------+----------------------
0 0 0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
Rx Xoff: 0
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Rx Xon: 0
Tx Xoff: 0
Tx Xon: 0
Rx PFC: 0
Tx PFC: 0
Rx Xoff Status: 0x00
Tx Xoff Status: 0x00

fex-101#

出力キューイング（システムタイプキューイング出力ポリシー）

システム出力キューイングは、NIFから HIFへのトラフィックの HIFポートに適用されます。（注）

•ポリシーマップ（システム定義のポリシーマップ）：

switch# show policy-map type queuing default-out-policy

Type queuing policy-maps
========================

policy-map type queuing default-out-policy
class type queuing c-out-q3
priority level 1

class type queuing c-out-q2
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-q1
bandwidth remaining percent 0

class type queuing c-out-q-default
bandwidth remaining percent 100

•ポリシーマップ（ユーザ定義ポリシーマップ）の設定：

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# policy-map type queuing outq
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 40
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 30
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 20
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)#

•サービスポリシーをシステムターゲット設定にアタッチします。

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output outq

•出力キューイングの確認：
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switch# show policy-map system type queuing output

Service-policy (queuing) output: outq
policy statistics status: disabled (current status: disabled)

Class-map (queuing): c-out-q3 (match-any)
bandwidth percent 40

Class-map (queuing): c-out-q2 (match-any)
bandwidth percent 30

Class-map (queuing): c-out-q1 (match-any)
bandwidth percent 20

Class-map (queuing): c-out-q-default (match-any)
bandwidth percent 10

switch# show queuing interface ethernet 101/1/1

slot 1
=======
Ethernet101/1/1 queuing information:
Input buffer allocation:
Qos-group: ctrl
frh: 0
drop-type: drop
cos: 7
xon xoff buffer-size
---------+---------+-----------
2560 7680 10240
Qos-group: 0 1 2 3 (shared)
frh: 2
drop-type: drop
cos: 0 1 2 3 4 5 6
xon xoff buffer-size
---------+---------+-----------
19200 24320 48640
Queueing:
queue qos-group cos priority bandwidth mtu
--------+------------+--------------+---------+---------+----
ctrl-hi n/a 7 PRI 0 2400
ctrl-lo n/a 7 PRI 0 2400
2 0 4 5 6 WRR 10 9280
3 1 0 WRR 20 9280
4 2 1 WRR 30 9280
5 3 2 3 WRR 40 9280
Queue limit: 66560 bytes

Queue Statistics:
queue rx tx flags
------+---------------+---------------+-----
0 0 68719476760 ctrl
1 1 1 ctrl
2 0 0 data
3 1 109453 data
4 0 0 data
5 0 0 data

Port Statistics:
rx drop rx mcast drop rx error tx drop mux ovflow
---------------+---------------+---------------+---------------+--------------
0 0 0 0 InActive
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Priority-flow-control enabled: no
Flow-control status: rx 0x0, tx 0x0, rx_mask 0x0
cos qos-group rx pause tx pause masked rx pause
-------+-----------+---------+---------+---------------
0 1 xon xon xon
1 2 xon xon xon
2 3 xon xon xon
3 3 xon xon xon
4 0 xon xon xon
5 0 xon xon xon
6 0 xon xon xon
7 n/a xon xon xon

DSCP to Queue mapping on FEX
----+--+-----+-------+--+---

DSCP to Queue map disabled

FEX TCAM programmed successfully

switch#

switch# attach fex 101
fex-101# show platform software qosctrl port 0 0 hif 1
number of arguments 6: show port 0 0 3 1
--------------------------------------------------------
QoSCtrl internal info {mod 0x0 asic 0 type 3 port 1}

PI mod 0 front port 0 if_index 0x00000000
ups 0 downs 0 binds 0

Media type 0
Port speed 0
MAC addr b0:00:b4:32:05:e2
Port state: , Down

Untagged COS config valid: no
Untagged COS dump:
rx_cos_def[0]=0, tx_cos_def[0]=0
rx_cos_def[1]=3, tx_cos_def[1]=3
Last queueing config recvd from supId: 0
-----SUP 0 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000

Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000000
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000000
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
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class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 0 end -----

-----SUP 1 start -----

Queuing config per qos_group
Interface queueing config valid: no

Queueing per qos_group: 00006|
|id|bw%|bw_unit|priority

grp |00|100|0000000|00000000
grp |01|000|0000000|00000000
grp |02|000|0000000|00000000
grp |03|000|0000000|00000000
grp |04|000|0000000|00000000
grp |05|000|0000000|00000000

Scheduling Classes 00008|
|id|cbmp|qid|bw%|nor_bw%|bw_unit|prio|dir |q2cos|class_grp|wk_gmap

class |00|0x01|000|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x80|000000000|0000000
class |01|0x02|001|000|0000000|0000007|0001| TX| 0x00|000000000|0000000
class |02|0x04|002|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x08|000000002|0000000
class |03|0x08|003|100|0000100|0000007|0000| TX| 0xf7|000000003|0000000
class |04|0x10|004|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |05|0x20|005|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |06|0x40|006|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000
class |07|0x80|007|000|0000000|0000007|0000| TX| 0x00|000000003|0000000

-----SUP 1 end -----

PFC 0 (disabled), net_port 0x0
END of PI SECTION
HIF0/0/1

Default CoS: 0
CoS Rx-Remap Tx-Remap Class
----+---------+---------+-----
0 0 0 3
1 1 1 4
2 2 2 5
3 3 3 5
4 4 4 2
5 5 5 2
6 6 6 2
7 7 7 1

Class FRH CT-En MTU-Cells [Bytes]
------+----+------+-----------------
0 0 0 30 [2400 ]
1 0 0 30 [2400 ]
2 2 0 116 [9280 ]
3 2 0 116 [9280 ]
4 2 0 116 [9280 ]
5 2 0 116 [9280 ]
6 2 0 127 [10160]
7 2 0 127 [10160]

FRH configuration:
Port En: 1, Tail Drop En: 0, Emergency Stop En: 1, Err Discard En: 1
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FRH Xon Xoff Total Pause u-Pause Class-Map
----+----+-----+------+------+--------+---------
0 2 6 8 1 0 0x03
1 0 0 0 0 0 0x00
2 15 19 38 1 0 0x3c
3 0 0 0 0 0 0x00
4 0 0 0 0 0 0x00
5 0 0 0 0 0 0x00
6 0 0 0 0 0 0x00
7 0 0 0 0 0 0x00

Global FRH:
FRH Map: 0x00, Pause Class Map: 0x00
Xoff Threshold: 0, Total Credits: 0

Pause configuration:
PFC disabled
Rx PFC CoS map: 0x00, Tx PFC CoS map: 0x00

Index CoS-to-Class Class-to-CoS------+-------------+------------
0 0x00 0xff
1 0x00 0xff
2 0x00 0xff
3 0x00 0xff
4 0x00 0xff
5 0x00 0xff
6 0x00 0xff
7 0x00 0xff

OQ configuration:
Credit Quanta: 1, IPG Adjustment: 0
PQ0 En: 0, PQ0 Class: 0
PQ1 En: 0, PQ1 Class: 0

Class XoffToMap TD HD DP Grp LSP GSP CrDec bw
------+----------+---+---+---+----+----+----+-----+----
0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0
2 0 0 1 0 0 2 0 0 50 10
3 0 0 1 0 0 2 0 0 24 20
4 0 0 1 0 0 2 0 0 16 30
5 0 0 1 0 0 2 0 0 12 40
6 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0
7 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0

SS statistics:
Class Rx (WR_RCVD) Tx (RD_SENT)
------+-----------------------+----------------------
0 0 0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
Rx Discard (WR_DISC): 0
Rx Multicast Discard (WR_DISC_MC): 0
Rx Error (WR_RCV_ERR): 0

OQ statistics:
Packets flushed: 0
Packets timed out: 0
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Pause statistics:
CoS Rx PFC Xoff Tx PFC Xoff
------+-----------------------+----------------------
0 0 0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
Rx Xoff: 0
Rx Xon: 0
Tx Xoff: 0
Tx Xon: 0
Rx PFC: 0
Tx PFC: 0
Rx Xoff Status: 0x00
Tx Xoff Status: 0x00

SS RdPort Class Head Tail QCount RealQCountRx
---+-------+------+------+------+-------+------------
0 1 0 3113 9348 0 0
0 1 1 11057 4864 0 0
0 1 2 5356 4257 0 0
0 1 3 12304 10048 0 0
0 1 4 11346 2368 0 0
0 1 5 162 165 0 0
0 1 6 14500 112 0 0
0 1 7 12314 9602 0 0
fex-101#

FEX QoS設定の確認
FEX QoS設定を確認するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

qosまたはキューイングタイプの設定済みクラ
スマップに関する情報を表示します。

show class-map type [qos | queuing]

qosまたはキューイングタイプの設定済みポリ
シーマップに関する情報を表示します。

show policy-map type [qos | queueing]

システムの設定済みのすべての qosタイプのポ
リシーマップに関する情報を表示します。

show policy-map system type [qos | queuing]

イーサネットインターフェイスでキューイング

する情報を表示します。

show queuing interface ethernet
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付録 B
その他の参考資料

この付録では、Cisco NX-OSデバイス上での Quality of Service（QoS）の実装に関連する追加資料
について説明します。

この付録は、次の項で構成されています。

• RFC（227ページ）

RFC
タイトルRFC

Differentiated Services FieldRFC 2474

『Architecture for Differentiated Services（差別化

サービスのアーキテクチャ）』

RFC 2475

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

『A Dual Rate Three Color Marker（デュアルレー

ト 3カラーマーカー）』

RFC 2698

『Management Information Base for the

Differentiated Services Architecture（差別化サービ

スアーキテクチャの管理情報ベース）』

RFC 3289
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I N D E X

C

class type queuing 202–203
congestion-control random-detect forward-nonecn 135, 137

H

hardware profile tcam resource service-template 62
hardware qos burst-detect rise-threshold 202
hardware profile tcam resource template 61

I

interface ethernet 200–203

P

policy-map type queuing 202–203
priority-flow-control override-interface mode off 176
priority-flow-control watch-dog internal-interface-multiplier 182–183
priority-flow-control watch-dog interval 182–183
priority-flow-control watch-dog shutdown-multiplier 182–183
priority-flow-control watch-dog-interval 182

R

reload 61–62

S

サービスポリシータイプキューイング出力 200–203
show hardware access-list tcamテンプレート 62
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